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　街並みを抜ぬける下校路の脇わきに小さな神じん社じやがある。

　天あま抜ぬけ神社

　色の落ちた鳥居。古びた、小さな社やしろ。

　社の割りには大きな境内けいだいには、樹じゆ木もくが生おい茂しげっている。

　うらさびしい雰ふん囲い気きだ。先代の神かん主ぬしが亡なくなってから跡あとを継つぐ者がなく、近所の老人がたまに掃そう除じをするだけになっている。

　そんな神社でも、いまだ完全に打ち捨すてられていないのは、その独特な雰囲気が最近では貴き重ちようであるからだろう。

　春は花見。夏は捕ほ虫ちゆう網あみを持った小学生。秋は虫の音と落葉。冬になれば雪が積もることもある。さすがは神の土地。誰だれもをなごませる雰囲気があるのだった。

　実じつ際さい、この神社では、はるかな昔から不思議なできごとが数多く起こってきた。ここで神に祈いのった戦国武将はわずかな手勢で大軍に勝利し、豊ほう穣じようを祈れば必ずたわわに稲いねが実った。数知れないほどの恋こい人びとたちがここで愛を告つげ、実らせた。実に霊れい験けんあらたかな神社だったのである。

　ただし、良いことばかりではない。日本の神は祟たたる神であり、何か願いを叶かなえるためには捧ささげ物をしなければならない。

　天抜神社も例外ではなかった。

　この街の古い記録には願いをかなえるために神が何を求めたかがはっきりと記されていた。

　神かみ隠かくし──

　なんの前まえ触ぶれなしに境内で人が姿すがたを消す。そんな事件がいくつも記録されているのだ。

　神隠しのあと、境内の御ご神しん木ぼくにかけられた注し連め縄なわが必ずちぎれていた、とも。

　しかし、それも昔の話だ。

　時代とともに、農村が街にかわり、住む人々がかわってゆくなか、神隠しも迷信のひとつとして忘れられていった。境内で人が姿を消す出来事は十数年に一度の割合でおこり続けていたが、それを神の御み業わざと信じる人は消え失うせた。どんな街でもたまにはおこりうる人間蒸じよう発はつ。行方ゆくえ不明。よっぽどの理由がなければ警察が真しん剣けんには捜そう査さしようとはしない事件として扱あつかわれるようになっていた。現代の日にち常じようを生きるのに、ロマンチシズムは邪じや魔ま者ものでしかないからである。

　昔とかわらぬたたずまいの中にあるものは神社だけだった。住民たちは、季節ごとにこの神社がみせてくれるたたずまいを楽しんでいた。

　ここで、誰からも注目を浴びることのない者たちが十数年に一度の割りに消え失せることに決して気づくことなどなく。



　あ、あとひとつ。

　天抜神社の境内は、近くにある公立天抜高校の生徒たちにも良く利用されてます。

　苛いじめを楽しむ格好の場所として。

　今日きようもそうだった。

　獲え物ものはちょっと風変わりではあったが。



　──どこからか、鈴すずの音ねが響ひびいている。

　いや、気のせいだろうか？
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　石いし畳だたみを踏ふむ靴くつ音おと。どたどたとせわしない。その後を追うわめき声。

「逃にげられると思ってるのか！　ブッ殺してやる！」

　尋じん常じようではない。本気で殺意に満ちた声だ。

　学生服を着て、バックパック式の学生カバンを背せ負おった少年が逃げてきた。

　身長は１６０センチあるかないか。その割りにはころころした体型。

　顔立ちは……苦にがみ走ったの反対、きりりとした、の反対、整ととのった、の正反対。

　要するにアレ、女の子にきゃあきゃあとは絶ぜつ対たいに言われないタイプ。

　ちんちくりんな体型と合わせて考えるなら、毎日苛いじめられるのも当然、と言いたくなるが……ちょっと違ちがうところもある。

　目が、違うのだ。

　いえもちろん、怒おこると金色に輝かがやくとか、殺人光線を発射できるとかいうのじゃありません。雰ふん囲い気き、イメージの話です。

　苛められっ子にありがちな、怯おびえた鹿しかのような目では絶対になかった。どちらかと言えば肉食動物を思わせる、隙すきのない目。彼の外見をバカにせず、まじまじと見つめることができれば、そこにはひどく醒さめたものも混じっていることに気づくだろう。



　境内けいだいに走り込んだ少年は、一いつ瞬しゆん立ち止まり、社しや殿でんに向けて一度だけ柏かしわ手でを打つと再ふたたび走り出した。別に意味があってのことではないのだが、両親に、有り難い場所ではそうするものだと教えられていたので、こんな時でも無視はできなかったのだ。

「ったく」少年──小お野の寺でら剛ごう士しはぜいぜいと荒あらい息をつき、滝たきのように汗あせを流しながら境内の奥おくまった一角で立ち止まった。御ご神しん木ぼくであることも忘れ去られてしまった太い杉の木にもたれかかる。少しかすれた、低い声でつぶやく。

「よくも毎日毎日……」

　いや、わかっている。本人にもわかっているのだ。同じ天あま抜ぬけ高校二年三組に通う性しよう根ねの腐くさりきった苛めグループのリーダー、飯いい田だが、今日きよう、剛士を形ぎよう相そうを変えて追いかけているのには、実に簡かん単たんな理由があるからだ。

　キレているのだ。

「小野寺、てめぇ！」飯田が、クロマニヨン人の中に混じれば見分けのつかない顔を憤ふん怒ぬに染そめて駆かけてくる。

「ナメやがって！」

「そっちが悪いんだろ！」

　剛士はひとこと叫さけび返すなり再び駆けだした。境内の奥……と言っても、道路から見えないほど離はなれていない開けた場所に伸のびている杉の巨きよ木ぼくに向かって。注し連め縄なわのかけられた御神木だ。

　──どこからか鈴すずの音が響ひびいた。

　といっても、剛士が鼓こ膜まくの機き能のうを集中してひろいあげていたのは、境内で生じるすべての密ひそやかな音を圧する獣けものじみた怒ど鳴なり声だけである。

「てめぇのおかげで山やま下したは登校拒きよ否ひ、戸と倉くらは停学だっ！　岡おか田だと佐さ伯えきは退たい学がくになった」飯田は叫んだ。彼の手下だった苛めグループのメンバーの名前だ。

「僕は悪いことはしてない！」剛士は叫びかえした。

　そうかもしれない。二年生のクラス替がえが終わった直後、剛士がちんちくりんであるというだけで笑い者にし、トイレに連れ込んで便器をなめさせようとした。そのうえ、金を持ってこいとカツアゲまでしたのだ。その場は他のクラスメイトががやがやとトイレに入ってきてやりすごせたものの、放っておけばひどいことになるのがわかっていた。

　奴やつらの苛めを受け続けていれば、いずれは、

「昨日きのう夕刻、公立天抜高校二年生Ａ君（17）が自宅物置で首をつって自殺しているのが家族によって発見された。残された遺い書しよによればＡ君は学校での苛めを苦くにしており、警けい察さつは……」

　冗じよう談だんじゃない！

　剛士は確たしかにちんちくりん、気も強い方ではない。成績は中の下。運動は下の下。友達も少ない。ガールフレンドは皆かい無む……えーつまりいいトコなしの高校二年生だが、ただの苛められっ子と違ちがう点がひとつだけあった。

　身を守ることに関してはおそろしく知ち恵えがまわり、そのためならどんな努力も惜おしまないのだ。

　つまり、ちんちくりんでいいところなしの、苛められっ子第一候こう補ほ確かく定ていの見かけの持ち主でありながら、小野寺剛士の胸むねには、なにものにも決してくじけぬ不ふ屈くつの精せい神しんが……

　いや、違うな。

　じゃあ、真まっ赤かに燃もえ上がる闘とう志しが……

　でもないな。

　えー、いかなる弾だん丸がんをも跳はね返す鋼こう鉄てつの意志が……

　って、ナチスや共産党の党員じゃあるまいし。

　うーんと、神に導かれた選ばれたる者の……

　違う！

　…………

　要するにアレ、とてつもなく根が暗く、執しゆう念ねん深ぶかいのですね。

　気が小さいことは確かだが、恨うらみは決して忘れない。恨みを晴らすためなら、恐きよう怖ふ心しんでさえエネルギーに変えてしまえる高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろを内蔵し、そいつがまたよく暴ぼう走そうしまくるタイプなのだ。

　この手のタイプにありがちな、日常生活では役に立ちそうもない知ち識しきも、１２０ギガバイト分ほど頭に詰つめ込んでいる。普ふ段だんはフリーズしたりハングアップしたりクラッシュしたりして使いものにならないのだが、身を守らねばならない時は別。しゅいんしゅいんカリカリと高速回転して、悪知恵が泉いずみのように……どころではない、大だい噴ふん火かをおこした火山の溶よう岩がんのような勢いで噴ふき出し、土ど石せき流りゆうのごとく流れ出す。

　生まれつきそうなのか、これまでの毎日でそうなったのかは本人にもわからない。

　ともかく、そういうことである。

　もちろん、身を守る、というのは、飯田のようなキレやすいバカの奴ど隷れいになって高校生活を送るということではない。

　自分で自分の行動を決められる、という毎日を維い持じすることだ。

　だからこっそりと復ふく讐しゆうした。

　飯田たちは苛いじめるべき相手を間ま違ちがった罰ばつを身をもって味わうことになったのである。



　剛士は行動した。ヤケクソというかなんというか、一度決めてしまうと、とことん突つき詰つめないと気が済すまないタイプなので、ためらいはなかった。



　まず、警察官である山下の父親に直じか談だん判ぱんし、このままではあなたの息子むすこに苛め殺されますとわめいた。山下は父親に顔の形が変わるほど殴なぐられ、学校に出てこなくなった。



　戸倉は、つきあっている隣となりのクラスの女子とラブホテルに入る現場をデジタルカメラで撮さつ影えいし、プリントアウトを戸倉の家や学校にではなく、女子の家のポストに突つっ込んだ。親が学校に怒ど鳴なり込み、戸倉は停学を喰くらった。



　岡田と佐伯はもっと簡単だった。街まちで合法ドラッグを買っていることを知っていたのだ。なんのためらいも抱かずに、奴やつらはクスリを常用していると警察に通つう報ほうした（もちろん電話は公衆電話、声もボイスチェンジャーで変えた）。少年犯はん罪ざい対たい策さくに目の色を変えていた警察は即座に動いた。二人は、合法ドラッグを買っていたことではなく、校内で他の連中に売っていたことが取り調べでバレ、罪つみには問われなかったものの、晴れて退たい学がくとなった。



　法は一度も犯おかしていない、見事な、根ねの暗い復ふく讐しゆうである。



　そして今日、剛士はリーダーの飯田へ直ちよく接せつ、復讐に及んだ。

　最後の反はん撃げきに打ってでたのだ。

　クラス委員を選ぶために行われた拡大ホームルームで、こともあろうに飯田を風紀委員へ推すい薦せんしたのである。こんな感じでだ。

「飯田君はクラスで一番素す晴ばらしい人だと思います。いつもみんなに優しく、友達を大事にします。僕ぼくのことを廊ろう下かでサッカーボール代わりにしたりはしませんし、トイレの便器をなめさせたりは絶対にしません。飯田君の友達には退学になったり停学になったりする人は絶対にいませんし、校内で僕をカツアゲしたり、制服の内ポケットにタバコを入れて昼休みに屋上で吸すったりはしません。飯田君はホモの人みたいに僕のことをトイレによく連れ込もうとしますが、たぶんホモではないので（剛士はここで声を一段高くした）、きっと冗じよう談だんだと思います。僕は同性愛者を差別しませんが、飯田君がホモだなんて絶対にありえないと思います。飯田君こそ最高の人です。絶対に風紀委員になるべき人だと思います。僕は飯田君が大好きです。ホモかもしれませんが最高の人です」

　普ふ段だんだまりこくっている剛士が突とつ然ぜんはじめた大演説。誰だれもが唖あ然ぜんとしてそれを聴きいた。剛士本人でさえ、自分がここまで堂々と口からでまかせを話せるとは思えなかった。

　が、できたのだ。あたかも心をこめて語っているかのように。

　圧あつ倒とうされ、飯田でさえ邪じや魔まできなかったほどだった。

　それほど剛士はＡ君（17）になる運命から逃のがれたかったのである。命がけだったのだ。



　全員の前で飯田を罵ば倒とうしたおした結果、クラスの雰ふん囲い気きが悪くなることなどもちろん気にもしていない。クラスメイトなどという輩やからを、剛士は信じていなかった。これまで、クラスメイトたちは飯田たちに苛いじめられている剛士を庇かばおうともしなかった。飯田の餌え食じきになった剛士を蔑さげすみ半分哀あわれみ半分で無む視ししていたのである。

　そんな奴らの雰囲気がどれほど悪くなろうと剛士の知ったことではない。正当防衛、過か剰じよう防衛、緊きん急きゆう避ひ難なん、ハンムラビ法典。そんな言葉が頭の中でコサックダンスを踊おどり、剛士を衝つき動かしたのである。



　話しおえてから数秒後、飯田がうなり声をあげて立ち上がった。

　教室がしん、となる。

　突然、誰かがホモ、とつぶやいた。

　教室は爆ばく笑しように包まれた。誰もが、飯田のことを好いていたわけではないのだ。むしろ、内心では軽けい蔑べつしていたのである。

　剛士が、それを表おもてにだす機会を与あたえた。

　いくら飯田が身長１８０センチ、原始人並なみの体力と粗そ暴ぼうさを誇ほこってもこれは抑おさえられない。一日中皆みなに笑われ続けることになった。放課後までに、飯田のあだ名はモーホーに定まっていた。

　だから、キレた。

　粗そ雑ざつで荒すさんだ飯田の脳のうでも、突然の大演説だけでなく、一連の出来事が、すべて剛士の仕し業わざであることが想そう像ぞうできたのだ。

　自分が苛いじめていたはずのちんちくりんに、苛めかえされていたことに気づいたのである。

　放課後、剛士をトイレに連れ込もうとした。

　ここで飯田はもう一つの過あやまちをおかした。

　剛士は、飯田がそうくるであろうと計算しており、

「うわぁ、飯田君にトイレで犯おかされるぅ！　ホモはいやだぁぁ！」

　と叫さけぶなり、即そく座ざに逃にげ出したのである。

　小太りの人間に持久力はない。しかし、瞬しゆん発ぱつ力りよくはある。

　追われる剛士は駆かけに駆け、学校から歩いて五分ほどの距きよ離りにある天抜神社に逃げ込んだのだった。



　御ご神しん木ぼくにつかまり、荒あらい息いきをつきながら剛士は覚かく悟ごを固めていた。

　腕うで時ど計けいで時間を確かめる。

　三時四三分。

　計算通りだ。

　奴やつらが追いついたとしても、ここを動くつもりはない。

　もちろん、ただ苛めを受けるつもりもない。

　大声をあげるつもりなのだ。

　助けてくれ！　ホモにレイプされるっ、と。

　それだけですべてが済すむ。

　なぜなら、あと二分以内に、近所の交番の巡じゆん査さがパトロールで通りかかるはずなのである。

　巡査はいつも同じ時間に通りかかる。

　根の暗いしつこさで剛士はそのことを調べ上げていたのである。うーん、ちょっと病的かもしれない。



　しかし、剛士にしてみれば、苛められたあげく自殺するよりは病的サイコさんな方がマシだ。飯田は苛めという遊びを楽しんでいるだけだが、剛士は命がけの大勝負のつもりでいる。手段を選んでなどいられない。



　サイコさんはともかくとして、巡査が通りかかる瞬間を見計らい、剛士が大声をあげたなら？

　あわてて駆け寄った巡査が目にするのは、飯田に追いつめられたちんちくりんの剛士だ。

　どちらが悪いか、一瞬で判はん断だんがつく。

　剛士が悪く見えるはずはないのだ。

　そして飯田は警察からは逃のがれられない。たとえ逃げ出したところで、巡査はすぐに応おう援えんを呼ぶだろうし、手配もする。すぐに身み柄がらを押さえられてしまう。

　少年課の取り調べからも逃れられない。

　調べられたなら、飯田のグループから、停学、退たい学がく、合法ドラッグ売買という顔ぶれがでていることはすぐにわかってしまう。

　そんな連中のリーダーが、いかにも苛められっ子という剛士と人ひと気けのない境内けいだいでなにをしていたか？

　警官たちはすぐに結けつ論ろんをだしてくれる。剛士ももちろん、自分が信じた真実を泣きながら訴えるつもりだ。

　苛められたうえ、トイレで毎日レイプされながら生きてゆくことなどできません……どんなことでもしますから、お巡まわりさん、助けてください！

　完かん璧ぺき。完璧。

　飯田も楽しい高校生活と速そつ攻こうでおさらばだ。

　自分の立場をさらに有利にするために、一度か二度、殴なぐられるのもいいなと剛士はおもっていた。飯田は頭に血がのぼりやすい単たん純じゆんバカなので、ちょっとあおってやれば手をだすだろう。そうなればあとは楽だ。

　身体からだに傷きずがあれば刑けい事じ事じ件けんの現げん行こう犯はんにできるのだ。

　準じゆん備びは他にもしてある。

　学生カバンの中に、たまたまスイッチがオンになった録音可能なＭＤを入れ、マイクをカバンの端はしから出してあるのだ。

　完かん璧ぺきな証しよう拠こになるだろう。

　見ていろよ……剛士は歯を食いしばった。Ａ君（17）にならないためならば、一度や二度殴られるぐらい、僕は耐たえてみせる！

　根の暗いしつこさも、ここまでくれば立りつ派ぱなものだ。もはや、勇気と呼んでもいいかもしれない。



「野や郎ろうっ！」

　剛士の姿を見つけた飯田がわめき、駆かけ寄った。

「小野寺、てめぇっ」剛士の胸むなぐらを掴つかんだ飯田は芸のないセリフを吐はいた。いかにも、『わたしはキレやすい人です』という態度。額ひたいも狭せまければ根こん性じようも狭い体力バカにふさわしく、その瞳ひとみには知性のかけらもない。

「そんなに僕のことが好きなのか」剛士はこたえた。もちろん小便を漏もらしそうなほど恐おそろしい。しかし、口元にニヤニヤ笑いが浮うかぶのを抑おさえることもできない。

「ごめん、僕は女の子の方が好きなんだ！　ホモにはなれない！」

　自分を苛いじめてきた奴がこの先、どんな目にあうかを想像すると、笑いを我が慢まんできないのである。

　──鈴すずの音ねがまた、響ひびいた。

「てめぇっ」飯田がわめいた。昆こん虫ちゆう以下の想像力しかもたないこいつにも、剛士にバカにされていることがわかったのだ。

「バカにしやがって」

「ホモはいやだよぉ！」剛士は哀あわれっぽい声をあげた。言葉は計算ずくだが、期待感に震ふるえるのと同時に、本当に怯おびえてもいるので、嘘うそくさくは響かない。

「頼たのむよぉ！　強ごう姦かんしないでくれぇ！　苛めないでぇ！」

　完璧な、苛められっ子の声。なるべく大声をあげているのは、聞きつけた誰だれかが先に通報してくれるかもしれない、と計算してだ。

「いいかげんにしろぉ！」

　飯田はさらにわめいた。

「クソ野郎の癖くせしやがって……」

　怒りのあまり、それ以上は声にならないらしい。文化系最下層民アンタツチヤブルと言うほかない剛士によってホモ扱あつかいされたことで、キレる、どころではなくなっているのだ。

「やめてくれよぉ」剛士はひたすら泣き叫さけんだ。

「お尻しりが痛いたいのはいやだぁぁぁ！」

「うるせぇっ」

　怒いかりで思考力が麻ま痺ひしている飯田は獣けもののように喚わめき、左の拳こぶしをふりあげた。

　左ひだり頬ほほで何かが砕くだけ散る。血の味がひろがった。

　剛士はそれを唾だ液えきとともに吐き、飯田の顔に浴びせかける。

「てめぇっ」

　もう一発必要か。くらくらする頭で剛士は計算した。

　いや、もう充じゆう分ぶんだ。証しよう拠こは充分にできあがった。時間も。あまりゆっくりしていては警官が通り過ぎてしまう。

　大きく息をのみこみ、叫ぶ。

「誰か、誰かぁぁっ、誰か助けてぇっ！　強ごう姦かんされるぅ、殺されるぅっ！」

　唾液と血で汚よごれた飯田の顔がゆがむ。

「うるせぇっ、誰もくるかよ！」勝ち誇ほこった顔の飯田が剛士の胸ぐらを掴つかんだ。

　が、次の瞬しゆん間かん、顔色を青ざめさせた。

　ガシャンと自転車を放り出す音が響き、固い靴くつ底ぞこが石いし畳だたみを踏ふむ足音が響いたのだ。

　厳きびしい声が轟とどろく。

「オイ、コラ！　なにをしている！」

　時間ぴったり、計画どおり。巡じゆん査さの声だ。この世で他の誰が見ず知らずの他た人にんにオイコラなどと呼びかけるものか。

　剛士の血まみれの口元が笑いに歪ゆがんだ。

　飯田の顔面は蒼そう白はくになっていた。剛士によって完璧にハメられたことに気づいたのだ。

「てめぇっ、まさかっ」

　あわてて逃げようとする。

　が、逃げられない。剛士が両手で彼の腕うでを掴んだのだ。

「おまわりさん、こいつ、こいつです！　こいつが僕を殴なぐって強姦しようとしたんです！　学校でも！　ホモの強姦魔まです！」剛士は力の限かぎりに叫んだ。ずるずると飯田にひきずられながら、手を離はなそうとはしない。

「離せ、この、離せっ！」

　飯田は懸けん命めいに腕をふりまわす。剛士はぶんぶんとふりまわされたが、さらにがっしりとつかんで飯田を足止めし続ける。

「おぅっ、頑がん張ばれ！　いま助けるぞ！」巡査が威い勢せい良よく呼びかけた。剛士が勇ゆう敢かんな被ひ害がい者しやに見えているのだ。

「離せっ、てめぇっ、離せっ」

　完全にキレた上、パニックになった飯田は、巡査の目の前で剛士に蹴けりを入れた。

　腹はらに膝ひざがキマった。

　ずーん、と奥おく深ふかくへ突つき抜ぬける痛み。胃い液えきがこみ上げ、口から噴ふき出る。

　しかし剛士は離れない。

　死んでも離すつもりはない。

　意味もなく苛められ続けられてきた者が抱いだく恨うらみの深さを味わわせてやらねば気が済すまない。

　そうでなければ、自分が、嫌いやになるほど陰いん湿しつな復ふく讐しゆうをし続けてきた理由がない。

　殴りや蹴りによる痛みで苦しみながらも、剛士は満足を覚えていた。

　これで、こいつに教え込んでやれるのだ。

　僕が感じてきた痛みと同じものを。

　──しかし、飯田も必死になっていた。

「離せぇっっ！」

　と、絶ぜつ叫きようするや、背負い投げの要領で剛士を投げとばしたのだ。

　遠心力で手がはずれる。

　宙を飛んだ剛士の身体からだは御ご神しん木ぼくの幹みきに、放り投げられた蛙かえるのように叩たたきつけられた。

　背せ中なかのカバンが注し連め縄なわに引っかかった。

　御神木に巻まかれていた古びた注連縄がプツリ、と切れた。

　──鈴すずの音ね。



　その瞬しゆん間かん、小野寺剛士の意い識しきは閃せん光こうに包まれた。



    

  
    
      
        １　ここどこですか？　あの、みんな戦争してるんですけど。



      

    

  
    
      

　　　　１



　魔ま王おう暦れき１００２年９月10日。セントールの野を巡めぐるランバルト王おう国こく軍ぐんと魔王軍の戦せん闘とうは、ランバルト軍の圧あつ倒とう的な優ゆう勢せい下で推移しつつある。

　対戦していた兵力は、

　ランバルト軍、２５０００。

　魔王軍、２６０００。

　魔王軍がわずかに優勢であったにもかかわらず敗北しようとしている理由は、両軍の能力差……特に指し揮き官かんクラスの圧倒的な実戦経けい験けんの差にあった。

　魔王軍指揮官の大半は、ドワーフ、エルフといった種族の族ぞく長ちようがそのまま任にんじられただけであるのに対して、ランバルト軍は百ひやく戦せん錬れん磨まの指揮官揃ぞろいだったのである。

　にらみ合いのような形ではじまった戦いは、ランバルト軍最強をうたわれるトゥラーン近この衛え重じゆう装そう騎き士し団だんが一いつ気き呵か成せいの突とつ進しんに打ってでたことで決した。

　右側面を迂う回かいしたランバルト軍トゥラーン近衛重装騎士団の突とつ撃げきは、魔王軍のなかで最もよく戦列を維い持じしつつ善ぜん戦せんしていた第６義勇ドワーフ連隊に大打撃を与あたえたのだ。

「国こく王おう陛へい下か万ばん歳ざい！」

「魔ま族ぞくどもに死を！」

　銀の鎧よろいをきらめかせた騎士たちが横合いから隊列に突とつ入にゆうする。重じゆう槍そう（パイク）を正面の敵に向けて槍やりぶすまを作っていたドワーフたちの反応は鈍にぶい。槍の重さだけではない。頑がん健けんな肉体を持ってはいても、もともと動きの素す早ばやい種族ではないのだ。

「死ねぇっ、魔族ども！」

　先せん陣じんを切って進むのはトゥラーン近衛重装騎士団長、ヴィル・グラッサー男だん爵しやくその人である。鬼き神しんそのままの恐おそろしげな形相で、並なみの馬の倍はあろうかという愛馬ガルーンを駆かり、全長３メートル以上はある先祖伝来の馬ば上じよう槍やり・キルスをふりかざす。豪ごう槍そうと呼よぶしかないキルスが突つき入れられるたび、身体からだを貫つらぬかれた小柄なドワーフの身体が吹き飛ばされ、ランバル銀の装そう飾しよくを施ほどこした鎧が鮮せん血けつで汚よごされていった。

　後に続く親しん衛えい騎士たちも団長に劣おとらぬ使い手ばかりだ。突進する馬の轟ごう音おんとともに、ドワーフ槍そう兵へいの隊列を崩ほう壊かいさせてゆく。

　一方、ランバルト軍を親しん率そつするランバルト国王フェラール三世も御おん年とし23歳にして世に知られた戦いくさの名手。グラッサー男爵のつくりだしたチャンスを見み逃のがしはしなかった。軍勢の後方、セントールの野を見み渡わたせる丘おかに据すえた本ほん陣じんで仁に王おう立だちとなった。

　すっくと立った長身が戦場を睥へん睨げいする。貴婦人のような憂うれいと翳かげりに満ちた面おも差ざしの映はえる白い肌はだ。陽光をあびてきらきらと輝かがやく長い銀ぎん髪ぱつがゆったりとなびく。肢し体たいは豪ごう奢しやな鎧に包まれているが、腰こしが細くくびれ、脚あしもたおやかな姫ひめ君ぎみを思わせるほど長く、ほっそりとしていることは容よう易いに見て取れる。

　まさに戦場の美神であった。

　周囲の将軍や騎士たちは、彼が男であると知りつつ陶とう然ぜんとする。

　フェラールはそれほどに美しかった。

　一いち陣じんの風が吹いた。

　銀髪が溶とけるようになびく。

　美神そのものの国王は、ほっそりとした腕うでを敵陣に向け、甘あまさすら感じさせる声で命令を下した。

「今日きようこそ魔王の首を！」

「おおぅ！」

　歴戦の兵士たちが鬨ときの声をあげ、一いつ斉せいに突とつ撃げきへ移うつった。人でできた津つ波なみのような勢いで突き進んでゆく。



    

  
    
      　すでに隊列の崩くずれきっていた魔王軍は耐たえられるはずもない。ドワーフが、人狼ヴエアウルフが浮うき足あし立ち、敗走をはじめる。

　軍勢というものは、一度崩れてしまうと立て直しようがない。列を乱して後こう退たいしてきた味方に巻まき込こまれ、後方で予備隊として待機していたゴーレムの隊列も、一戦も交えないうちに大混乱へ陥おちいる。さらに後方で懸けん命めいに呪じゆ文もんを唱える魔ま導どう士したちも逃にげ腰ごしだ。致ち死しレベルの攻こう撃げき呪文を唱となえているのだが、王国兵にはマスル神の護ご符ふが与えられており、太陽が空にある間は呪文の効果が激げき減げんするのである。

　このほかにも、魔王軍にはランバルト軍のペガサス騎き士し団に勝まさる航空兵力……ハーピィやウィングドラゴンで編成された航空部隊があったが、敵味方が入り混じってしまっては、どこを攻撃してよいのかわからない。

　もはや、どうにもならなかった。

　魔王軍は大敗走に陥った。

　完全な敗北である。



　ヴィル・グラッサー男だん爵しやくはその中で獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せていた。

　これまでに得た勝利は三〇〇を超こえる名将。鎧についた無数の刀かたな傷きずがそれを証しよう明めいし、鋼こう鉄てつから削けずり出されたようにごつい髭ひげ面づらにあらわれた悽せい愴そうな笑いが、彼の勇武を教えている。

　片かた足あしに傷を受け、逃にげ遅おくれたヴェアフルフの腹をキルスで突つき刺さし、旋せん風ぷうを巻き起こすほど強くふるってハラワタごと引きちぎりつつ、大だい音おん声じようを発した。

「魔王！　魔王や何処いずこ！　逃のがれようなどと思うな！　この儂わし、グラッサー男爵がいと尊きマスル神の恩おん寵ちようをば賜たまいし聖せい槍そうキルスにて打ち倒たおしてくれる！」

　応じる者は、もちろん、ない。

「ハハッ、国王陛へい下かの天才とわが武勇に恐おそれをなしたか、魔王め！」グラッサーは大声で笑い、もっとも信しん頼らいする二人の部下を呼んだ。

「ガルス、マークス！」

「おうっ！」と、グラッサーに劣おとらぬ巨きよ躯くを誇る騎士が不敵な笑みとともに応じる。

「フッ」左では、ブロンドの髪かみで片目を隠かくした美形の騎士が気取って応じた。

　左右に、グラッサーに劣らぬほどの手て練だれで知られる騎士が馬を寄せた。

「今日こそは魔王を逃すわけにはいかぬ！　我わが左右を守れ！　本ほん陣じんへ突とつ進しんする！　魔王が素そっ首くび奪うばわば、王国無む窮きゆうの繁はん栄えいの手始めとなろう！　恩賞も思いのままじゃ！」

「承知！　やろうぜ、団長！」

「フッ、御ご下か命めいとあらば、何ど処こまでも！」

「ゆくぞ！」

　三人の騎き士しはグラッサーを頂点にした三角形をつくり、敗走に陥おちいった魔ま物ものの群れに突入した。槍やりで、時には馬の蹄ひづめで魔物たちをはねとばしながら、前方１キロほどにある魔王軍本営へ向けて突進する。

　グラッサーの突とつ撃げきをくい止めるものはなかった。たちまちのうちに本陣がせまる。

「右！」すばやく状じよう況きようをみてとったグラッサーは叫さけぶ。「本陣右にある巨きよ木ぼくをすりぬけて突入したなら、魔王は逃れられぬ！」

「おうっ」とガルス。

「やぁっ！」とマークス。

　突進する馬の轟ごう音おんととも彼らは駆かけた。本陣の、意外に安っぽい天てん幕まくがバタバタとはためくのがわかった。逃げ腰ごしでこちらをみている人ひと影かげ、あれこそは……

「魔王じゃ！」

　グラッサーは叫んだ。

「逃さぬ！　今日こそは逃さぬ！」

　本陣はきつい勾こう配ばいの丘おかの上に設もうけられている。グラッサーの見たとおり、巨木のある右手がわずかにゆるく、そこを抑えれば、きつい斜しや面めんを転げ落ちるほか逃れる方法はなくなる。魔王といえど王、そのように無ぶ様ざまな逃れかたをするはずもなかった。

　鎧よろいと槍やりを魔物の血できらめかせつつグラッサーたちは駆けた。

　巨木が目前に迫せまる。

「いま少しじゃ！」

　グラッサーが叫び、斜面を登りきろうとしたその時──

　巨木の幹みきの中程で、奇き怪かいな光がきらめいた。

　ガルーンが激はげしいいななきをあげ、棒ぼう立だちになった。左右の騎士も馬を扱あつかいかね、次々と落馬した。

「なにごと！　魔まの技わざか！」グラッサーは懸けん命めいにガルーンをなだめながら叫んだ。

「これしき、すぐにうち破って……」

　そこまで言ってグラッサーは絶句した。

　眼前に、奇怪なものが出現したのである。

　黒い、小さな塊かたまり。

　魔物か？

　否いや、人だ。

　空中に突然出現した人間が、グラッサーめがけて吹ふっ飛んでくる。

「な、人だとっ！」

　グラッサーは叫んだ。

　避さける間は与あたえられなかった。

　突然、出現した黒い人影の両足が顔にめり込み、どう、と落馬したのである。
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　光がいきなり薄うすれた。

　空中を飛んでいるのがわかった。

　飯田に投げ飛ばされた勢いで……

　スニーカーに包まれた両足が、柔やわらかいものに当たる。

　その直後、勢いよくはねとばされた。

　巨木が目の前に迫る。

「うわっ、うわっ、うわわっ」

　剛士は悲鳴をあげた。飯田に投げ飛ばされたところまではわかったが、完全にパニックへ陥おちいっている。

　びたっ、と情けない音をたてて幹に叩たたきつけられた。鼻が潰つぶれる。鼻血が噴き出すのがわかった。

　地面に落ち、腰を打った。つーん、と脳のうまで痛いたみが突つき抜ぬけた。

「いってぇーっ」

　両手をのばし、金かな網あみの上であぶられるスルメのようにせわしなく腕うでを踊おどらせた。鼻と腰、両方から生じた痛みが脳で激げき突とつし、どちらに手を伸のばしていいのかわからなくなっていた。

　一度にひとつの痛みしか感じられない人間のつくりからして当然の反応かもしれないが、あまりにも情けない。

「ううっ」

　ぽろぽろと涙なみだを流しながら剛士は立ち上がった。

　巡じゆん査さに、自分がどれほどひどい目にあっていたか、訴うつたえようと思ったのだ。頭の片かた隅すみで疑問が湧わく。

　──鈴すずの音ね。

　あれは、どこから響ひびいていたのだろう。

　振ふり返り、涙にかすむ目で巡査の姿を探さがした──

　が、目にしたのは、自分のほうにずんずんと進んでくるヨーロッパ風の鎧よろいを身につけた大男だった。コスプレか？

「ひぃっ」

　血を流し続ける鼻を押おさえるのも忘れて悲鳴をあげる。

　コスプレなどではないことが直感できたのだ。

　鎧姿の男の形相はあまりにも恐おそろしいものだったのである。

　そこにあったものは──

　まじりっけのない、敵意だった。



「貴き様さまぁっ！」

　グラッサーは自分を落馬させた異い装そうの小男をつかみあげた。

　怒いかりのあまり、ここが魔ま王おう本ほん陣じんのすぐ脇わきであることを忘れている。

「なんのつもりだぁぁぁっ」

　ぐっ、と持ち上げ、目の前に引き寄せ、声をあげた。

「なにッ、貴様、人かっ！」

「ひいっ」小男は鼻血を流しながら泣き、ばたばたともがいた。

「人ならばなぜっ」



　剛士を持ち上げた鎧姿の大男は、青い瞳ひとみに燃えあがるような赤あか髭ひげをたくわえていた。

　どうみても日本人ではない。

　なのに、剛士にはその言葉が日本語そのものに聞こえた。

「人ならばなぜっ」

　男は叫さけんでいた。

「むうっ」

　目をまん丸くひらき、剛士をにらみつける。

　その眼力の強さに陰嚢タマキンが縮み上がり、小便を漏もらしそうになった。

「貴様っ、その肌はだ、その凹おう凸とつのない目鼻立ち……魔王の一族かぁっ」

　もちろん、剛士にはなんのことかわからない。しかし、何か言わなければまずいことぐらいは見当がついた。

「こたえろっ」

　雷らい鳴めいのような怒ど鳴なり声。

「ひっ……そ、そそんな、まお、魔王って……ファンタジーじゃあるまいし……それに魔王がで、でてくるようなファンタジーは最近じゃあ人気が落ちて……」

「なにをグダグダいっておる！　答えよ！　魔王の一族かぁっ！」

「し、知りません知りません魔王なんて知りません知りません！」

「ぬぅっ、ならば」

「わ、わかっていただけましたか」剛士はおもわず敬けい語ごになってしまう。苛いじめられっ子として過ごしてきたおかげで、偉えらそうな人間の前ではついつい下した手てにでる癖くせがついているのだ。

「小こ僧ぞう、名を訊きこう！」大男は尋たずねてきた。

「え、あ、あの、天抜高校二年、小野寺、剛士です」剛士はあわてて応じた。敬語の効果があったのか、と思った。敬語を教えてくれた両親に感謝を捧ささげてしまう。ああ、おとうさんおかあさん、どうもありがとうございます。

「そうかっ」大男はうなずいた。

「我わが名はグラッサー！　フェラール三世陛へい下かより近この衛え騎き士し団だんを御お預あずかりする者だ！」

「あ、はい、どうか……よろしくお願いします」

「うむっ、人ひと族ぞくの裏うら切ぎり者にしては良い覚かく悟ごだ！　誉ほめてつかわす！」

「あ、どうも。助けてくださる……う、裏切り者ぉ？」

「このような場所に奇き怪かいな現れかたをしおって！　魔王が一族でなければ裏切り者に決まっておる！　安心せいっ、殊しゆ勝しような態度なれば、楽に死なせてやろう！」

　大男は大きな笑いを浮うかべた。

「楽にって、楽にって、ひぃぃぃぃっ、まっ、ちょ、ちょっと待ってください。決めつけはいけませんいけません」

「言い逃のがれるところをみると、やはり裏切り者よなっ」

　大男は剣けんを抜ぬきはなった。

　全長２メートル近い、とてつもなく分ぶ厚あつい刀身の大剣だ。

　こんなものを喰くらったら、斬きられるのではなく、叩たたきつぶされてしまう。

「うわっ、ひいいっ、助けてっ助けてっ、殺されるぅっ、お巡まわりさん助けてぇっ！」

　ばたばたともがきながら泣き叫ぶ。

「観念いたせっ」

　剣が振ふり上げられ、もうダメだ、と諦あきらめかけたその時、

「待てぇっ」

　と高く透すき通る声が響ひびいた。

　ガキン、と金きん属ぞくがぶつかり合う音。

「おおうっ、貴様はっ、魔王が筆ひつ頭とう参さん謀ぼう、黒陽のアーシユラ・アーシュラザ・ダークシヤインかっ」

　大男、いやグラッサーが驚おどろきの声をあげた。剛士の身体からだが地面に落ちる。

　再び腰こしを打った痛みに涙なみだを流しながら剛士が目を開けると、そこでは。

　自分の倍近く身長のありそうな細ほそ身みの剣士が、グラッサーと真正面から刃やいばを交えていた。

「うわ、うわわわっ」

　悲鳴をあげて後じさりする。立ち上がりたいが、腰が抜ぬけていた。同時に、とうとう漏らしてしまう。

　製鉄所のプレスマシーンのような轟ごう音おんをあげてグラッサーと剣士は刃をうち合わせた。

　刀が交わされるたび、火花が飛ぶ。

　やがて、剣士がわずかに優位へ立った。グラッサーを斜しや面めんの下へ押おし返したのである。

　そこでようやく、剣士が剛士を見た。

　恐きよう怖ふとパニックの中でありながら、剛士はハッ、とする。

　剣士は女だったのだ。

　ひとことで言えば、いままで見たこともないほどの美人だ。

　ボディラインは、流れるような優ゆう雅がさと無数の丸みが複雑にからみあってつくりあげられている。黒々とした革かわ鎧よろいに包まれている胸の大きさ、唾つばを飲み込みたくなるほどにふっくらとまろんだ腰つきが目を引きつける。ぐっ、と後頭部でひっつめた長く艶つややかな髪かみは深ふか紫むらさき。

　もう、スーパーモデルなんか目ではない。た、たまらん、という感じである。

　見れば見るほど美しさが増ますようにすら思える。

　肌はだは新雪のように白い。

　目はきつくつり上がっているが、これは剣を交えているからだろう。

　髪の色とよく似た、闇やみのように深い菫すみれ色いろを湛たたえる瞳ひとみが剛士を値ね踏ぶむようにみつめていた。

　血を塗ぬったような色の柔やわらかそうな朱しゆ唇しんが、くっ、と噛かみしめられた。

　剛士はその変化が何を意味するかすぐに理り解かいした。

　軽けい蔑べつ。

　それ以外の何物でもない。

　これまで見かけでさんざん酷ひどい目にあってきた剛士にはわかるのだ。

　と、同時に、ま、そうだろうな、という納なつ得とくした思いも湧わいた。

　もともとの見かけにくわえ、いまは鼻血は流すわ涙なみだは流すわ小便は漏らすわ、いいところなどひとつもない。

「ここはわたしが防ぐ！　おまえは逃にげよ！」女は叫さけんだ。キツイが、いい声だ。

「は、は、はいっ、でも、あなた一人で」ずるずると腰をひきずりながら剛士は言った。

「ええいっ、いらぬ心配を。いまのおまえになにができる！　誰たれかある！　この者を運んでやれっ！　腰が抜けているっ！」

　女剣士は怒ど鳴なった。

　剛士はあんぐりと口を開けた。女に怒鳴られたからではない。

　女の口から、犬歯とはとても思えぬほど長い牙きばが生はえていたのだ。

「承うけたまわった！」

　野太い声が響ひびき、力強い手に持ち上げられ、肩かたに載のせられた。その割りには目の位置が高くならない。

　牙の生えた女剣士が再び大男と激はげしく刃やいばを交わす。

　大男が剛士をにらみつけて叫んだ。

「逃にげるか、命いのち冥みよう加がな奴やつめ！　忘れぬぞ、オノデラ・ゴウシ！　貴き様さまの名と顔は忘れぬ！」

「うわっ、そ、そんな、忘れて、忘れてください！　お願いですから！」剛士は手をあわせて頼たのみこむ。

「ご安心めされよ。グラッサーは追ってはこれぬ」野太いが丁てい寧ねいな声で担かつぎ上げてくれた男が言った。

「吸きゆう血けつ族ぞくとはいえアーシュラ殿どのは黒こく陽よう護ご符ふを授さずけられた御おん方かた、陽光を浴びても剣けん技ぎにいささかの曇くもりもない！」

「は、はあ、それはどうも……ええええええっ」

　礼を言おうと見下ろした時、自分を運んでくれている者の正体に気づき、剛士は悲鳴を上げた。

　ずんぐりと突つき出した鼻面。

　上下に突き出た牙。

　一言で言えば、身長１メートル20センチほどしかないずんぐりむっくりの身体の上に、兜かぶとを被かぶったイノシシの頭が載のっていたのだ。

　あわてて目をそらす。

　はじめて、周囲の有様が目に入った。

　丘おかや森が点在する平原。

　天抜神社の境内けいだいとはあまりに違ちがいすぎる。

　そして、その大平原でぶつかり合う軍勢。

　向こうから、人間の兵士たちが槍やりや剣けんを手に前進してくる。

　手前に見えるのは……ファンタジーＲＰＧに登場しそうな魔ま物ものばかり。

　みな、逃にげ腰ごしになっている。

　しかし、そんなことはどうでもよかった。

　イノシシ頭の小男にずんずんと運ばれながら剛士は天を仰あおぎ、絶ぜつ叫きようした。

「ここはどこなんだぁぁぁ！」

　まさに魂たましいの悲鳴であった。そりゃそうだろう。神社の境内からいきなりこれでは叫びたくもなる。

　しかし、まだまだ甘あまいのであった。

　呆ぼう然ぜんと開かれた目が、太陽の姿をとらえたのである。

（太陽、太陽だ）

　目慣れた太陽の輝かがやきにすがろうとした。が、そうは問とん屋やが出しゆつ庫こ停てい止し処しよ分ぶん。

　太陽の脇わきに、もうひとつ小さな光が輝いていることに気づいてしまったのだ。

　わけがわからないどころではなかった。

　ここは地球ですらないのだ！

「あ、ああああ、ああああ、ふたつふたつ、太陽がふたつあるぅ」

　ショックが連続して頭が飽ほう和わ状じよう態たいに陥おちいった人間にふさわしい反応を剛士は示しめした。



　まことに情けなくも、失神してしまったのである。
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　大敗走に陥りかけた魔ま王おう軍ぐんは、突とつ如じよとして陣じん形けいを立て直した。

　本陣のそばで奇き怪かいな光がきらめいた直後に、である。

　いまだ圧おされてはいた。

　が、完全な崩ほう壊かいに陥ることは避さけられた。

　あの光が影えい響きようしたらしい。

　無む惨ざんな敗走に陥っていた重ゴーレム大隊が隊列を組み直し、突とつ撃げきしてきた槍そう兵へいたちの前に立ちはだかる。

　トゥラーン近この衛え重じゆう装そう騎き士し団だんも突撃の勢いを失い、損害が増加していた。

　ランバルト王国軍本営からも、その有様はみてとれる。

「むぅ……」王国大将軍カディウス公こう爵しやくが不快げな呻うめきを漏もららした。

　すでに齢よわい60をすぎた男だが、若い頃ころからの鍛たん錬れんと戦せん陣じんで過すごした日々のおかげで、いまだ堂々たる体たい躯くを誇ほこる偉い丈じよう夫ふ、一見するかぎり40代にしかみえない。本当の年ねん齢れいを教えるのは皺しわ深ぶかい頬ほおとぐっと張った顎あごの形にあわせて整ととのえられた純白の美び髭しだけである。先代王以来幾いく多たの戦場で凱がい歌かを挙あげて大いに功こうのあった名将であった。

「どうしました、カディウス」フェラール三世がたずねた。

　眼前の死し闘とうを忘れさせるほどおっとりとした声である。

「まことに不ふ面めん目ぼくながら、陛へい下か……」そこまで言いかけてカディウスは黙だまりこくった。

「うん、また、勝機を逃のがしてしまったようだね」

　フェラールは素直に認みとめた。

「マリウクス城じようまで軍を退ひくのにどれほどかかるかな」

　マリウクス城とは国王軍がセントールの野の重心域に築城した要よう塞さいの名であった。ランバルト東部国境防衛の中ちゆう核かくとされている。

「はっ、３時間ほどは」カディウスは声に悔くやしさをにじませている。

「うん」沈ちん痛つうな面おももちでフェラールはうなずいた。３時間と言えば、日にち没ぼつまでぎりぎりと言って良かった。

　夜になれば闇やみに生きる魔ま族ぞくの戦せん闘とう力りよくは強まる。

　護ご符ふを兵に備えさせているとはいえ、夜戦は避さけねばならなかった。星明かりや松明たいまつでは、夜間、動きの素早くなる魔物を見つけるだけでも一苦労であるからだ。たとえ負けなかったとしても、大損害を受けることになる。

　フェラールは苦く悩のうの決断をくだした。

「また、兵を苦しませただけ、ですか……しかし、しかたがありません。全軍に後こう退たいの命令を発してください」

「御ぎよ意いに、陛下。この次は必ず……」

「いいのです。わたしの力が至らなかったためでしょう。あなたが責任を感じることはありません。兵も、ですよ。誰だれも叱しかってはなりません。責せきはわたし一人が背せ負おうべきものです」

「へ、陛下」カディウスははらはらと落らく涙るいした。野戦で育った男だが、忠誠心厚い感かん激げき家かでもあるのだ。

「うん……ハートマン大博士をここに！」フェラールは王国学芸院長を呼んだ。この決戦で勝負をつけるために、魔族のあらゆる弱点を知るハートマン院長の知識が必要であったため、戦場へ同行を命じていたのだった。

「陛下、おそばに」ハートマンは一礼した。分ぶ厚あつい布ぬの地じを用いた灰はい色いろの貫かん頭とう衣いをまとった小こ柄がらな老人である。皺しわ深ぶかい顔、頭は剃そられている。フェラールが幼おさない頃ころは、専属の家庭教師だった。

「大博士、さきほどの光を見ましたか」フェラールがたずねた。

「はい、陛下」ハートマンのもぐもぐとくぐもった声。

「わたしは……」フェラールは愛をささやくような小声で言った。

「魔光ではないか、と思えたのだが」

「陛下、いかな陛下とはいえ、めったなことを」ハートマンはびくりと身体を震ふるわせ、あたりをはばかるように見回した。

「しかし、ほかに考えられるでしょうか」

「はい、確たしかに。さりながら……」

「うむ。以前に魔光が目もく撃げきされたのは……」

「陛下が御ご生せい誕たんあそばされる以前、30年前にございます。いまの魔王が出現したのはその後のこと。しかし」ハートマンは声をさらに落とした。

「魔光と魔王の出現を重ね合わせて考えるのは短たん絡らくに過ぎます。確かに、古記録にもそう述べておるものはございますが……なにより、大だい神しん官かんたちがそれを認めては……」

「わかっています」フェラールは儚はかなげにすら感じられる微び笑しようを浮うかべた。

「しかし、国王としては、最悪の可能性を考えねばなりません。おそらくあの光と共にこの世に属さぬ者が出現しているはず。魔王軍が陣じんを立て直した原げん因いんはそれ以外に考えられません」

「は、最悪の可能性としては」渋しぶ々しぶと同意するハートマン。

「果たして新たな魔王なのか……」憂うれいに横顔を曇くもらせるフェラール。しかし、形の良い唇くちびるには微笑を浮かべてもいた。

「しかし、興味はありますね。あれほどの敗勢を瞬またたく間まに立て直すだけの力量の持ち主です。さぞかし、魅み力りよくに富んだ人物なのでしょう……」

「御ぎよ意いにございます」ハートマンはうなずいた。

「しかし陛下、このことはみだりに語られませぬように。ことに大神官たちがそれを聞きつけたなら……」

「わかっています。しかしね」フェラールは微笑ほほえみを大きくした。

「わたしが恐おそれているのは大神官殿どのたちではないよ。わが妹君、シレイラです。ああ、また勝利を逃のがしたと知ったなら、都みやこで留る守すを申しつけたあの娘むすめをどれほど悲しませることか！」

　フェラールは実に辛つらそうであった。

　戦場には後退命令を告げるラッパが鳴り響ひびいていた。



　ラッパの音はグラッサーの鼓こ膜まくにも届とどいた。

「むぅっ、なんと」美しい女吸きゆう血けつ鬼きの剣けんを力ちから任まかせにはねかえし、うめく。

「いま少し、いま少しであったものを」

　負まけ惜おしみにすぎないことはグラッサーにもわかっていた。

　勝機は、すでに失われていたのだ。

「あのとき、あの小こ僧ぞうがあらわれねば、あのまま本ほん陣じんへ突つき入ったものを！」

「未練だぞ、グラッサー男だん爵しやく！」剣を低く構えたアーシュラが罵ののしった。悽せい愴そうな美しさに満ちた笑いを浮うかべてたずねる。

「貴き公こうさえ望むならば、このまま夜まで戦っても良いぞ」

「たわけたことを申すな！　吸血鬼ヴアンピレラと夜に争うほど愚おろかではないわ！」

　グラッサーは剣をおさめた。

「ええい、アーシュラ、今日きようのところはこれまでだ！　次は覚かく悟ごしておれ、あの小僧もな！　ガルス、マークス！　退ひくぞ！」

　グラッサーは背後で他の魔族と刃やいばを交えていた二人を呼び、起きあがって主人を見守っていた愛馬ガルーンにまたがると、逃にげ出した。勢いは目にもとまらぬほどだ。突とつ撃げきと同様、見事な引き際であった。

「まぁ、そうだろうな」敵将の後ろ姿を見送ったアーシュラは冗じよう談だんとも本気ともつかない独り言をつぶやくと、剣を鞘さやにおさめた。

　厳きびしい視し線せんを戦場に向ける。即そく座ざに状じよう況きようを見て取った。

　魔王軍各隊はあの白光によって力を与あたえられたかのように戦列を立て直した。場所によっては反はん撃げきに転じているものすらある。

　が、全体として勢いがない。すでに疲つかれ切っているのだ。

　いかに魔族の優位が夜にあるとはいえ、夜戦を挑いどむのは避さけたほうがよさそうだった。魔族は昼に力を用いれば、夜とは比ひ較かくにならぬほど消しよう耗もうしてしまう。

「敗走は避けられたが……追つい撃げきは無理か」

　身体からだが重かった。吸血族秘ひ伝でんの、黒陽護符を族ぞく長ちようから授けられた身とはいえ、グラッサーとの対決が彼女を消耗させていた。

　煽あおってはみたものの、口だけのことだった。グラッサーは夜に斬きり結んでも返り討うちにあいかねない強敵なのだ。

「しかし……」氷に彫ほられたような美び貌ぼうが微かすかに歪ゆがんだ。

「あの者……魔ま王おう陛へい下かは必ず救え、との仰おおせであったが……あのような男をどうして？　わからぬな……」

　アーシュラは戦場とは思えぬ優ゆう雅がな足運びで本営へ戻もどった。

　イノシシ頭──ゴブリンが本営から顔をだし、笑いかけた。いかつい、というより、怖こわい顔いっぱいに笑いが浮かんでいた。目には、彼女の無事を喜ぶ気持ちが素直にあらわれている。

「アーシュラ筆ひつ頭とう参さん謀ぼう殿どの！　ご無事でなにより」

「クォルン様」アーシュラはきちんと背筋を伸のばし、高貴な者に対する礼をおこなった。クォルンはゴブリン族の長おさである。前回の戦いくさで軽けい傷しようを負ったため、今日は本ほん陣じんで控ひかえていたのだ。

「まさか、あなた様のお手を煩わずらわせることになろうとは、思いもせず……」

「なにほどのことがある」クォルンは爽さわやかな笑いでこたえる。「貴女あなたにくだされた魔王陛下の御ご命めい令れいを耳にしては、続かずにはおられなんだ。貴女一人に傷を負われでもしたなら、父君アルカード殿になんと詫わびてよいものかわからぬ」

「有り難きお言葉。が、父のことは申されますな」アーシュラの表情から険けわしさが失うせた。その美しさに不ふ似に合あいなほど素直な微び笑しようが浮うかんでいた。

「父の娘むすめであることを思い出すと、心が鈍にぶりまする」

「いや、失敬」クォルンは笑った。１７０年ほど前、アーシュラがまだ幼い頃からの付き合い、親しん戚せきのおじさんのような立場なのである。アーシュラもそのことを忘れてはいない。かつてはせがんでクォルンの肩かたに担かついでもらったこともある。あの男のように……

「そう言えば、あの者は」アーシュラはたずねた。

「のびておるよ」クォルンは牙きばを右側だけ突つき上げた。苦く笑しようしているのだ。

「まぁ、いきなりでは無理もないかの」

「いきなり？」アーシュラは不ふ審しん気げにたずねた。吸血鬼としてはまだまだお年頃の１７８歳さい。魔王の軍にくわわって20年。この世について知らないことはいくらでもある。

「これ以上は申せぬ」クォルンは済すまなそうに首を振ふった。「貴女が知るべきだと思われれば、陛下からお言葉があるじゃろう」

　アーシュラは不満を押おし隠かくして一礼し、本営に戻もどった。

　溜ため息いきをつきたくなる。

　筆頭参謀としてこなさねばならない仕事が山のようにあるからだった。

　まずは魔王に拝はい謁えつ、事の次し第だいを報ほう告こくし……そのあとで軍をまとめ、魔ま都とワルキュラへ速すみやかに移い動どうさせ、休養させねばならないのだ。戦場で小便を漏もらすような小男にかまけている暇ひまはない。

　まったくその通り。大賛成。ブラボー！

　しかし困こまったことは、その小便たれの小男こそがこの物語の主人公なのであった。言うなれば、クールでビューティなヴァンピレラ、アーシュラちゃんの苦労の日々は、この決戦の日をもってその嚆こう矢しとするのである。
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　　　　１



　などとまぁ、いささかシブイ場面ののち、数時間をすっとばし、魔ま都とワルキュラである。

　東にセントールの野、西には斜しや面めんにおっそろしい顔が彫ほりつけてありそうなトデスカイ大山脈、北は魔物だらけ（といってもここは魔族の国だが）のゴルヒール大森林地帯、南はといえば、魚はもちろん、背中に何本も銛もりを突つきたてられた巨きよ大だいなクジラが日夜巨大な烏い賊かや怪あやしい船長に率いられた捕ほ鯨げい船せんと激げき闘とうを繰くり広げている大魔海がひろがっている。

　ワルキュラそのものは、大都会と言えるだろう。

　人口（で、いいのか？）は三〇〇万を超こえるし、街まちの真ん中に、いかにもという、やたらと尖せん塔とうを突つきたてた大きな城しろがある。どれだけ陽ひがあたっても、なぜかシルエットでしか見えない城だ。見つめるたびにどこからかオオッーッなんて男声合がつ唱しようのＢＧＭまで流れてきたりもする。魔王城と呼よばれている。

　市し街がいのつくりはまぁ、日本の大都市とたいして違ちがわない。たくさんの魔族が集まった……つまり多民族国家である魔王の地をうまくまとめてゆくために必要な官かん庁ちようが集まった魔界版霞かすヶみが関せき、様さま々ざまな店が並ならぶ商業地区、色々な道具を生産する工業地区もある。あ、そう、大人おとなになってから出かけましょうね、というお店が集まった場所もきちんと存そん在ざいしてます。

　庭付き一戸建だて、マンション（だと思われる立りつ派ぱな建物）、アパート（じゃないかなって感じの木造二階建て）、コンビニ（みたいな店）や、ファーストフード（っぽい店）が立ち並んだ住じゆう宅たく街がいだってちゃんとある。

　驚おどろいてしまうのは、種族ごとに分かれて住んではいないことだ。

　もともとお互たがいの見かけや能力が違いすぎるため、魔族は外見や種族の差をあまり意識しない。

　無む駄だな競争意識もない。ごちゃごちゃと入り混じっていても、あいつらより俺おれたちの方が優れている、なんて気分にはならず、平気に仲良く暮くらしている。地球でよくある根こん拠きよなんぞかけらもない差別なんてものはありえないわけだ。キリンを差別する象はいないし、チンパンジーだけを苛いじめるライオンなんてものはいないのと同じ、と思って貰もらえればいい。

　もちろん、あいつの顔が気に入らない、という個人レベルの好き嫌きらいは別だ。

　で、魔王城。

　この常にシルエット＋ＢＧＭで描びよう写しやされる城にノビたままの小お野の寺でら剛ごう士しは運び込まれていた。



　宙に浮ういた不思議な光が柔やわらかく照らし出すそこそこ広い……まぁ、一六畳じよう程てい度どの部へ屋や。小野寺剛士はそこに寝ねかされていた。

　ベッドではなく、布団ふとんに、である。

　別におかしくはない。床ゆかには畳たたみが敷しかれているのだから。雰ふん囲い気きからして石の壁かべなんかが剥むきだしになっていてもいいのだが、きちんと明るい色の壁紙が張られている。

　窓まどらしき場所には障しよう子じまではめられていた。

　それなりの日本間なのだ。

　静せい謐ひつである。

　その静謐さをわずかに乱みだしているのは、剛士の微かすかな寝息と、小さな話声だけであった。

　すー（これは寝息）。

「……そこまではわかりませんわ……」

　すー。

「適任かどうかも……」

　すー。

「……これ以上続けても……」

　すー、んぐぐ。

　寝息が乱れ、同時に声もやんだ。

「うーん」

　呻うめき声が漏もれた。

　剛士が目を覚ましたのだ。

　ぼんやりと天てん井じよう板いたを見つめている。

　微かすかな鈴すずの音ね。

　決して耳みみ障ざわりではない、優しい響ひびき。

　そうしているうちに再ふたたび眠ねむ気けがぶり返し、瞼まぶたが落ち始めて……

　……

「うわぁ」

　跳はね起きた。気を失うまで、自分がどんな経験をしていたか、記き憶おくがフラッシュバックを起こしたのだ。

　天あま抜ぬけ神社の境内けいだい。

　御ご神しん木ぼくに投げつけられて……

　白光。

　グラッサーに殺されかけ、

　牙きばを生はやした超ちよう絶ぜつ美女に救われ……

　イノシシ頭の親切なおじさんが担かついでくれて……

　魔ま物ものと人間が大決戦をしていた戦場。

　太陽が二つ。

　これはカタカナの名前がついた文庫のファンタジーによくある異世界への転移ジヤンプだな、なんて納なつ得とくを剛士はしない。普ふ段だん、いらない知ち恵えをつけるために岩○文庫や講○社学芸文庫と趣しゆ味みと股こ間かんの滾たぎりを満たすのに不可欠なフ○○ス書院文庫ばかり読んでいるからである（二次元でドリームしちゃったりするのはあまり好みではない）。

　よしんば、異い世せ界かい転てん移いなどと思ったとしても、簡かん単たんに気分は落ち着かなかっただろう。人間というのは習慣の動物で、旅慣れた人でもなければ隣となり町まちに出かけただけでまごつくものだ。牙きばを生やした美女だの親切なイノシシ頭だのといきなりでくわして落ち着けるはずがない。おまけに、放り出された場所は大決戦のただなかだった。

「いったいここは……」

　頭が猛もう烈れつに痛んだ。鼻血はもちろん、腰こしの痛みも消えており、さらに不思議なことには、飯いい田だに殴なぐられて切れたはずの口こう腔こうもいつもどおりだった。舌先で探っているうちに奇き妙みようなことに気づいた。歯は磨みがきをサボったおかげでカルデラ火山のように削けずれてしまった奥おく歯ばも元通りなのだ。

　どうやら、身体からだのあちこちで調子の悪かった部分がすべて治っているらしい。誰だれが洗ってくれたのか知らないが、身体中、きれいになってもいた。

　ただし、頭痛は消えない。色々な考えがぐるぐると巡り、再び布団ふとんに潜もぐり込んで丸くなりたいという欲望が突つき上げてきた。

　逃とう避ひしなかったのは優やさしい声が語りかけてきたおかげである。

「お目覚めになりましたか」

「はい？」

　剛士はあわてて周囲を見回した。すうっ、と頭痛が消えてゆく。

　部へ屋やの隅すみに、人が正せい座ざしていることに初めて気づく。いままで気配も感じなかったのだ。

　布団をはねのけ、相手に向けて正座した。挨あい拶さつはきちんとなさい、これまた両親の教えだった。

「え、えとはじめま……うわっ、あれっ」

　自分が裸はだかであることに気づいた。はねのけたばかりの布団を引き寄せ、あわてて下半身を隠かくした（そのうち手術を受けたいな、と思っていた股間のアレが、手術の必要がない状態に治されていたことには気づかなかった）。

「お召めし物ものはお布団のそばにございます」

　優しい声が教えてくれた。

「えっ、あ、あ、はい」

　見ると、布団のそばに、きちんと畳たたまれた学生服や下着が置かれてある。身体と同じように、新品同様になっていた。学生カバンと教科書も同じだった。

　布団で隠かくしたままトランクスをはき、シャツを着た。学生服も身につける。

　ようやく気分が落ち着き、布団を出て、正座した。

「で、あの……」

　と言いかけた時、それまで陰かげになっていた相手の姿がはっきりした。

「え、あ……」

　声が出ない。

　なんつーか、ものすごい衝しよう撃げきを受けていたのである。

　見慣れてはいるが見覚えはないその姿すがたに。

　部屋の隅で正座していたのは、ブレザー、シャツ、ネクタイにチェックのスカート、んでもって校章のワンポイント入りのハイソックスという天抜高校指定女子制服を着た少女であった。



    

  
    
      　つーても最近ありがちな、スカート丈たけ膝ひざ上うえ15センチ、むっちり太ふと股ももほりだして、歩くたんびに下着が顔をのぞかせフェロモン全開という感じではない。

　校則どおりにきっちりかっちり、くりっとした膝小こ僧ぞうのあたりまでスカートに覆おおわれている。おかげで、長い脚を折って正座していても、剛士君にその奥おくにある秘ひ密みつの世界は見えないのであった。残念。

　いやいや、そうじゃなくて。

　問題なのはその、縁えんはないが見み慣なれた制せい服ふくに包まれたもの、ってなんか嫌いやらしいな、えーと、着込んでいた本人であった。

　すんなりと伸びた手足。

　制服の胸を柔やわらかく盛もりあがらせる二つの乳ち房ぶさ。

　ブレザーを羽は織おってすら、胴どうが小気味よくくびれていることは隠かくしようもない。

　胸に負けぬほど優しげに張はっていながら、形良い曲線をみせている腰こし。

　そんなすべてが、内側から光を発しているかのように明るく柔らかい乳にゆう白はく色しよくの肌はだに包まれている（あ、そこの君、服を着ているのに良くわかるな、なんて言ってはいけない）。

　他のすべても素す晴ばらしい。

　つっ、と艶つややかに背のあたりまでのびた髪かみはしっとりとした光こう沢たくのある浅あさ黄ぎ色いろ。

　高い額ひたい。

　きれいで控ひかえめな曲線を描えがくほっそりとした眉まゆ。

　目を甘あまく縁ふち取どる長すぎず、短すぎずの睫まつ毛げ。

　優しい光をたたえ、朝あさ靄もやに煙けむる神秘の湖みずうみのようにひっそりと据すえられている清らかな藍あい色の瞳ひとみ。

　凄すご腕うでの彫ちよう刻こく家かが全神経を注そそいだように自然な高さで盛り上がった鼻。

　口くち紅べにはおろかリップクリームですら不必要だろうと確信させるふっくらとした花びらのような朱しゆ唇しんとそこに湛たたえられた甘い微び笑しよう。

　微び妙みようなカーブの卵形を描いた顔の輪りん郭かく。

　もう、アレなのであった。現実とは思えないのだった。なんかもう嫌になってくるほどの美少女なのであった。いやまぁ、デフォルトで髪が浅黄色なんて人間がいるわけないから当然なのであるが、ともかく剛士は前ぜん頭とう葉ようどころか古こ皮ひ質しつのあたりまでずんずんと抉えぐられ、思考が麻ま痺ひしてしまったのである。情けないといえば情けないが、もともと異い性せいというものにあまり縁がない彼であるから、ま、そこんところは理解してあげねばならない、と思うのであります。

　しかし、小便たれとはいえ彼も主人公である。眼前で優しく甘い微笑ほほえみを湛えてみつめる美少女に思いっきり圧あつ倒とうされながら、なんとか言葉を発した。

「えと、あの、あなたは何年何組の」

　…………やはりバカなのでしょうか、この人は。彼女のように、フルスペックでハイエンドでウルトラスーパーな美少女が天抜高校に実在していたら、今いま頃ごろ、生きた観光名所になって天抜市は大発展を遂とげているでしょうが。

　こんな美少女は天抜市に実在しない。

　いや、地球上にも、だ。

　が、謎なぞの美少女はあくまでも優しい。舌したや喉のどではなく、胸の奥おくから脳へダイレクトにささやきかけてくる、鈴すずの音ねを思わせる声で剛士に尋たずねた。

「あら、そんなに似に合あっておりますか？」

　腕うでを拡ひろげ、うれしそうに身を包む制服に目をやる。

「ええ、ええ、そりゃもう、あああの」剛士の額には汗あせが噴ふき出している。しずくとなって目め尻じりに流れ込んだ一いつ滴てきが染しみ、涙なみだが湧わく。

「ま」美少女はすっと立ち上がった。

　ちろり、と澄すんだ音が微かすかに響ひびく。

　鈴の音だ。

　腰こしの脇わきから小さな小さな鈴が下がっている。それだけが、完かん璧ぺきに校則どおりの装よそおいに反していた。

　美少女は剛士の前で膝ひざを突つき、ブレザーのポケットから取り出したハンカチで汗をぬぐった。彼の狼ろう狽ばいに気づいていないはずはないのに、ただ純じゆん粋すいな気き遣づかいだけを示しめしている。彼女の腕が動くたび、嗅きゆう覚かくではない部分が感じ取った香かおりが剛士の脳を痺しびれさせ、時に肌はだを直接くすぐる甘あまく暖かい息が彼の全身を酔よわせた。

「いや、え、あの、あ、どうも、と、ところで」

　生しよう涯がい初めての幸運に大混乱の剛士はまじめな疑問からとんでもない18禁きん妄もう想そうにいたる合計６３２個のイメージが同時にダウンロードされた脳へ懸けん命めいにコマンドし、なんとか質しつ問もんらしき言葉を発した。

「スフィアともうします」

　先回りして美少女はこたえた。剛士の間ま近ぢか、膝をつき合わせるような場所に座って彼を見つめている。両手は、彼の汗でしめったハンカチをほっそりとした指でしっかりと握にぎっていた。くぅっー。

　もちろんそんな素す晴ばらしい眺ながめには気づかない剛士君である。あいかわらず脳に疑問と妄想をマルチタスクで処理させながら状じよう況きようをつかもうとした。どんな行動をおこすにしろ、周囲でなにが起きているのか知ることが一番重要だと信じているからだ。うん、この辺は偉えらいかもしれない。

「え、あの、僕は……」剛士は自じ己こ紹しよう介かいしかけた。

「剛士様、小野寺剛士様ですね」スフィアはにっこりとした。

「あ、はい、そうです」えー、なんで？　なんで知ってんの？　新たな疑問がばんとわき起こり、脳で処しよ理りされていた妄想のうち４９３個が同時にフリーズする。

　しかし、混乱はそこまで。気分が落ち着いてきたことも自覚する。スフィアの声と微び笑しようは、そんな、不思議な効果があった。

「いろいろと疑問をお持ちでしょうね。当然だと思いますわ」スフィアは剛士を見つめたまま続けた。17歳ぐらい……という見かけの年ねん齢れいをはるかに超える大人おとなっぽさを感じさせる言葉だった。

「ですが、ご質問をなさる前に、まず、我われらが主あるじにお会いくださいませ」

「スフィアさんの……」

「スフィア、で結構です。わたくしは、剛士様の」

「同級生、じゃないよね」

「これは趣しゆ味みです」スフィアは言った。「剛士様をお迎むかえするにはこのような服が良いだろうと思いまして……やはり、さきほどのお言葉はご冗じよう談だんかしら。似合っておりませんか？」

「いいえいいいえいえいえ」剛士はあわあわと首を横に振ふった。「え、えとあなたみたいに……」

「スフィア」美少女はたしなめるように自分の名を繰くり返した。「呼び捨てになさってください」

「その、スフィアほど似合っている女子は見たことがありません、本当。本当です」

　スフィアはにっこりとした。心を暖かくしてくれる笑顔だ。

「良かった」うれしそうに胸の前で手を組み合わせる。「わたくしは剛士様専属のお世話役……そうですね、医師兼カウンセラー兼メイドのような者です。どうか、なんでもお申し付けください」

「はぁ、それは……はい」

　剛士はうなずいてしまう。いきなり違ちがう環かん境きように放り込まれて困るのは、身体からだと心が新しい環境に慣れるのに時間が必要なことだ。医師兼カウンセラーというのは実に、筋がとおっている。ただし、女子高生ルックの自じ称しようメイドさんつーのはその、なんというか。あははははははは。

「よろしければ、陛へい下かのもとへご案内いたします」スフィアは立ち上がった。ちろり、と鈴すずが鳴る。

　つられて立ち上がりながら剛士は質問した。

「あの、その鈴……」

「はい？」

　スフィアはくるりと振り向き、小首をかしげた。た、たまらん。もちろん剛士も同意見である。鈴……いや、鈴の音ねについて抱いだきかけた疑問は吹ふき飛んでしまった。

「どうなさいまして？」あくまでも純じゆ真んし無んむ垢くな様子のスフィア。妄もう想そうを抱くことを恥はじてしまいたくなるほどの清純さである。

「いや、あの」

　剛士は再び汗をかきながらごまかした。

「あの……陛下って」

「我らが魔ま族ぞくの長おさ、魔王陛下にございます」

「ま、魔王？」

「はい。陛下は、本日の戦いは剛士様のおかげで敗北せずに済すんだと仰おおせられ、心から感謝しておられます」

「ま、魔王が僕に感謝って」剛士は部へ屋やを見回した。

　ちょっと殺風景ではあるが紛まぎれもない日本間。しかしそれは見かけだけなのだ。

「つ、つまり、ここは」

　こくんとスフィアはうなずいた。

「魔族の都みやこ、ワルキュラ、その中心部にございます大魔城、さらにその中心、魔王宮きゆう殿でんの一室です」

「はいぃ？」

　剛士はあんぐりと口を開けた。

　ま、無理もない。ＲＰＧで言えば、50時間か１００時間かゲーム機を点つけっぱなしにして学校をサボってプレイし続けた末に入り込める場所へ、いきなり連れこまれてしまったのだ。おまけに同級生風ブレザーああたまらん美少女はラスボスのところへ案内してくれるつもりらしい。

「こちらです」

　廊ろう下かに出ると、スフィアは先に立って歩きだした。

　剛士はきょろきょろとまわりを見回しながら後に続く。

　ちょっと、拍ひよう子し抜ぬけした。

　廊下はさすがに黒々とした石いし壁かべがむきだしになっている。

　が、薄うす暗ぐらくも湿しめっぽくもない。

　照明は松明たいまつやランプなどではなく、部屋を照らしていたのと同じ、柔やわらかな宙に浮ういた光だった。湿しつ度どもちょうどいい。温度も過ごしやすい。

「どうかなさいましたか？」スフィアが振ふり向きもせずに訊きいてきた。

「いや……ちょっと……」

「魔族の本ほん拠きよらしくありませんか？」スフィアの声は笑いを含ふくんでいた。

「なんかその、勝手な思いこみで申し訳ないんですが」

「陛下のお好みなのです。それに、松明などより、大気と水と地の精せい霊れいさんたちにお願いして、心地よい環境にしていただいた方が、魔族も過ごしやすいのです」

「はぁ」

　と、間まの抜ぬけた返事をした途と端たん、宙に浮いた光の一つがすっと動き、剛士のまわりをぐるぐると踊おどるように回った。

　他の光も集まってくる。

　あっという間ににぎやかな光の舞ぶ踏とう会かいになった。

「あらあら」スフィアが手を口に当てた。

「精霊さんは剛士様を気に入ったのですね」

「それは……えーと、どうも」

　剛士は舞まい踊おどる光の群むれに頭をさげた。根こん性じようはねじ曲がっているが、その分、好意を示してくれた相手にはきちんとお返しをしなければならないと思っているからだ。理由は特にない。そういう性せい格かくに生まれついているのである。

　光のダンスはぽぉっと赤くなり、ぱっ、と散って元に戻もどった。くすくすという笑い声が聞こえたような気がした。

　５分ほど歩くと、高さが10メートルはありそうな、大きな扉とびらに突つき当たる。

　スフィアが振り返った。

「魔王陛下はこちらの謁えつ見けん室しつでお待ちです」

　こくり、剛士は唾つばを飲み込んだ。喉のどがカラカラに渇かわいていた。

　腰こしが引ける。

　太ふと股ももが痙けい攣れんした。

　魔王。どんな奴やつなのだろうか。

　やっぱ、アレか？　頭が山や羊ぎだったりしっぽが毒どく蛇じやだったりするのか？

　でもあれはキリスト教徒（またはキリスト者）の想像だしなぁ。

　ともかく、普ふ通つうじゃないんだろうな。

　でもって、ははは、良く来てくれたな異界の若人わこうどよ、なんつって話しかけてきたりして。

「よろしいですか、剛士様？」

　スフィアが微笑ほほえんでいた。

「ご心配には及およびません。陛へい下かは……そうですね、とても親しみの抱いだける方です。魔族すべての敬愛を一身に浴びておられます」

　ノックをし、扉をあけた。

　スフィアの細い腕うでではとても開きそうにないと思えたが、なんの抵てい抗こうもなしに開く。

「失礼します、陛下。小野寺剛士様をお連れいたしました」

　剛士へうなずいた。仕方なく、剛士は謁見室へ脚あしを踏ふみ入れる。

「お、小野寺です、失礼します」

　声をかけて中に入った。

　そこで、再び硬こう直ちよくし、目を丸くしてしまった。

　謁見室の内ない装そうは、なんと言うべきか、アレだったのである。

　一見する限り、いかにもヨーロッパ風ふうのつくりだ。赤あか絨じゆう毯たんが敷しかれ、奥おくには大きな玉ぎよく座ざがある。どわーんとファンタジー。

　が、その他の内装が異い常じようだった。

　たとえば、壁かべには大きな絵がかけられているのだが、それがすべて……剛士には見慣れた、というか、あまりにも場ば違ちがいに思えるものだったのだ。

　とんでもなく目の大きなピンク色の服をきた女の子の肖しよう像ぞう画がや、胸とお尻しりをきゅんと突き出して右手の人差し指を立ててウィンクしている女の子。

　要するに、アニメやマンガ風美少女の絵ばかりなのだ。

　そのすべてが、ルネッサンス風の写実的なタッチで描えがかれていた。

　おまけに……

「ぶぅーん、敵てつ機き直ちよく上じよう、急降下ぁぁぁ！」

　舌足らずなアブない声と共に、とたたたっ、と小さな人影が全速力で突っ込んできた！

　剛士は避よける暇ひまもなかった。

　人影はぶつかる直前でパッと飛び上がり、両りよう腕うでで剛士の首ったまにかじりついた。

　予想した痛みはなかった。とん、と弱い衝しよう撃げきが生じただけである。

「うわっ」

　あわてて引きはがそうとして手を伸のばすと、ふにゃっと柔やわらかい。

「痛い、お兄にいちゃん、痛いよぉ」

　抗こう議ぎの甘あまえた声が耳を襲おそった。

　見上げているのは、ぱっちりとした瑠る璃り色いろの瞳ひとみ。べそをかいている。

「痛いってばぁ！」

「ああああ、ごめんごめん」

　剛士はあわてて手を離はなした。同時に、首に回されていた細い腕が離れる。

　彼を見上げていたのは、10歳ほどと思われる少女つーか幼よう女じよつーかまぁ表現はお好み次し第だいでどうぞという女の子であった。まん丸な目にふっくらした薔ば薇ら色の頬ほお、ボーイッシュに整ととのえられた燃もえるような赤毛。身体からだの線は子こ鹿じかのよう。上うわ着ぎはミ○ハウスかなぁと思われるブランド物のトレーナー。下はこれまたボーイッシュな半ズボン。膝ひざ小こ僧ぞうには絆ばん創そう膏こう。

「もーっ、ボク、びっくりさせようとしただけなのにぃ」

　ま、幼女つーところでどうでしょうかという女の子はちっちゃな唇くちびるをつんと尖とがらせて剛士を睨にらんだ。

　よくみると、人間でないことがわかった。耳はとんがっているし、唇の端はしからかわいい牙きばものぞいている。やはりここは異世界で、ここがラスボスの本ほん拠きよであることを思い切り納得させてくれるのであった。妙みような絵画の数々はともかくとして。



    

  
    
      「いやあの、いきなりだったから心の準備が」って、なんか性別を間違ってるようなセリフで剛士は懸けん命めいに謝あやまった。子供にべそをかかせてしまったことについて、素直に罪悪感を覚えているのである。子供好きとかロリコンとかいう以前の問題、そういう性格なのだ。御両親の教育のおかげであろう。

「いきなりじゃなかったらびっくりさせられないよぉ」幼女はぷんすかと反はん論ろんした。

「確かにそれは」剛士は同意する。「でも、驚おどろいたから手に思わず力が入ってしまったわけで……」

「本気で謝ってるの？　もしかして責せき任にん逃のがれにはしってない？」幼女は睨んだ。

「本当、本当です。この通り」痛いところを衝かれ、剛士は年下の子へ下した手てに出まくった。本気で悪いことをしたと思っているので、自尊心とは関係がない。いやむしろ、自尊心を持っているからこそ謝り続けている。

「うーん」幼女は腕うで組ぐみをする。こくん、とうなずき、パッと顔を輝かせた。

「じゃ、許したげる！　怖こわい匂においもしないし！　おにいちゃん！」

　再びジャンプ。たん、と剛士に抱だきつく。

　今度はしっかりと抱き留とめてやり、ほっとした剛士だが、同時に、あっ、と思う。

　この部へ屋やにやってきた目的って、なんだっけ？

　おそるおそるたずねた。

「あの……もしかして、あなたが魔王様」

「違うよぉ」幼女はぐいぐいと身体を押おしつけながら抗議した。「ボクはリア。おにいちゃんは？」

「剛士。小野寺剛士。魔王様に呼ばれてきたんだ」

「剛士にいちゃんね。うん。すぐあわせたげる！」幼女の気まぐれさそのままに、リアは蹴け飛とばすような勢いで剛士から離はなれ、大声をあげた。

「へいか、へーいーかー！　お客様、お客様！」

「おー」

　正面にある玉座、ではなく、部屋の隅すみにあるなんか微び妙みような異い臭しゆうの漂ただよう一角から寝ねぼけた声の返事があった。

　人ひと影かげがあらわれる。

　ついに魔王様登場か？

「おお、んっ、ああ！　目が覚めたかい？　良く寝れた？」

　妙にキンキンしたら抜ぬき言葉を口にした男は、小走りで剛士のほうへやってきた。

　確かに普ふ通つうの見かけではない。

　鏡のように磨みがき上げられた床ゆかが、おそらく９８０円（税別）のちびたサンダルによってぺたぺたと叩たたかれる音が響ひびいた。

　上はよれた無地のトレーナー。

　下はノーブランドのジーンズ。

　眼鏡めがねは手て脂あぶらで曇くもっている。

　不健康に感ずるぐらいの痩そう身しんだった。

「え、はい……あの、あなたが……」剛士はおずおずとたずねた。

「うん、そう」

　20歳ほどに見える男はうなずいた。

「僕ぼくが魔ま王おうの田た中なかです。おたく、アニメ好き？」



　　　　２



　無地トレーナーにノーブランドジーンズ、つまりアニメやコミックや美少女フィギュアなんかで人生を踏ふみ外した典型的な大きなお友達ファッションの田中さん……というか魔王陛へい下かは剛士をこっちこっちと招まねき、謁えつ見けん室しつの一角に設けられた畳たた敷みじきの上にあがりこんだ。

　畳敷きの中心には当然のようにコタツが置かれており、脇わきにはテレビやゲーム機があった。

　周囲はまさに魔界だ。薄うすい割りに値段の高い親には見せられない同人誌、主に南極に生息している空を飛べない鳥類の名がついたＨなおねえさんの絵が表紙のコミック雑誌やその同類が層をなして積み上げられている。

　田中魔王陛下はぺたぺたとあぶらっぱい座ざ布ぶ団とんにでんと腰こしを下ろす。

　上かみ座ざとか玉ぎよく座ざというより、その周囲がもっとも混こん沌とんとしているかららしい。エロ本からゲーム機コントローラー、テレビのリモコン、ティッシュの箱にいたるまで、すべて手の届とどく位置になっている。おそらく、日常における経験の積み重ねと天性の才能がそのような配置をつくりあげたのだろう。

　リアは当然のように彼女的定位置……つまり、魔王陛下の膝ひざにあがりこんだ。ある種の人にとっては夢ゆめのような現実である。つまりその他大勢にとっては犯はん罪ざいに等しい眺ながめ。剛士も後者に賛成したくなった。彼はそっち系について、けっこう普ふ通つうの趣しゆ味みしか持たない人なのである。

　それが表情にでてしまったのかもしれない。田中魔王陛下はすばやく言った。

「あ、言っておくけど、リアは人間じゃない。サタニアン、悪あく魔まみたいなもんだよ。年ねん齢れいも見かけと違う。68だ。ねー」

　と、やはりアブないとしか思えない態度でリアにうなずく。

「うん、ボクろくじゅうはちぃ」あくまでもうれしそうなリアである。

「ほら、小野寺君もそっちに座って。スフィア、きれいな座布団そっちにあるよ」

　と、謁見室というよりは下宿に友達とその彼女を招まねいたオタク大学生のような魔王陛下であった。

「座って座って。なんか飲むでしょ」

　田中魔王陛下はコタツの脇わきにおいてあったペットボトルを持ち、洗わぬまま使い続けたため曇りきっているコップに黒い液体を注つぎ、剛士に手て渡わたした。

「スフィアは？」

「結構です」ほがらかだが、頑がんとした返事。そりゃそうですねと剛士は思った。

　田中魔王陛下は別の汚よごれきったコップに黒い液体をいっぱいに注ぐ。リアがすばやく手をのばし、んくんくと喉のどを鳴らして飲んだ。

　剛士は思わず心配になった。いかに悪魔っ子幼よう女じよ（68）とはいえ、彼女の感性は致ち命めい的てきなほど魔王陛下の悪あく影えい響きようを受けているんじゃないだろうか。

　そんな気持ちも知らぬげに、魔王陛下は歓かん待たいの準備を進めた。コンビニの袋ふくろからポテトチップスの袋を取り出し、バリバリと開いてコタツの真ん中に置いたのである。

　剛士は仕方なくコタツの対面に座った。しかれっぱなしの座布団は湿しめっている。背はい後ごで、スフィアがコタツからなるべく距きよ離りをとって座ったのがわかった。

「いやあ、ここだと話の通じる相手がいなくてさぁ」田中大魔王はリアから受け取ったコップから黒い液体を飲み、ポテチをバリバリと食べて指をなめた。

　剛士もあわてて汚いコップに口を付けた。気の抜ぬけたぬるいコーラそのものだった。

「誰だれもアニメみてないんだもん。いろいろ頼たのんで向こうから取り寄せたり、絵とか描かいてもらったけどさ、なんか趣味が違うんだ。実は魔女っ子物のファンだって言ったら、アニメやマンガじゃなくて本物がきちゃうし」

「ボク、悪魔っ子だよ」コタツの上に置かれていた奇き妙みような形のステッキを振ふり回しながらリアが抗こう議ぎした。

「あ、そうそう、ごめん。ともかく、ここ、ブラントラントは変わった世界だから」

「あの……」そりゃそうでしょと内心で突つっ込みを入れつつも剛士はこわごわたずねた。なにしろ一応は魔王が相手である。

「あ、そうね」田中魔王陛下は心しん底そこ悪かった、という顔になった。

「小野寺君はこっちに来たばかりだもんね。どう？　びっくりした？」

「それは」

　あたりまえでしょう。うん。

「だよねぇ。でさ、少年がいきなりモ◯ル◯ーツに乗って戦うみたいなもんだからねえ」

「あの、陛下」

「あ、田中でいいよ。田中和かず夫お。最近だとみんな陛下、陛下でさ」

「だって、へいかだもん」とリア。

「うんうん」田中魔王陛下はリアの頭を撫なでた。「えーと、なんの話だっけ」

「あの……」

「ああ、だからね。もちろん、わははは良く来たな異界の者よ、儂わしこそは魔王、今日きようこそは決着をつけてくれる、ってできないこともないんだけど。面めん倒どうでしょ。ヒロイック・ファンタジーって、あんまり好きじゃないんだ。ド○○エも途と中ちゆうでやめたし。やっぱねえ、王道はモビ◯スー◯でしょ。ゲ○○グとか。マ◯◯イでもいいけど」

「それはまぁ、はい」剛士は前半部分……「面倒でしょ」までは素直に同意した。

　が、疑問はさらに強まってはいる。

　その後がさっぱりわからないからだ。田中魔王陛下は剛士のひとまわり上の世代が熱ねつ狂きようしたアニメをやたらと喩たとえに使っているのだが、特にアニメに詳くわしいわけではない剛士にはなにがなんだかわからない。そりゃガ○○ムやド○○エぐらいは知っているが、入り込んだ喩えになると見当もつかない。

　もちろん、もっともわからないのは、なぜ自分がこんな場所に来てしまったかだ。

「それで、あの、僕はいったいどうしてここに。というより、ここどこなんですか」思い切って剛士はたずねた。

「その前にちょっと教えてよ」田中魔王陛下はたずねた。リアはＨな本を読み始めている。見かけからするとイカンのだが、実は68歳なので問題はないのだろう。

「君、いつの人？　時代だよ」

「時代って」剛士は目を白黒させた。

「大事なことなんだ。教えてくれない？」田中魔王陛下はあくまでもまじめだ。

「剛士様があちらで過ごしていた日付です」ただ一人、オタクな空気に呑のまれていないスフィアが教えてくれた。

「平へい成せい１×……です」魔王陛下の質問、その真意がわからぬまま剛士はこたえた。すくなくとも彼は自分をきちんと（彼なりのきちんと、であるけれど）扱あつかってくれている。答えなければ悪いような気がしたのだ。

「平成？」魔王陛下は眉まゆを寄せた。わからない様子だ。

「それいつ？　西せい暦れきだと何年？」

「２００×年です」

「21世紀の人なの？　へーえ」田中魔王陛下は驚おどろいていた。「年号もかわったのかぁ。ね、１９９９年ってどうだった？　なんかもの凄すごいことあった？」

「小学生でしたけど、別にこれといって……」

「そーかぁ」田中はなぜか残念そうに腕うでを組んだ。

「あの、それがなにか」

「うーん。いや。そーかと思ってねえ」田中魔王陛下は一人で納なつ得とくしている。「ま、時期としてはそんなものかなぁ」

「あの……」

「あ、ごめんごめん、こっちの話。そいでさ、住所は？　どこ住んでたの」

「日本の」

「小野寺なんて名前、外国にはないよ。住所でいいから」

「あ、はい、えーと天あま抜ぬけ市中なか幸さいわい町ちよう二丁目です」

　なんでこんなことを訊きくんだろう、と疑問をさらに強めつつ剛士は答えた。まさか、なんか企たくらんでいるとか……

　田中魔王陛下の返事は予想を超こえていた。

「あ、知ってる。あの、西にし町まちの交差点から左入ったところでしょ、市民会館の方へ向かう途と中ちゆうの。交差点から三軒げん目めにガンプラ安売りしてるプラモ屋があるとこ」

「そのとおり、ですけど……」剛士は驚おどろきで喉のどが詰つまりそうになっていた。自分の住んでいた町について、誰だれあろう魔王陛下からこう細かく言われたのではあたりまえである（ただし、プラモ屋があるから覚えているというのがアレだ）。

　しかし、ここで黙だまっていると田中魔王陛下の話がまた逸それそうだ、と思えたので、あわあわと汗あせをかきながら質問した。

「あの、それで、なぜ」

　魔王陛下はクエスチョンマークを顔に浮うかべ、それから、あ、とうなずいてあっさりと言った。

「僕ぼくも同じだからさ。生まれも育ちも天抜だもの」

「えーっ」

　剛士は声をあげた。リアがちらっと本から顔をあげ、すぐにロリで巨きよ乳にゆうな女の子同士がくんずほぐれつしているページに視し線せんを戻もどした。彼女にとってはつまらない話なのだ。

「そ、それじゃ、あの」

　あわあわしている剛士の背に柔やわらかいものが触ふれた。電流を流されたような感覚で背筋が震ふるえた。振り向くと、スフィアが優しく背をさすってくれていた。

「まっ、もうちょっと我が慢まんして」微び笑しようを浮うかべた魔王陛下は抑おさえた。「こっちに来た時の事情も教えてくれない？　正直に話してね、一応僕、魔王だから」

　剛士はびくりとして魔王陛下の顔を見た。別に脅おどすつもりはないらしい。自分でも忘れがちな事実を確かく認にんした、というところのようだ。

「は、はい」剛士は飯田に追われるにいたった件けんをかいつまんで説明した。

　田中陛下は哀かなしげな顔で剛士の言葉に相あい槌づちをうち続けた。

「学校での苛いじめって、そんなにひどくなったのか……僕の時もあったけどね」

　他ひ人と事ごとじゃない、という感じである。

「田中さんも」

「君ほど酷ひどい目にはあわなかったけど……でも、そうかあ、そうやって切り抜ぬけたのか。うんうんなるほど」魔王陛下はまた一人で勝手に納得している。

　いつのまにか本を脇わきに置いていたリアも、腕うで組ぐみしてうんうんとうなずいていた。

「た、田中さんも、天抜神社のあの」背に当てられているスフィアの手の感かん触しよくに命いのち綱づなのような心強さを覚えながら剛士は質問した。

「うん。１９８６年。境内けいだいでさ、ファルコントーイのＭＰ５Ｋエアソフトガンで遊んでるうちに、天抜神社の御ご神しん木ぼくにぶつかって、気づいたらここにいた。はたちだったよ。大学、二浪しててね。三浪しそうな成績だったけど。偏へん差さ値ちが50切っててさ……なんでかっていうとまずマ○○スの映えい画が版ばんにハマって……」

「あの、それでですね、いったいどうして」また話がずれそうだったので剛士はあわてて口を挟はさんだ。

「うん？　あ、そうだね」田中魔王陛下は説明してくれた。

「僕も大変だったんだ。えーと、このブラントラントだと30年前かな。いきなり天抜神社の境内からさ、ド○クエの世界だもんね。あの御神木がどうもゲートみたいだね。スタ○レの転送器みたいな。あっちからこっちへ、ぴゅーっと飛ばす」

　うーん、いちいち喩たとえが古いが、天抜神社の御神木は他の世界に通じる穴あなだと言っているようだった。剛士にもそれだけはわかった。

「つまり田中さんは僕と同じなんですか」

「そうだよ」

「でも、それじゃあ」剛士は戸と惑まどった。全然、年があわないことに気づいたのだ。

　田中魔王陛下はこの世界で30年ほど過ごしていると言った。

　自分が剛士からかぞえて十数年前に20だと言った。

　しかし、目の前にいる彼はあいかわらず20歳ぐらいにしか見えない。

　まさか、全部、嘘うそなのか？

「考えちゃだめだよ」剛士の混乱に気づいた田中は笑った。「この世界、妙みように都つ合ごう良よくできてるんだ。魔ま族ぞくと仲のいい人間はほとんど、年をとらない。あ、別に吸きゆう血けつ鬼きに血を吸すわれたわけじゃないよ。そんなこと、吸血族の人たちの前で言ったら怒おこられるからね。最近は魂たましいの契けい約やくを結ぶときでもなければナマの血は飲まない。魔ま法ほう生せい成せいしたホワイトブラッドがほとんどかな。えーとね、年をとらないってのは、設せつ定ていから言ったら、水みず木きしげるのさぁ……」

「あの、いいですか」わけのわからないネタに入られては困るので剛士は再ふたたび口を挟はさんだ。田中魔王陛下、悪い人ではなさそうだが、話し続けると妙に疲つかれてくる。

「なんで、こんなことが」

「だからアニメが好きかいって、訊きいたんだ」田中魔王陛下は笑った。しかし、目にはそれまでとは違うひどく真しん剣けんな光が浮かんでいた。

「あるだろ、現代の役立たずが異世界に飛ばされて大だい活かつ躍やくって設定。ダ○バ○ンみたいなの。それなんだ、ここ。そのものじゃないけど。知らないと混乱する」

　知っていても混乱すると思う。

「でも、そんなメチャクチャな。アニメなんかでよくあるのは選ばれたる戦士ってパターンじゃないですか」

「なんだよねー」田中魔王陛下は深く同意した。

「あの、うなずかれても困るんですけと」

「だってそーなんだから。ねー」リアをかいぐりかいぐりする魔王陛下。

「ねー」と絶ぜつ妙みようなタイミングで応ずるリア。

「いやだから、いきなり自分たちの王様を別の場所から」

「そんなに変な話じゃないよ。自前じゃおっつかない時は、よそから呼よぶのは地球の歴史でもあった。誰だれだか忘れたけど」

　イギリスのハノーバー朝ちようです。

「でも、それまでの魔王が……」

「あ、だいじょーぶ」田中魔王陛下は右手の人差し指をのばして左右に振ふった。

「僕が初めてじゃないの。僕で40人目ぐらいなの」

「よ、40人って……」

「そ。代々、飛ばされてきた人が魔王やってんの。もう一〇〇〇年ぐらいかな。計算あわないけど、ほら、みんな長生きできるでしょ。引いん退たいしてるけど、初代魔王様からこっち、みんな元気に暮くらしてるんだよね」

「でも、神社の御神木じゃなければ……」

「そうだよ。だから、歴代魔王はみんな天抜出身」

　口をあんぐり、の剛士である。異世界の魔王が実は全員同どう郷きようの出身なんて、高級官かん僚りようのほとんど全員が東大出だってのより問題がありそうな気がする。なにしろ天抜は、日に本ほん書しよ紀きにも名前があらわれるほど古い町だというのに、歴史上の有名人を一人も出したことがないような土と地ち柄がらなのだ。

「よくそれで」と、剛士は当然の疑問を抱いだいた。難むずかしく言えば人間と権けん力りよくについて思ったのである。いくら魔ま物ものたちがよろしく、と頼たのんでも、新たな魔王が飛ばされてきた時、それまでの魔王があっさりと地位を明け渡わたすものだろうか。

「問題が起きませんでしたね」

「問題って？」

「いや、政治がうまくいかなかったり、魔王の地位を……」

「ああ」田中魔王陛下はひょいひょいと首を横に振ふった。

「なんかね、みんな得意なことが一つはある人だったの。だから、得意なことだけやったわけ。どうもね、そういう人が選ばれて飛ばされてるみたいなんだ。魔族は……あ、そうだ、小野寺君、魔物なんて言ったらだめだよ。魔ま族ぞく、人ひと族ぞくっていわないと種族差別になるからね、ここでは。あ……なんの話だっけ」

「歴代魔王さんが……」

「そうそう。魔王っていってもアレでさ、なにもかもやる必要はないの。魔族たちの知らない技ぎ術じゆつや知ち識しきを広めてね、みんなの得とくになるように考えれば、あとは魔族の官かん僚りようたちがうまく片かたづけてくれる。後は、まずいと思った時に口を挟はさむぐらいだね」

「あなたはなにを広めたんですか」

　剛士は表現をぼやけさせた。まさかアニメですか、とは言えない。

「アニメだと思ったんだけどね」田中魔王陛下は残念そうに応じた（……）。「どうもねー、外交とかそういうことだったみたい。いくつかの国と条約結んだりはしたんだけど、ランバルトだけはどうしようもなくて。あれだよ、君が放り出された戦場で戦っていた相手の国。人族の国だね。戦争好きなんだ、あいつら」

　ご冗じよう談だんでしょう、と剛士は言いたくなった。どう控ひかえめにみてもオタク兄にいちゃん（おまけにロリコン）にしか見えない田中魔王陛下に外交の才さい能のうがあるとは思えない。

「陛下は、初対面の方とも気軽にお話ができるのです」剛士の疑念を感じ取ったのか、スフィアがさっと口を挟んだ。

　あー、と剛士は気づいた。人生控えめ趣しゆ味みは王おう道どうというオタク兄ちゃんたちにも、妙みような人種が含ふくまれていることは知っている。どこに出かけても、すぐに趣味の同じ相手をみつけて仲良くなれるタイプ。ある意味、図ずう々ずうしい奴やつ。彼はアレなのだ。まさかアニメだとは思えないから……他の国の、ロリ好きな王族なんかと仲良くなったのだろうか。一晩中、ロリの魅み力りよくを熱く語り明かしたりして（それはそれで地じ獄ごく絵え図ずだな）。

「あの、それで王位の話は」剛士はたずねた。

「ああ、選手交代ね」田中魔王陛下は一国の統とう治ちについて草野球並なみの表現をした。

「楽なもんでさ、みんな、なんとなくわかるんだ。自分の能力では足りない、って事態が起こった時は。そんな時、必ず次の魔王が飛ばされてくるから、ああ良かった、じゃ、よろしくって、引いん退たいしちゃう。実は僕もおんなじなの。ランバルトってシャレがきかなくてさー、何もちかけてもだめなんだわ。なんかソビエトみたいな国でね。でもって戦争しかけてくるでしょ。実はこの三年、負け続け。もうどうにもなんない」

　あ、ちなみにソビエトってのはいまのロシアのことです。ともかくシャレの通じない国でした。田中魔王陛下が飛ばされた時点ではまだ存在していたのですね。

　って、そんなことはともかく、いま、田中魔王陛下はおそるべきことを仰おつしやった。

　この三年負け続け？

　もうどうにもなんない？

「いや、あの……」剛士は話が見えなくなってきている。魔王の政せい権けん交こう代たいが、大昔の中国に近い禅ぜん譲じよう……いや、これだと表現が良すぎるな、要するに、飽あきたからあとはよろしく、という方式なのはわかった。

　しかし、自分がなんでこんな話を聞かされるのか、そもそもなぜ飛ばされたのかはわからない。

「なんか話し忘れたっけ」田中魔王陛下は剛士の狼ろう狽ばいぶりに怪け訝げんそうである。

「いやあのですね」

　剛士はもっとも重要なことをたずねた。

「帰る方法はないんですか」

「あるらしいけど、調べたことない」田中魔王陛下はこたえた。

「なんで」

「決まってるじゃん！」田中魔王陛下は突とつ然ぜん声を大きくした。

「向こうで……僕ぼくがどんな人間だったかわかるかい？　オタク、オタクって言われていた。勉強もできなかったから、浪ろう人にんしても偏差値の低い大学にしか入れなかっただろう。そのあとでなにが待ってる？　苦労して、立りつ派ぱな大人おとなになるしかないんだ。おなじ大人になるなら、魔王やりながらなった方がいいじゃん。親父おやじやお袋ふくろには悪いと思ったけど。どう？」

「ボクもいるし」リアが見上げた。

「そう、リアがいる」田中魔王陛下はリアをしっかりと抱きしめた。リアはうれしそうな声をあげた。

「もうわかるでしょ」田中魔王陛下は言った。

「なにがですか？」

「どんな人間が魔王として飛んでくるか、さ。僕を見たらわかるはずだし、自分のことを考えてもいい」

「いや……でも……」剛士は口ごもってしまう。想そう像ぞうはついたが、口に出すのが嫌いやだった。

「わかっているはずだ」田中魔王陛下は念ねん押おしした。

「どうしてです」その言葉がいかにもな大人のセリフとして耳に響ひびき、剛士はムッとして尋たずねてしまう。

　田中魔王陛下はこれまでになく優しい声で尋ね返してきた。

「思い出してみてくれ、天抜神社の境内けいだいで、サバイバルゲームをしていたオタク浪ろう人にん生が行方ゆくえ不明になった事件について、君は何かを知っていたかい？」

　剛士は首を横に振るしかない。

「他の魔王も同じさ。むこうの時間でここ１００年ほどに限かぎれば、神社では10年に一度ぐらいの割合で人間が消えていたはずだ。そのことについて、ただのうわさ話や怪かい談だん話ばなしとしてでもいい、なにか耳にしたことは？　それとも、天抜神社は怪かい奇きスポットとして有名になっていたかい？」

　再び横に振る。

「じゃ、なぜか、その理由の想像はつく？」

　ツバを飲み込みながら剛士は考えた。自分と田中魔王陛下に共通する、人としての臭におい。自分にも当てはまる要素。

「認みとめるしかないんだよ」田中魔王陛下はどこか悲しげな表ひよう情じようである。

「僕らはみんな、天抜ではただの役立たずだった。この世にいてもいなくてもいい人間だったのさ。だから、突然姿を消しても、怪談話のネタにすらなれなかった。向こうでは、その程てい度どの存そん在ざいだったんだ」

「僕もそうだと」さらにムッとくる剛士。

「そうは言ってない。だが、自分は違うと君は言い切れるか？」

　剛士は押し黙だまった。普ふ段だんならば、追いつめられれば追いつめられるほど口が滑なめらかになるのに、いまは、舌したがぴくりともしない。なにも言い返せない。

　田中魔王陛下はさらに深くうなずいた。

「しかし、この世界……ブラントラントではどうだ？　どう思う？　もう一度言うよ。みてわかるだろ、僕はただの腐くされオタク野や郎ろうなんだぜ！　その僕が、なぜ魔王なんだ？　僕が、歴代の魔王陛下が、その点について疑問を抱いだかなかったと君は思うのか？　なぜ魔王などという役割を引き受けたか想像できるか？」

　いまの彼には異常な迫はく力りよくがあった。魔王そのものだった。

「わからなければ教えてあげよう……」田中魔王陛下は続けた。

「魔物たちが、僕らを求めててくれたからさ。ここにきてはじめて、僕らは、天抜ではなんの意味も認められなかった自分の能力を心から必要とし、信しん頼らいしてくれる人々に出会えた。自分が自分でいられたんだ」

　田中魔王陛下はリアの小さな手をしっかりと握にぎっていた。リアも握り返している。

　うーん。剛士は戸と惑まどった。現実の女性に恐きよ怖ふ感かんを抱いている人の幻げん想そうを具ぐ現げん化かしたような眼前の光景にではなく、田中魔王陛下の、納得できるようなできないような、不思議な理り屈くつにだ。

　当然である。田中魔王陛下、オタクな外見に似に合あわず、実に重い話題を持ち出している。自己実現などというレベルではない。人はどこからきてどこにゆくのか。クォ・ヴァディスというやつである。まったくもってディープでヘビーな哲てつ学がく的てき命めい題だいなのであった。

「ま、すぐには無理だよな」もとの態度に戻った田中魔王陛下は言った。かつて自分も経験したことなので、剛士の混乱している気分が良くわかるのだ。

「ええ」剛士はうなずいた。礼を言うべきであったことを思い出す。

「そういえば、あの時は助けていただいてありがとうございました」

「あのままじゃ死んでたでしょ。今日きようの戦いはやばかったもんねぇ。アーシュラとクォルンが助けてくれなきゃ、小野寺君、死んでたよ、ま、君がゲート抜けて本営の横に飛び出てくれたから、こっちも助かったんだけど。君の方があぶなかったよね」

「はい、それは、そのとおりです。できれば、助けてくれた方たちにお礼を」

「うん、そのうち会ってもらうから、その時にね」田中魔王陛下はにっこりした。「でもさ、その前に頼たのみたいことがあるんだ」

「なんですか？　助けてもらいましたから、僕にできることなら」

「良かった」バリバリとポテチを片づけながら田中魔王陛下は言った。

「君にさ、新しい魔王になってもらえないか、と思って」

「はぁ、それは……はぁいぃぃぃぃ？」

　剛士は悲鳴をあげてのけぞった。スフィアがあわてて両りよう腕でを伸のばし、倒たおれそうになった彼の上半身を支ささえてくれた。
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　さて、所変わってランバルト王おう城じよう。ワルキュラからペガサスで一日、早馬で三日、徒と歩ほで二〇日ほど離はなれているランバルト王国首しゆ都とウルリスの中心にそびえ立っている。見かけは魔王城の正反対。真っ白な花か崗こう岩がんなんかで造られた純じゆん白ぱくにきらめく城だ。昼間は、周囲を意味もなく白鳥が飛び回ったりして気分を出している。夜は週に一回城の背後からどかどかと花火が打ち上げられ、ドタ靴ぐつ履はいたネズミやセーラー服着たアヒルがパレードしたりすると著ちよ作さく権けんにかかわるので誰だれもやらない。ま、ともかく、塔とうから長い金きん髪ぱつ垂たらして自分を救ってくれる勇ゆう敢かんな騎き士しを待っているお姫ひめ様さまが一個師団ぐらい閉じこめられていたところで全然不思議じゃないお城なのである。

　ま、それに見合うだけ金も手間も人手もかけて建設された城ではあった。ランバルトがこれまで滅ほろぼした諸国の財宝やら戦せん争そう奴ど隷れいやらがたっぷりと投入され、フェラール三世の父、先代のアディスン五世の代に15年をかけてようやく完成した。

　城下町の雰ふん囲い気きはワルキュラとはかなり違ちがう。王城とその周囲を取り囲む堀、その周囲に名のある貴族の豪ごう壮そうな屋や敷しきが建ち並ならぶ。さらにその周囲を取り囲むように騎士だの学者だのといった人々に与あたえられたそれなりの屋敷町がある。道は馬車が余裕をもって行き交うことのできるだけの幅はば、だいたい四車線ぶんはある。交差点も余よ裕ゆうを持ってつくられており、噴ふん水すいや銅どう像ぞうなんかが置かれているところもあるが、これは、都みやこを攻せめられた時、軍勢を集結させて行動させやすいようにだった。道行く人々は女であればアントロ絹で作られたドレス、男たちはかちっとしたミリタリー風ふうファッション。家々からは楽器の調べ、娘むすめたちの楽しげな笑い声なんかが漏もれちゃったりして、まあいかにもという雰囲気に充みち満ちている。

　臣しん民みんが住んでいるのはその外側だ。南側はもともとのランバルト臣民しか住むことを許ゆるされない臣民街がいで、こちらの雰囲気もなかなかいい。貴族身分ほどもの凄すごくはないけれど、大商人の邸てい宅たくや、ちょっと裕ゆう福ふくな人たちが数多く住んでいるため、それなりの家、それなりの商店街が拡がっている。素す敵てきな公園なんかもある。

　東側は主に軍ぐん事じ施し設せつが置かれている。石いし造づくりのがっちりした兵営が建ち並び、数万人の兵隊を同時に動かせる演習場がウルリスの外にのびていた。

　西側は商工業地区だ。ランバルトの名産品である武ぶ器き、武具のたぐいを製造するファンタジー版ばん死の商人の工場（といっても手しゆ工こう業ぎようです）が、日夜、新製品の開発と量産にシノギを削けずっている。

　んでもって北側。ここはまぁ、どーんと暗い空気がよどんでいる。人間がすれ違うのでさえ苦労するほど狭せまい道の両側に、間ま口ぐちの狭い二階建だての家がぎっちり建ち並んでいる。家はいずれも廃はい材ざいかなにかを再利用したボロ屋で、時にはつっかい棒ぼうに支えられた傾かたむいた家なんかもある。ちょっと広い場所は無数の屋台が軒のきを並べ、得え体たいの知れない食べ物なんかを売っていたりする。道行く人々に、金のありそうな連中はいない。みな、継つぎの当たった服なんかを着ていたり、薄うす汚よごれていたり。軍ぐん需じゆ工場で一日こき使われ、肩を落とし、背を丸めて帰ってくるお父さんやお兄さんの背中を見ているだけでボルガの舟ふな歌うたやドナドナが流れてくるほど。夜になればあっちの角、こっちの裏道で追いはぎだの殺人だのがおこる危あぶない場所。ま、しょうがない。ここは、かつてランバルトが得た戦争奴ど隷れいの子し孫そんたち……解かい放ほう奴隷地区なのである。さすがは人間の住む町、というやつですね。

　で、その中心にある王城に話を戻もどします。

　正確には王城南なん端たんの絢けん爛らん豪ごう華かな内ない装そうがほどこされた一室。ランバルト王女シレイラ様のお部へ屋やであります。時はセントールの野で魔王の首をとりそこなってからちょうど三日後。

「そうですか……兄あに上うえが……」

　シレイラ王女はまたもや魔王を逃のがしたことを知らせる書状を目にし、物もの憂うげにうなずいてみせた。

　美しい。

　それ以外に表現のしようがない。

　静脈が透すけるほど白い肌はだにおおわれた、兄によく似にた憂うれいに満ちた横顔。微び妙みような山形を描えがくほっそりした眉まゆ。人の心を見み抜ぬくかと思われるほど澄すみ切った青くつぶらな瞳ひとみ。すっと伸のびた鼻。柔やわらかくふくらんだ唇くちびるは微かすかな紅べにを含ふくみ、声は天上で奏かなでられる楽器のように清らか。

　絹きぬ糸いとのように細い御み髪ぐしはもちろんみずから光を発するかと思われるほどの金きん髪ぱつである。王女様という役やく柄がらを守り、両りよう脇わきできっちりと縦たてロールなんかしたりして、皆みな様さまの御ご期き待たいに応こたえつつ腰こしまでたゆたうように伸びている。

　その他の部分もお見事と言うしかない。すんなりと伸びた手足、御おん年とし16歳という年ねん齢れい相応に発達した子こ鹿じかのように引き締しまった柔やわらかな肢し体たい。描びよう写しやを続けているうちに18禁きんの世界へ突とつ入にゆうしたくなるほどである。

　まさに地上の薔ば薇ら。神々すらうらやむ完かん璧ぺきな美。

　要するに、文もん句くのつけようがない王女様なのであります。

　で、いま、その完璧なシレイラ王女は三日二晩の騎き行こうでへとへとになりつつ王城へたどり着いた兄の急使が差し出した書状を目にし、残念そうにつぶやかれたわけであった。

「は、まことに我われらの力が足りないばかりに」

　馬に乗りづめだった垢あかまみれ埃ほこりだらけ、目も頬ほおも落ちくぼんでしまった急使はふらふらとしながら恐きよう縮しゆくした。ペガサスは危急の際の緊きん急きゆう展てん開かい部ぶ隊たいとされているので、急使ですら用いることを許されていないのだ。急使といっても騎士身分なので、疲つかれ切っているとはいえ、シレイラの前で礼れい儀ぎを欠くようなことはないが。

「いえ、あなたたちはよくやりました……またの機会もありましょう。さがってよろしい。ゆっくりとおやすみなさい」

「はっ、殿でん下か」

　急使は両側から支えられて部へ屋やを出ていった。

「アンナ」シレイラはなおも悲しみをたたえた表情のまま侍じ女じよに命じた。

「すこし、ひとりで考えたいの。よろしいかしら」

「はい、すぐに人ひと払ばらいを……」幼おさない頃ころから付き従したがっている侍女は心得た様子で部屋からすべての者を追い出した。最後に自分で扉とびらを閉める。

　ほーっ、と吐と息いきが漏もれた。



    

  
    
      　むろん、シレイラのものだ。椅い子すからゆっくりと立ち上がり、再ふたたび書状に目を通す。

　ほっそりした手に力がこもり、刺し繍しゆうや宝石で飾かざられたドレスから露あらわになった肩かたがわなわなと震え始めた。

「お兄にいさまったら……」

　声が震ふるえている。

「ぐぁぁぁーっ、ちょームカつくぅっ！」

　とてつもない大声で叫さけんだシレイラは書状を引き裂さいた。

「ほぼ同数の敵、おまけに、魔族相手に昼間に戦って勝てなかったですってぇ？　信じらんなーい！　あのヤオイ兄あに貴きったらもーっ！　根こん性じよう無なしは見かけだけにしといてよねーっ！」

　シレイラは子供のように地じ団だん駄だを踏ふんだ。かわいらしい足を包んだ靴くつのヒールが吹ふき飛び、ズッコケかける。

「だーかーらーぁっ、だからアタシが軍を率ひきいてあげるって言ったのにぃーっ、もー、なんで魔ま王おうを逃のがすのよーっ！」

　足を放り出して靴を脱ぬぎ捨てた。吹っ飛んだ靴が三百年前の名工が焼いた屋や敷しき一いつ軒けんぶんの値がつくブセライン陶とう器きを粉ふん砕さいする。

「あーっ、もうもうもーっ！　なにもかもアタシが準備を整ととのえてあげて、こう戦えばいいってことまで教えたのに！　あーあーあーっムカつくムカつくぅ！」

　美しい眉まゆをつり上げて叫ぶと、シレイラは見事にセットされた黄こ金がねの御み髪ぐしを両手でぐしゃぐしゃとかき乱した。

　とまぁ、シレイラ王女の実態はこんなわけなのである。

　絶世の美少女であることは間ま違ちがいないのだが、中身はメチャクチャなのであった。短気かつ傲ごう慢まん。世にも希まれなる根性まがり。それを人前では我が慢まんしているから、余よ計けいに腹にたまり、一人になったり、兄が相手であったりすると簡かん単たんにブチ切れる。

「あーん、悔くやしい悔しい悔しい！」

　シレイラはずんずんと部屋の端はしへ歩き、どかんと壁かべを蹴け飛とばした。架かけられていた先代の王と王女の肖しよう像ぞう画がが落下し、額がく縁ぶちが壊こわれた。

「みんな父様と母様のせいなんだからぁ」

　シレイラは、一〇年前に事じ故こで世を去った両親の肖像を睨にらみつけてわめいた。

「そりゃヤオイ兄あに貴きに王おう権けんがいくのは仕方ないわよ！　でも、なんでアタシに軍の指し揮き権けんを残すよう決めておいてくれなかったのよー！　アタシが戦争の天才なのはわかってたはずなのに！　キーっ、ムカつくムカつくぅー！」

　真実なのであった。ランバルト第87代国王フェラール三世は温情に溢あふれているだけではなく、史上もっとも戦いくさ運はこびの巧たくみな王として臣しん下かの尊敬と信しん頼らいを一身に集めているが、実はその作戦計画はすべてシレイラが立案したものなのだった。別に勉強が得意だとかそういうことではなく、シレイラはともかく戦争についてだけは異い常じようなほどの才能を持っていたのである。本人もそれを自覚しており、自じ慢まんに思っている。

　おかげで、15歳のこの年まで、恋こいだの愛だのという感情を抱いだいたことはない、百点満点の乙女おとめ。従い姉と妹このマリアちゃんがもう済すませたからアタシも、なんて考えたこともないのである。

　水もしたたるような美形の騎き士しと恋を語らうより、戦争の方が百倍も好きなのであった。なにしろ父の膝ひざで最初の作戦計画を立案したのが４歳の時であるから、常じよう人じんではない。当時はフランと呼ばれていたフェラール三世の能力が疑われて世よ継つぎ争あらそいがおこることを恐おそれたアディスン五世が自分と兄の前以外で軍事を語ることを彼女に禁じたほどであった。

「だいたいなによ！　魔ま光こうですって？　バッカじゃないの？　あんなの迷信に決まってるじゃない？　そうよそうよそうよ！　勝てなかったもんだから、ウソついてるんだわ！　報ほう告こく書しよは正直にって、あれほどたたき込んであげたのに！」

　名将という人種は常に壮そう大だいな構想力、幅はばのある想像力を備そなえている。

　同時に、極きわめつけのリアリストでもある。

　シレイラもそうなのである。本当ならば、魔族なんてみんな突とつ然ぜん変へん異いよ、と切って捨てたいほどのリアリスト。ランバルトにもどっちゃりといる魔ま導どう士し、マスル神しんをあがめる神官の類たぐいも、自分が国王ならば全部国外追放にしてしまいたいほど大だい嫌きらいなのだ。彼女の得意な戦争というものに神しん秘ぴ的な要素が混じるのはまっぴら御ご免めんだからである。ロマンチシズムつーか、妄もう想そうの域いきに達している見かけとは裏腹の、筋金入りの現実に生きる王女様なのであった。

「だいたいこれなによ！　グラッサーを一いち撃げきで落馬させた巨きよ漢かん、ですって？　そんなデカブツが光とともにあらわれた、ですって？　まるで神話の英雄じゃないの！　これじゃあ、こっちの方が悪者よ！　信じらんなぁーい！」

　うーん、どうしたわけか話がものすごく膨ふくらまされているのであった。

　いやま、理由はわかるのであります。

　グラッサーは世に知られた勇将。そんな彼が、ちんちくりんに蹴け飛とばされて落馬したなどと、とても言えるはずがない。少なくとも自分に匹ひつ敵てきする力を持った奴やつが相手でなければ、格かつ好こうがつかないです。

　なものだから、剛士のことを口から放射能光線吐はく怪かい獣じゆうのように報告し、ハナっから剛士のことを誤ご解かいしたおしているフェラール陛へい下かが素す直なおに信じてしまったものだから、報告書は大変な内容になってしまった。両手で名のある騎士をぐわっしと握にぎり、ちぎっては投げちぎっては投げ、なんて、誰も見ていないのに書かれている。なんか本人のあずかり知らないところでどんどんと虚きよ名めいが膨ふくらんでいるのであった。

「オノデラ・ゴウシ。うーっ」

　ただひとつだけ正確に伝えられている名前をつぶやいたシレイラは壁かべに描えがかれたランバルトとその周辺の地図を睨にらみつけた。

　ランバルトはゴルソン大陸の中央にある国。つまり大陸の交通路を抑おさえる要よう衝しように位置している。必然的に、生き残るためには周囲の国家群と戦いを交えるほかなかった。ランバルトを抑えてしまえば、大陸の主要交通を一挙につかみ、国家をおおいに発はつ展てんさせることができるからだった。だからこそ、ランバルトは身を守るために軍事国家として成長し、やられる前にやってしまえとばかり、周辺諸国の隙すきをみつけては侵しん略りやくし、隙をみつけられては侵略を受けるという歴史を歩んできたのであった。

「せっかくパライソやコレバーンとは和議を結んだというのにぃ、魔ま族ぞく相手に苦労してたら、また、大変になるじゃないー、もー！」

　シレイラはどんどんと壁を叩たたいた。パライソは北西部国境を接する宗教国家、コレバーン連合は北部国境を接せつする蛮ばん族ぞくの共同体である。魔族との全面戦争、その戦せん端たんを開くにあたって、安全を確保するため、シレイラが立案した不ふ可か侵しん条じよう約やくを結んだ。いくらかの土地を譲ゆずり、それで安全を買ったのである。戦争の天才であるシレイラは、あっちこっちに敵を抱かかえていては勝てないことを本能的に理解しているのであった。

「むうーっ。ただでさえ南が面めん倒どうになってるのにぃ」

　ぷんすかしながらシレイラは南部国境の国境線をなぞる。そのあたりは小部族や都市国家がごちゃごちゃと入り乱れており、どこかを叩たたいても他のどこかで火の手があがる、というボスニアのりで泥どろ沼ぬまな土地である。ある部族と条約を結んでも、それに腹を立てた別の部族が暴あばれ出すのであるから、始末におえない。実じつ際さい今も、フェラール三世が魔ま王おう領りようへ親しん征せいに及およんだことを知ったいくつかの部族と都市国家が陰いん謀ぼうを画かく策さくしていた。

「海、海、海！　どんな面倒も海さえあればなんとかなるの！　ランバルトの未来は海にこそある！」

　シレイラはどんどんと壁を叩き続けた。大陸の中ちゆう原げんを制したランバルト唯ゆい一いつの欠点は、海に面した領りよう土どを持たないこと、彼女はそう断じている。パライソ、コレバーン、南方の部族や都市国家がそれなりの勢力を保たもっているのは海上交こう易えきであがる莫ばく大だいな収入のおかげであると彼女は睨んでいた。しかしコレバーンとパライソは共同防衛条約を結んでおり、片方だけを片づけるというわけにはいかない。南方は……ごちゃごちゃなので、征服に何年かかるかわからない。

　だからこそ、魔王領なのだ。

　魔族が、もっとも与くみしやすい相手と判断したからであった。個別にみた場合、人をはるかに超こえる能力を持っているのだが、集団としての戦せん闘とう力りよくは劣おとる、と判断したのだ。

　シレイラの判断は的中した。

　シレイラが魔王領侵しん攻こうを計画し、兄にその第一段だん階かいの発動を命じたのは三年前、芳ほう紀きまさに12歳さいの御おん年としであった。

　まず、魔族の支領を攻せめて戦力を分散させ、主力を前進させてマリウクス要よう塞さいを築き、魔ま都とワルキュラ攻こう略りやくの前進拠きよ点てんとした。

　魔王はやたらと逃にげ足が早いため逃のがしてきたが、着々と領土を侵食し、ワルキュラを直接うかがうセントールの野を戦場に選べるところまできたのだった。

　そしてついに、あえて敵と同数程てい度どとした兵力で魔王軍主力を誘さそい出し、騎き士し団だんの迂う回かい突とつ撃げきで包ほう囲い殲せん滅めつ、魔王本営を直撃する作戦を兄に授さずけ、魔王領を一挙に陥おとしいれる作戦を発動した。

「それがなによ！　魔光？　新たな魔王の出現かも、ですって！　さいってぇー！　そんなものぐらいで勝機を逃すなんて、あのヤオイ兄あに貴き、やっぱ離り宮きゆうでホモってるのが似に合あいの……」

　シレイラは兄に対する罵ば倒とうの言葉を原げん稿こう用紙三〇枚分ほど口にしたあと、ようやく気分を落ち着けた。指を折ってやるべきことを数え出す。

「ともかく、なんとかしなきゃ。まず全体戦略の修しゆう正せいよね。んと、それから」

　たおやかな指を折っているさまは愛らしさが漂ただようが、口にしているのは物ぶつ騒そうきわまりない内容である。

「軍事費の不足を補おぎなうためにどこかを削けずらないと。やっぱ福ふく祉しかしら。貧びん乏ぼう人にんは霞かすみでも喰くってりゃいいんだからオーケィよね。でも文句つける大臣もいるしな。うーん。そだ！　あいつ、謀む反ほんの咎とがつーことで幽ゆう閉へいしちゃおう！　財産はもち没ぼつ収しゆうよね。ずいぶんため込んでるみたいだから、遠征一回分の費用ぐらいそれで出る！　よっしゃあぁぁー！　イケてるイケてるー！　ゴーゴー！」

　シレイラはガッツポーズをとり、文ふ机づくえに駆かけ寄ると、王国の紋もん章しようが入った用よう箋せんに太い筆でぐわっしぐわっしとなにかを書き始めた。

「うふふふふー、ああしてこうして戦争せんそーう」

　と、なにやらアブない歌らしきものまで口ずさんでいる。なんというかまあ、こういう娘むすめさんなのである。

　シレイラが筆を置いたのは一時間ほどしてからだった。そのあいだに二通の文書を書き上げている。

「あーしんど」

　妙みようにオバサン臭くさい声を漏もらしたシレイラは背せ伸のびをし、首を左右に振ふった。コキコキと骨が鳴る。豪ごう快かいに書きまくったおかげで墨すみの染しみを山のようにつくってしまったドレスを気にもせず、実に堂々たる腕うで組ぐみをしてうーん、とさらに考え込んだ。

「これでいいよね……ヤオイ兄貴に軍勢をマリウクスに留とどめろって伝えて、んでもってせめてもう一回ぐらいは……せっかくあんな僻へき地ちまで軍勢連れてって、一回うまくいかないぐらいで帰ってこられちゃいい迷めい惑わくだもの。うーん、それに……」

　床ゆかに視し線せんを落とした。さきほど二つに引き裂さいた兄の書状が目に入った。

「新たな魔王……まっ、情じよう報ほう収集は重要よね。ミラン！」

　シレイラは叫んだ。

　しゅん、と影かげが走り、すたっと、ひざまずく。ぴっちりレオタードに網あみタイツのいかにもな若わかい女であった。たまらんほど乳ちち尻しり太ふと股ももがぱっつんぱっつんなのは見た目から明らかだが、顔や髪かみの色は被かぶった頭ず巾きんの陰かげになってわからない。特に男性諸君にとってはまことに残念なのは承知しているがこれはまあ小説の展開というやつである。

「御おん前まえに、殿でん下か、くのいちに御用が……」

　顔のわからない女はこたえた。

「くのいちじゃないでしょ！」シレイラは脇わき腹ばらに拳こぶしをあてて胸をそらした。「諜ちよう報ほう局きよく破は壊かい班はん員いん！」

「はぁ、しかし、諜報局などという組そ織しきはございませんが……」

「それを言ったらランバルトなんてカタカナ名前の王国にくのいちがいるのだっておかしいわよ！　わたしだってこんなヒラヒラしたドレスじゃなくて友禅かなんか着て簪かんざし挿さしてなきゃいけなくなるでしょ！」

「それを言ってはおしまいです」

「気分が大事なの！　気分が！　くのいちなんて、サイッテぇー！　抜ぬけ忍にんとか上じよう忍と下げ忍の対立とか、身体からだを使って情報とるとか、重いのよ、暗いのよ、すぐに現代社会への批ひ判はん的視し点てんがとか言われるの！　そうでなきゃＨ同人誌で口にも言えないことされるか、警察の摘てき発はつ受けそうな18禁ホームページでああなったりこうなったり大変なことにされるのがオチよ！」

「はぁ、しかし、諜報局破壊班員というのも……」

「大おお違ちがいよ！　敵地へただ一人潜せん入にゆうするクールな美女でしょ、太ふと股ももちらりの華か麗れいなドレスに身を包んで敵の美男スパイとシャンパン飲んでアバンチュールでしょ、それからそれから秘ひ密みつ基き地ち！　アクション！　大だい爆ばく発はつ！　下したっ端ぱは皆みな殺ごろし！　絶ぜつ叫きようして悲ひ惨さんな死を迎むかえる悪の首しゆ領りよう！　ああああ燃える燃えるもえるぅぅ！」

　シレイラは手を胸の前であわせ、夢ゆめ見みるような瞳ひとみになっている。なんか妙な偏へん見けんを抱いだいているらしい。

「……」ミランと呼ばれたくのいち、いや、諜報局破壊班員は黙だまり込んだ。

「あー、あ、おほん」ミランがあきれかえっていることに気づいたシレイラは咳せき払ばらいし、あらためて命令を下した。

「魔王領に、ワルキュラに潜入して」

「はい。それで……」

「魔光とやらとともにあらわれたのが何者か調べて、それで……うーん、どーしよっかなー、相手に隙すきがあったらね」

「はい」

「暗殺なさい。ばっさりと。後あと腐くされなく。次の魔王だかなんだか知らないけど、死ねばなんにもできないわ。あ、途と中ちゆうでマリウクスによって兄に手紙渡わたしてね、放っておくと、兵が可哀かわいそうだとかなんとか理由をつけて逃にげ帰ってくるだろうから」

　シレイラは恐おそろしいことをにこにことしながら口にした。

　ミランはさらに深く頭をさげた。

「御ぎよ意い、この命にかえましても御ご下か命めい果たすべく……」

「だーかーらーぁ、そーじゃなくってぇ」

　ミランは諜報局破壊班員らしい言葉遣づかいとはどうあるべきか、１時間ほど説教されることになった。



　　　　４



　翌日の昼下がり。様さま々ざまな種族が入り混じったことで生ずる活気に満たされたワルキュラの雑ざつ踏とう。

「なるほどねぇ……」

　歩道をおのぼりさんのように間まの抜ぬけた顔で歩く小お野の寺でら剛ごう士しは感心しきった表情である。

　ワルキュラは、魔ま都との名に恥はじぬ喧けん噪そうに満たされていた。

　コンクルの木からとれる樹じゆ液えきで舗ほ装そうされた街がい路ろはひっきりなしに馬車だの空飛ぶ絨毯フライング・カーペツトだのが行き来し、空には買い物籠かごを下げたハーピイの奥おくさん、営えい業ぎよう帽ぼうを被り、『中央魔界通運』とロゴの入ったシャツを着たウィングドラゴンのお兄さんなんかが、野の良らペガサスにぶつかりそうになりながら忙いそがしそうに飛び回っている。

　街まち並なみも実に賑にぎやかだ。

　ゴブリンの丁稚でつちがお使いに駆かけ回り、エルフの若奥様がウィンドウ・ショッピングを楽しみ、ドワーフの家族連れがディーラーの店頭で新型空飛ぶフライングファミリー絨毯カーペツトを片かた手てでひろげてみせるゴーレムの店員から御ご試し乗じようはいかがですかと進められている。休きゆう暇かで外出している魔ま王おう軍ぐんのスライム衛生兵メデイツクたちが物もの珍めずらしげにぷるぷると震ふるえているのは、地方出身者だからだろう。んでもってその近くでは迷子の子こ猫ねこちゃんに泣きつかれた犬のおまわりさんもワンワンと困っていたりする、とまぁそんな感じである（魔王領では犬や猫にも市し民みん権けんが与あたえられているのだ）。

　剛士はうーんと気がつかされてしまうのであった。

　そりゃそうであろう。彼がゲームや小説で知っているファンタジーな街角というと、大都市でも教会にいまいちな宿屋にあやしい連中の集まった酒場、それに武ぶ器き屋、防ぼう具ぐ屋、薬屋というところ、たまに突とつ然ぜんカジノがあったりする程てい度どであった。未来世界にしちゃったりして、名前を変えてあっても実態はほとんど同じである。設せつ定ていとしてはそれで充じゆう分ぶんかもしれないが、街として考えるならば実に寂さびしい。携けい帯たいもＰＨＳも通じず、離はなれた場所にいる家族や友人や恋こい人びとと自由に話せるのは魔ま導どう士しとかいうあやしげな連中だけだ。商店に至っては、本屋もレンタルビデオ屋も中古ゲーム屋もトレーディングカード売ってる妙な店も存そん在ざいしないのである。なんか例にあげる店が偏かたよっているような気もするが、ともかく、そういうことなのだ。

　その点、ワルキュラの街はきちんとしていた。

　人口三〇〇万の大都会だけあって、剛士が知っているもうひとつの街、人口八万七二五二名の天あま抜ぬけ市などとは比くらべものにならないほど発達しているのであった。

　天抜市は暮くらしやすいとはいえ駅前の商店街がいに飲食店街をのぞけばだらりと住宅街が拡がる一種のベッドタウンにすぎなかった。

　しかしワルキュラは首しゆ都とである。魔物たちの都みやこである。道行く人々の姿すがたにさえ慣なれてしまえば心浮うき立つような大都会であった。

　店の種類は豊富だし、遊ぶ場所にはことかかないし、手のひらにのる大きさのＰＪＳ──個人用パーソナル・精霊ジンフオン・通話器システムが市街のほとんどで使える。人が……いや魔物が寄り集まって暮くらすために必要なものがそろっている、生きた街なのだ。おかげで、これから不ふ倫りんに出かけるのかもしれない飛グ翔ラ人ムの奥様や住宅ローンを支し払はらうため懸けん命めいに働くオーガの店員さんを目にしても、剛士はまったく違い和わ感かんを覚えなかった。

　なお、

『西クラウド山ハイエルフ郷きよう土ど料理・しのん』

『魔界一のマジックアイテム安さ爆ばく発はつ　ビッグアイテム』

『オリジナルホムルンクス　１／１マジカルアイドル・ワンダーれみＶｅｒ限定入荷』

『閉店記念セール実じつ施し中ちゆう　護ご符ふオール20パーセント安』

　などなど、店の看かん板ばんやチラシなどに用いられているのはすべて日本語である。歴れき代だい魔ま王おう陛へい下かが天抜出身ばかりだったため、まず漢字が普ふ及きゆうし、その後も日本語が代々伝えられてきたからだ。読者は理解しやすいし、変なアルファベットの設定を考えなくて済すむという点で作者にもイラストの玲衣さんにもありがたい世界である。魔王様ありがとう。

「はぁ……」

　雑ざつ踏とうをぶらぶら歩きをしつつ剛士はまた溜ため息いきをついた。

　なんもかんも嫌いやになって遊んでいるわけではない。魔王領総そう帥すいとしてのお勉強……街まちの様子を知るための外出である。

　総帥？　なんですか、それ？

　いや、当然の疑問である。実は、「次の魔王、よろしく」と言われてのけぞった後、次のような展開があったのだった。



　剛士がぶっとぶのは田中魔王陛へい下かも予想済みだったらしい。スフィアに支ささえられてあわあわ言っている彼にすぐこう付け加えた。

「いきなりじゃ辛つらいんだったらさ、代理でいいよ。代理。まず、こっちの様子をつかんで、そのあとで魔王でも」

　いや、それじゃ全然問題が変わってないんですけど。

「じゃあほら、軍隊だけでも率ひきいて貰もらって。僕、サバイバルゲーム下へ手たでさぁ」

　余計悪いわ！

「うーんと、じゃ、ともかくそれっぽい地位について、まず慣れて貰うことにしよう」

　田中魔王陛下はオタク兄ちゃんらしく一人で話をどんどん進めた。

「うーん、なんにしようかな。養子ってことにもできないし。義理の兄きよう弟だい」

　嫌です。おことわりします。

「そうか！　じゃあ総帥！　ジ○ンにも公こう王おうの下に総帥がいたから大だい丈じよう夫ぶ。うんうん、それでいこう。決定！」

　いえあの、全然それでいい理由がわからないんですけど。



　……という次し第だいなのであった。

　もちろん、剛士は全然わかっていない。そりゃそうである。自分がなんでこのブラントラントへ来たかわからないのに加え、縁えんもゆかりもない魔ま物もの、いや、魔族の国の総帥だなんて冗じよう談だんじゃない。おまけにその国は戦争に負けようとしているのである。

　他のすべてはともかく、あのオタク兄ちゃん陛下、どう考えても責せき任にん逃のがれをはかっているのではないかと思ってしまう剛士であった。

　そうであるにもかかわらず、なぜ一応は引き受けてしまったかと言えば、

　魔王よりはマシだろうし、

　少しここを見物してからでもいいだろうし、

　などと思ってしまったのである。

　いえ、嘘うそです。それも理由なんですが、もっと大事な理由があります。ごめんなさい。

　男が道を誤あやまる場合、ほとんど女性が絡からんでいる。オレは違ちがう、と主しゆ張ちようする人がいたとしても信用してはいけない。そんな奴やつはたいてい、道を誤るほど素す晴ばらしい女性と出会えなかった不幸な奴か病的な嘘ツキかホモで、この世の人間すべてを不幸にするか嘘ツキにするかホモしようという野望に燃もえている。不幸でも病的な嘘ツキでもホモでもない人は気をつけねばならない。

　というわけで、格別に不幸の星の下に生まれついたわけでもなく、病的なほどの嘘ツキでもなく、ましてやホモでもない剛士は早くも道を誤りつつあるのだった。

　もとはと言えば田中魔王陛下が悪いのである。こっそり、

「天抜に帰っても、スフィアみたいな女の子とは絶対に知り合いにはなれないよ」

　と囁ささやかれたのであった。

　仰おつしやるとおりですね、とうなずくしかなかった。あちらでは、スーパーでナイスな美少女どころか、タフでワイルドな美少女でない人ともお知り合いになったことのない剛士にとって、スフィアはあまりにも甘あまい誘ゆう惑わくなのであった。

　それだけじゃない。スフィアはもう実に良くしてくれるのだ。朝あさは優しく起こしてくれる、朝御ご飯はんの準備は完かん璧ぺき、いつも優しげに微笑ほほえんで、剛士がなにか困っていればすぐに、

「どういたしました、剛士様？」

　とくる。いけませんね。もういけません。率そつ直ちよくに言って、女性に免めん疫えきのない剛士は舞まい上がっているのであった。健康な男子ならば抱いだいたり溜たまったりして当然の滾たぎりを忘れてしまうほどの舞い上がりかたである。

　不安はもちろんある。ストレスもぱんぱんである。自分がなぜここにいて、なんで魔王になんかなることを求められているのか、その理由がわからないからだ。

　が、スフィアの存在はそれに匹ひつ敵てきする。彼女のそばからもう絶対に離はなれたくない、なんて思い始めている。

　なものだから、今日きようは田中魔王陛下にお小こ遣づかいを貰もらって街まちの見物に出ている。魔王城にいると、ストレスとプレッシャーとスフィアの三つどもえが前ぜん頭とう葉ようでコサックダンス大会を開くばかりで、さっぱり落ち着かないからであった。

　とはいえ、外出にはもちろんスフィアを伴ともなっている。こんな可愛かわいい親切な美少女と離はなれるのは嫌いやだ、という己おのが欲よく望ぼうに逆さからうことなどできなかったのである。種族も職業も様さま々ざまな者たちで賑にぎやかな街を目まの当たりにして、感心しているような、あきれているような、中ちゆう途と半はん端ぱな気分だった理由はそんな感じであった。

「どうなさいました、剛士様」

　剛士のもやもやした気分をさとったらしいスフィアがたずねた。

「いや、にぎやかなもんだと思って。こりゃとても……」剛士はもうひとつの疑問を口にしかけた。

「戦争に負けかけている国の都みやことは思えない？」スフィアが先回りして言った。笑いを含ふくんだ声だ。浅あさ黄ぎ色いろの眉まゆがかわいらしいカーブを描えがいていた。

「うん……テレビなんかで戦争をしている国をみたことがあるけど、もう少し、せっぱ詰つまっているものかと思ってた」

「御ご信しん頼らい申し上げているのです、誰だれもが……」

「誰を」

「もちろん、魔王陛下です」スフィアはきっぱりしている。

「過去一〇〇〇年、わたくしどもは歴代魔王陛下のお言葉どおりに生きてまいりました。そしてこれほどの都を、国をつくりあげました。たとえランバルトがワルキュラの近くまで侵しん攻こうしてきていても、魔王陛下のお言葉通りにしてさえいれば、かならず危機は去ると信じているのです。もちろん、そのためには自分たちも犠ぎ牲せいを払はらわねばならないことを覚かく悟ごしております」

　剛士はだまりこんだ。自分が果たすことを求められている役割を考えてしまったのだ。

　危き機きに立つ魔族の国。その魔王として呼び寄せられた自分。

　その理由は、これまで過ごしていた現実では意味のない才能を持った役立たずだったから。

　まぁいい。百歩譲ゆずってそれは認みとめるとしよう。しかし、しかしだ。

　自分にどんな才能があるのだ？

　それがさっぱりわからない。

　それにもうひとつ。

　なぜ自分は魔王としてなにかを成なし遂とげなければならないのだ？

　こんな、わけのわからない土地で。

　それと同時に、不思議な感覚を覚えてもいた。

　この街。この雑ざつ踏とう。

　ひどく親近感を覚えるのだ。これまで生きてきた天抜市よりもよほど。

　ヴェアウルフがボールバナナのたたき売りをしている露ろ店てん、邪じや眼がんを隠かくすためにサングラスをかけてしゃなりしゃなりと歩くバシリスクの貴婦人、優しい笑え顔がおを浮うかべたダークエルフの保ほ母ぼさんに連れられて行ぎよう儀ぎ良よく列をつくって歩いているファイアキャットやゴブリンの園えん児じ……そんな魔物たちがつくりあげたこの街を良く知っているような気分になってしまうのである。天抜市ではなく、こここそが、自分の生まれ育った場所であるかのような錯さつ覚かくに全身を包まれている。

　理由はもちろんわからない。しかし、その錯覚は剛士にとってひどく気分の良いものであるのは確かだった。

　気分が良い理由はもうひとつある。人間に近い連中……エルフだのヴェアウルフだのという種族の雄おすどもが羨せん望ぼうに満ちた視し線せんを浴びせてくるからだ。

　もちろん剛士の見かけを羨うらやんで、ではない。

　彼の傍かたわらを軽やかな鈴すずの音ねとともに歩いているスフィアを目にして、である。

　そりゃそうである。ちんちくりんの剛士とスーパーでナイスな美少女のスフィア、これほど釣つり合いのとれないカップルはない。目にする男どもすべてが、あれは親の違う姉あねと弟おとうとに違いないとかなんとか自分をごまかしているのが剛士にもわかるのである。

　なぜかって？

　剛士自身もそう思ったことがあるからだ。天抜の街まち角かどで、自分と大差ないちんちくりんが魅み力りよく的な女性を連れ歩いていると無む性しように腹が立ったものである。

　いまは逆の立場。どうだ、へへん、てな感じであった。ブラントラントに飛ばされて、初めて味わったいい思いかもしれない（もしかして、生まれて初めてか？）。人間とは他人との差を目の当たりにしなければ幸福も不幸も自覚できない生物であるから、剛士の気分はもっともである。懸けん命めいに、いやぁ、当然ですよ、なんて表情を保たもっていたが、スフィアと一いつ緒しよに街を歩くあいだに、身長が三倍にものびた気分になっている。誰も彼を批ひ判はんはできまい。ワルキュラ市と契けい約やくを交わした精せい霊れいたちが市し街がいに満たしている甘あまく爽さわやかな微び風ふうに浅あさ黄ぎの髪かみをそよがせ、ぱっちりした目で自分に微笑ほほえみかけるスフィアを見ていれば増ぞう長ちようするなという方が無理だ。

　実際、剛士はいつのまにか彼女へ視し線せんを釘くぎ付づけにしている自分に気づくこともしばしばであった。街路でなにかをみかけるたび、色々なことを考えるようにしているのは、それが恥はずかしくて（うれしくて）ならないからでもある。

　でまあ、いまもまた、スフィアから強ごう引いんに視し線せんを外した剛士は街路をみまわしたのであった。

「あれ」

　雑踏の中を歩く人ひと影かげに目がとまった。無理にではなく、自然に、である。

　かれが注目したのは黒い肌はだのお父さんに白い肌のお母さん、二人のよい所ばかりを受け継ついだように見える男の子や女の子がちょろちょろ、という家族連れであった。

「あそこを歩いているのは人間みたいだけど」

「まだお教えしておりませんでしたか？」スフィアは申し訳なさそうに言った。

「魔王領にも人ひと族ぞくは大勢住んでおります。戦争で滅ほろびた国の難なん民みんを大量に受け入れて参りましたので。あの方々はサウス・ドレインからこられた御ご家か族ぞくでしょう。あの地域では白い肌を持つ人々への差さ別べつ政せい策さくがとられておりましたから……」

「いや、それは、わかっているんだけど」剛士はなんとたずねるべきか迷った。彼が疑問を抱いだいたのは、人間の家族連れが、リザードマンの家族連れと実にうち解とけた様子で歩いていることだったからである。

「では、なにが」スフィアは心しん底そこ不思議そうだ。

「……問題はないの？」剛士は小さな声で尋たずねた。

「問題とは？」スフィアはさらに不思議そうな声でたずね返してきた。戸と惑まどっている。

「いや、その……ほら、いまは人間の国と戦争しているわけで……」

「魔王領総帥ともあろうお方が、なんと情けないことを！」

　キツイ女の声が背はい後ごから響ひびき、剛士はびくりとして振ふり返った。

　そこには、深ふか紫むらさきの髪かみを持つ美女が立っていた。

「魔族は人族と争っているわけではない。ランバルトと戦っているだけだ。人族が敵なのではない。魔王陛下が人族であることから想像がつきそうなもの」

「いや、あの……」

「まぁ、アーシュラ」スフィアが両手をうち合わせ、笑顔を浮かべた。

「スフィアか」深紫の髪をほどき、腰こしまでなびかせている黒陽のアーシユラ・アーシュラザ・ダークシヤインはうなずいた。

　あいもかわらずの攻こう撃げき的な美び貌ぼうである。

　ほっそりとした肢し体たいにまとっているのは、ピシリとムチの音が響ひびきそうなほどキマッた軍服だが、魅み惑わくのボディラインをごまかす役には立っていない。むしろ、さらに強調しているように見える。

　下半身は光こう沢たくのある黒のブラック・リザード革がわのロングブーツに同じ色の乗馬ズボン。ズボンの脇わきには血のように赤い線が入っている。腰はベルトで左ひだり斜ななめに締しめられ、ちょうど左脚あしの体側に沿そった位置には細ほそ身みのサーベル。

　上半身もお見事であった。

　ぐっと突つき出た胸とすぼまった胴どうは丈たけの短いポケット付きの黒ジャケット。襟えりにはやはり赤の縁ふち取どりがほどこされている。ちょうど胸の頂点のあたりには、これまでの戦せん功こうを示しめす勲くん章しようの略りやく綬じゆがとめられていた。

　んでもって菫すみれ色いろの瞳ひとみはレイバン・スタイルのサングラスで隠かくされていた。いくら黒陽ダーク護符サインを持つヴァンピレラとはいえ、陽光が好きなわけではないからだが、彼女がかけているとファッションとしか感じられない。

　帽ぼう子しもそうだ。頭頂あたりにひょいと傾かたむけて無む造ぞう作さに被かぶった深しん紅くの特とく殊しゆ部ぶ隊たい風ふうベレー帽がじつに小こ粋いきである。

　えー要するに、全体としてはナイスでクール、男につけいる隙すきなんか絶対与あたえてくれそうにないヴァンピレラ・ビューティなのであった。

　あーたまらん！　たまらぁぁぁん！

　剛士はあんぐりと口をあけ、筆者の見解に全身全ぜん霊れいで同意してくれている。ご協力ありがとう。

「え、えと、あの」

　わかっている。みなまで言うな。

　スフィアだけでも反則なのである。そこにアーシュラが加わったのだ。だめです。完全に掟おきて破やぶりです。おまけに、ナイスでクールでミリタリーなアーシュラは音楽的な声で剛士の浅はかな疑問を叱しかってくれたのである。いやもう、マゾの気がなくても、ああああもう、という心理状態なのであった。

　剛士だけがおかしいのではない証しよう拠こに、街ゆく野や郎ろうどもは種族の別なくアーシュラの姿に溜ため息いきやら驚おどろきやら失しつ禁きんやら、ま、男として理解できる反はん応のうを示している。あ、見とれていたゴーレムの店員がファミリー・カーペットを落っことした。ゴブリンの親子連れが力を合わせて受け止めている。

「なにかわたしの顔についていますか」アーシュラはまたまたキツイ声で剛士を見下ろした（設定、覚えていますか？　立った状態での剛士はアーシュラのお臍へそあたりまでの身長しかないのです）。

「いや、あの」

　オールインワンで備わっているものの絶ぜつ妙みようなバランスにのけぞっているんですとはとても口にできない剛士君である。おまけに溜たまりに溜まっているものを自覚しちゃったり、このあいだ戦場で命を助けてもらった時、泣いたりわめいたり恐きよう怖ふのあまり失禁したりしたことを思い出して顔を紅あかくしてしまい、思わずうつむいてしまった。

「驚おどろいておられるのです、剛士様は」スフィアが助けてくれた。お医者さんでカウンセラーだけあって、いつのまにか、剛士の性せい格かくをばっちり掴つかんでいる。いやちょっと待て、それは自分をぽぉっと見つめている剛士の気持ちにも気づいているということか？

　どうやら違ちがうらしい。スフィアはただ剛士を庇かばってやっただけだった。圧あつ倒とう的てきにすぎる美少女にありがちなことに、彼女もまた自分の美しさがもたらす影えい響きよう力りよくには気づいていないのかもしれない。

　スフィアは言った。

「ところでアーシュラ。ここで会ったのは偶ぐう然ぜんとも思えませんが……」

　そうなのである。このクール・ナイス・ビューティなヴァンピレラ娘むすめの本職は軍人、それも魔ま王おう軍ぐん筆ひつ頭とう参さん謀ぼうであった。美人で剣けん士しとして凄すご腕うでなのにくわえ、おつむのできもハイエンドなのである。

　だとなれば、確かに街をぶらついているのはおかしい。いかにランバルト軍をはねのけたとはいえ、ぶらぶらしている暇ひまなどないはずなのである。軍は、この間の戦いで生じた損そん害がいを補ほ充じゆうし、再さい編成と訓練をおこない、次の戦いに備える必要がある。目の回るような忙いそがしさのはずであった。

「筆頭参謀は解かい任にんされた」

　アーシュラはムッとした様子だった。命令だから従したがったが、さっぱり納なつ得とくしていないという気持ちを隠かくそうともしない。

「新たな任務を与あたえられたのだ」

「……それは、まさか」

　勘かんの良いスフィアはピンときている。

　仲間はずれは剛士だけである。頭の中で、ああ僕ぼくはこんな美人の前で泣いたり小便漏もらしたりしたんだ、あああスフィアに言われたりしたらどうしようという言葉がぐるぐるとめぐり、なにがなんだかわからなくなっている。カッコをつけたくてもつけられない。

「着任の報ほう告こくをしたい。御ご確かく認にんいただきたい」

　アーシュラはカチリとブーツの踵かかとをあわせた。

　真まっ赤かな顔をしてうつむいている剛士の袖そでをスフィアが引っ張り、顔をあげさせた。

　アーシュラは挑いどむような態度と大きな声で言った。

「魔王領総そう帥すい、小野寺剛士殿どの。私、アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールは本日付けをもってあなたの軍ぐん事じ顧こ問もんに任じられた。御確認を願う」

　剛士は目を点にした。

「御確認を」アーシュラはさらにキツイ声で繰くり返した。小ぶりな唇くちびるの端はしから牙きばが顔を出している。

「剛士様」スフィアが肘ひじで突つっつく。

「は、はい……えと」剛士はあわあわとうなずいた。「あの、よろしくお願いします」

　アーシュラはふんと鼻を鳴らした。それはもう、剛士をバカにしきった様子である。一軍の筆頭参謀からこんなちんちくりん少年の軍事顧問にされ、降格どころではないと思っているのだ。剛士自身もうんそうだよな、と納得してしまい、アーシュラの態度に腹をたてる気にはなれない。

　と、同時に、アーシュラに言わねばならないことをひとつ思い出していた。

「あの、アーシュラさん」

「姓せいと官かん職しよくで呼よんでいただきたい。ドラクール軍事顧問、と」

「ドラクール軍事顧問」剛士は言い直した。

「なにか」

「あの、このあいだ……」

「部下への言葉はもっと具体的な表現で」すかさず突っ込みを入れるアーシュラ。

「あの、僕ぼくが飛ばされてきた時」

「それがなんです」

「……助けてくれて、どうもありがとう」

　剛士はぺこりと頭を下げた。

「本当に、ありがとう」

「陛下の御命令があったればこそ、です」アーシュラはとりつくしまもない。

　が、剛士は素直にうなずかなかった。彼にしてみれば、そういう問題ではないからだ。命令があったとはいえ、アーシュラが自分のために命をかけてくれたことに変わりはない。アーシュラが自分のことをどう思っていようと、その点だけは忘れられない。忘れてはいけない、と思ったのである。

「そうだとは思います、でも、本当に助かりました。どうもありがとう。本当にありがとう。あなたが助けてくださらなければ、僕は殺されていました」

　剛士の言葉を耳にしたアーシュラの朱しゆ唇しんがへの字に結ばれた。サングラスに隠かくされた瞳ひとみにはちょっとした戸と惑まどいの色が浮うかんでいる。蔑さげすんでいる少年が示した意外な態度に頬ほおが赤らんでしまう。

「アーシュラ」スフィアがうながした。

「ん？　ああ」アーシュラはあわててうなずいた。

「本当に……」剛士はまた頭を下げようとした。

　アーシュラは小さな声で叱しかった。

「男子が人前で軽々しく頭をさげるものではありません」

　表現こそちょっと時じ代だい錯さく誤ごではあるが、剛士はアーシュラの真意を誤解しなかった。彼女は礼を受け入れてくれたのだ。これまでより柔やわらかく響ひびいた声がそのことを教えていた。

　剛士は顔をあげた。

　しかし、相手の気持ちはわかったものの、何を言って良いのかわからない。

　仕方ないのでにっこりすることにした。

　アーシュラはぷいとそっぽを向いた。



　いつのまにか周囲の注目が集まっている。

　そりゃそうであろう。

　まず、光り輝かがやくような美少女のスフィア。

　でもってアーシュラである。

　誰だれであるかわからなくても、男なら思わず注目し、女ならねたんでしまう外見の持ち主が二人。おまけに、ちょっと注意して観察したなら、その一方がヴァンピレラであることにも気づく。いや、日中、吸きゆう血けつ鬼きが出歩くこと自体は珍しくない。ブラントラントの吸血鬼は日光を浴びていても灰になるわけではないからだ（超常能力を発揮できないだけである）。問題はやはりその美び貌ぼうなのであった。美女ぞろいのヴァンピレラとしても図ず抜ぬけている。となれば、黒陽護符ダークサインを与あたえられたアーシュラに他ならないことぐらい、国民の常じよう識しきになっている。

　痛いたい。

　なにって、視し線せんが。

　羨せん望ぼうのまなざしも程てい度ど問題である。

「あの」

　耐たえきれなくなった剛士は二人を促うながした。

「そろそろ、城しろに戻もどりませんか」

　本当は自分の方がエラいはずなのに、美人の前だと意味もなく下した手てに出てしまう。ううむ。ま、気持ちはわかる。

「もう、よろしいのですか」スフィアがつぶらな瞳ひとみでみつめる。

　だから、それがイカんっつーの。

　などと言えるはずもない剛士はうんうんとあわててうなずき、補ほ導どう員いんの目を逃のがれようとするエスケープ高校生のごとく魔ま王おう城じようへと逃にげ戻ったのである。
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　セントール中部、ワルキュラまで約一日の位置にそれはある。



　マリウクス要よう塞さい。



　城じよう域いきは東西３キロ、南北４キロ。

　その名のごとく、ただひたすら戦うために造つくられた建けん造ぞう物ぶつであった。

　外形はカクカクとした多角形。周囲には空から堀ぼりが掘ほられ、城じよう壁へきは低く厚い。見た目に頼たのもしい背の高い城壁は基き礎そに近い部分をぶち抜ぬかれると一挙に倒とう壊かいしてしまうからである。同じ理由からいかにもという尖せん塔とうは設もうけられていない。

　そのかわりに、木造の、物もの見みや櫓ぐらが多角形の先せん端たんに築かれ、常に弓きゆう兵へいと魔ま導どう士したちが監かん視しに当たっていた。城の上空は、魔王軍の奇き襲しゆうに備え、ペガサス騎き兵へい団だんから選ばれた者たちが愛馬とともに常時警けい戒かい飛ひ行こうを繰り返している。昼は周辺を警戒するため無数の偵てい察さつ隊たいが出しゆつ撃げきし、夜は要所ごとに篝かがり火びが焚たかれ、あやしげな場所は魔導士がブライトボールで照らし出す、という具合で、まさに蟻ありの子こ一いつ匹ぴき通さない警戒ぶりであった。

　内部も質しつ実じつ剛ごう健けんである。兵へい舎しや、軍勢を鍛きたえる練れん兵ぺい場じよう、兵へい器き廠しようとまあ色気のないものばかり。ごってりと兵ひよう糧ろうが蓄たくわえられ、孤こ立りつしても二年やそこらは籠ろう城じようして戦える準備が整ととのっている。まさに、魔王領に対するランバルトの最前線基地にふさわしい陣じん容ようであった。

　この大要塞は驚おどろくべきことにわずか半年で完成した。事前に綿めん密みつな現地調ちよう査さを実じつ施しし、必要な資し材ざいすべてをただ組み上げてしまえばよいように整え、数え切れぬほどの戦せん争そう奴ど隷れいと魔導士を一挙に投入して築ちく城じようされたのである。

　工事の間はランバルト軍約二万が護ご衛えいに当たった。

　昼夜をわかたぬ突とつ貫かん工こう事じのおかげで戦争奴隷に多数の死し傷しよう者しやが生じたが、その甲か斐いあって、築城開始からわずか一週間で要塞として機能しはじめ、一ヶ月後には空堀が完成、あわてふためく魔王軍を寄せ付けなくなっていたのである。

　もちろん、厳きびしい労働に耐たえかね、多数の戦争奴隷が魔王領への逃とう亡ぼうを試みた。

　が、逃亡に成功したのはほんの一ひと握にぎりである。要塞の情報が漏もれることを恐おそれた護衛部隊が容よう赦しやなくかりたて、見つけ次し第だい、えーまぁ、アレしてしまったからである。

　要するに、実にシビアでシリアスにつくりあげられた要塞なのであった。

　表向き、この要塞は王国軍築城総そう監かんガンバート大将が設計したものとされているが、実際は異なる。昔は切れ者だったものの、いまは暢のん気きにお茶なんか飲んでいる方が似に合あいの好こう々こう爺やと化してしまったガンバート大将にこれほどシビアでシリアスな要塞が設計できるはずはないと誰だれもが知っていた。

　実は国こく王おう陛へい下かみずから設計なさったのだ……と、すぐに噂うわさがひろまった。フェラール三世がガンバート大将に設計図を手て渡わたし、それを引いん退たい前まえの花道にせよと命じた、というのである。

　フェラール自身はその点について何も語らなかったが、人々はそれが真実だと信じた。フェラール三世に対する忠ちゆう誠せいはそれほど厚あついものだったのである。

　だからこそ、フェラールが要塞内にただ一ヶ所、高い塀へいに囲まれた瀟しよう洒しやな屋や敷しきを建たてるように命じた時、誰も奇き妙みように感じなかった。それぐらいの贅ぜい沢たくを味わわれても当然、王国軍の全将兵がそう信じたのであった。



　剛士が魔王名みよう代だいを押おしつけられたその日の夜。

　フェラールの屋敷にはほとんど人ひと影かげがない。国王の信しん頼らい厚い、美形揃ぞろいの近この衛え将しよう校こうたちが警戒に当たっているだけである。国王はすでに寝しん所じよへ引きこもっていた。

　フェラールみずから内ない装そうを指し示じしただけあって、寝所の内装は要塞内にある建物とはとても思えぬほどの贅が尽つくされていた。

　白を基調とした内ない壁へきには華か麗れいな文もん様ようが彫ほられ、金きん箔ぱくで飾かざられている。最高級のケルファ生き地じを用いたカーテンが、わずかに開かれた窓から吹ふき込む優しい夜風に揺ゆれていた。

　室内には、薔ば薇らのエキスの濃のう厚こうな香かおりがたちこめ、ただ呼こ吸きゆうしているだけで人を酔よわせるほどであった。

　周囲に薄うす絹ぎぬの帳とばりがさげられた豪ごう奢しやな四し柱ちゆう寝しん台だいが微かすかに軋きしんだ。

　甘あまい、泣くような声が高くかすれる。

「んっ……ジャスティン……」

「陛へい下か……」

　え？

「ああ……そんなに深く……うっ、だめだ……壊こわれる……壊れる……」

「陛下、んっ、こんなに大きくなって……」

「ミルディス、ああ、そんなに強く吸すわないでくれ……だめになってしまうよ……はあっ」

　あらぁ？　三人ですか。３Ｐってやつですね。それにしても名前がその……

「んくっ、陛下、参ります……」

「おおっ、ジャスティン、もっと……もっと強く……ああ、お願いだ……」

「陛下、わたくしも」

「んんっ、ミルディス……いいよ……溶とけてしまいそうだ……ああ、お願いだ……わたしにも……わたしにも君を……」

　だぁぁぁぁぁぁぁぁっ！　みんな男じゃねえかぁっっっ！

　いかん。まずい時に変な場所に場面を切り替かえてしまいました。いけません。違ちがいます。このお話はそういう方向じゃありません。どっちかっつーと筆者も男性読者もアレな、ほら、まー、たまにはいいかな、という場面を描びよう写しやするつもりはありありなんですが、これはいけません。だめです。女性読者的にはどーかな、つーのは考えたりもするんですが、それよりまあううううううう、うわっ、この人たち勝手に盛もり上がってる。

「おおおっ、ミルディス、なんてたくましいんだ、君は……熱い、熱いよ」

「陛下……私も溶けそうです……くっ」

「ジャスティン、来てくれ、来てくれっ、君の滾たぎりをわたしにっ」

「陛下っ、そんなにきつく、あくっ」

　微かすかな星明かりに照らされながらもつれ合う三つのアドニスのように白く美しい裸ら身しんが同時に痙けい攣れんを起こした……ってヲイっ！　頼む！　これ以上書かせるなぁっ！　お願いだから誰だれか流れを変えてくれ！

　と、筆者の願いへ答えるかのように開かれた窓から影かげが室内に侵しん入にゆうし、寝台へと忍しのび寄った。三つの、荒あらく甘い（……）息づかいが交こう錯さくする傍そばに立ち、ぐったりとした裸体を冷つめたくみつめる。

　低い声を発した。

「陛下……ミランにございます」

　はっ、と不意を突つかれた喘あえぎが漏もれ、寝台に横たわる三つの裸体が起きあがる。

「ミラン……シレイラの手の者か。何用だね」

　帳とばりの向こうからいまだ悦よろこびに（やっぱあてる漢字はこれでしょうな）溶けているようなフェラールの声がたずねた。

「シレイラ様からの密みつ書しよにございます」

「密書？」女のようなしのび笑いが漏れる。「あの子は、さぞ怒おこっているのだろうね」

「わたくしからは申し上げかねます、陛下」

「だろうな。密書をこちらへ……」

「はい……」

　ミランが差し出した密書を、帳の向こうからのびた手が受け取った。

「御ご苦く労ろう」フェラールが言った。「しばらく休んでゆくがいい。近この衛えの中には、女でも大だい丈じよう夫ぶな者もいるよ……」

「まことに有り難きお言葉なれど……」なーんか価か値ち観が逆転してませんか、と言いたい気分を抑おさえてミランは後じさった。

「シレイラ様よりまた別の御下命をば受けておりますれば……」

　実はやおいノリが大っ嫌きらいなミランはさっと寝室のすみに控ひかえた。

「よくあの娘むすめに仕えている……やはり、契けい約やく故ゆえか……」寝台上で二人の美形近衛将校に挟はさまれ、裸身をあらわにしていたフェラールは聞き取れないほど小さくつぶやいた。表情は陰かげになってわからない。

　王族のみが開ける魔ま導どう封ふう印いんの施ほどこされた密書を読む。

　そこには、墨ぼつ痕こん淋りん漓りって表現がアレすぎますか、ともかくぶっとい筆にたっぷり墨すみをつけて潔いさぎよく記されたシレイラのメッセージがあった。



『お兄にいさま



　先日の戦いくさ、お疲れさまでした。

　お願いしたいことがあるので、軍と共にマリウクスへとどまってください。計画書はミランに持たせておきます。

　計画書がお手元に届とどきしだい、速すみやかに、いいですか、かきゅーてき速やかに行動をおこしてください。

　もし今度、勝手に軍を退ひいたら……

　国中にホモ野や郎ろうだってことバラすぞ、このボケ兄あに貴き！



シレイラ』



　うっ、と声もでないフェラールである。いやあ、そりゃそうでしょうね。彼としては従うしかないのであった。ランバルトの軍事的成功も、彼が人々から浴びている尊敬も、夜よ毎ごとハードやおいな掘ほって掘られてを楽しむ余よ裕ゆうがあるのも、すべてシレイラの天才があったればこそ、なのである。実はこのマリウクス要よう塞さいも、シレイラが設計し、築ちく城じよう計けい画かくを立てて兄の功こう績せきということにしてしまったのであった。

「次はわたしになにをさせるつもりか……」

　密書を丸めながらフェラールはつぶやく。

　しかし、生まれつき争いごとが嫌きらいな彼には、思うだけでうっとうしい。

　それでも、王としての義務感から、控えているミランに視線を向け、たずねた。

「こちらも……」ぱっと近づいたミランはシレイラから預あずけられた作さく戦せん計画書を差しだした。

「ん」フェラールは興味の持てない様子で計画書を受け取った。ぱらぱらとめくる。そこにあるのはやはりぶっとい字。シレイラ直じき筆ひつの巧こう緻ちを極きわめた作戦計画である。表紙には、



　ランバルト王国軍第２２０７緊きん急きゆう作戦計画　秘ひ匿とく名めい称しよう『紫の場合ケース・パープル』



　と、豪ごう快かいな筆ひつ跡せきで記されている。紫というのは高貴な色とされているが、実はそっち系けいをあらわす意味もある。もちろん兄への嫌いや味みであった。

「しかし、わが妹いもうとながらこの将才にはおそれいるばかりだな」戦争のことなぞさっぱりわからないフェラールは溜ため息いきとともに言った。

「御ぎよ意い」ミランは一礼した。

　だが、フェラールは彼女に応こたえなかった。

「あっ」

　と、再び甘あまい声を漏もらしたのである。寄り添そっていた美形の近衛将校が主君への愛あい撫ぶを再開したのだ。

「またですか」ミランが声をあげた。あきれ果てた、という感じである。いやそりゃそうでしょう。筆者もこれ以上書きたくありません。

「もう一度だけだ……もう一度……んっ、ジャスティン、そんなに深く……」

　あーもう好きにしてくれ。死ぬまで掘られてろ。



　　　　６



　同じ夜。ワルキュラ。

　爽さわやかな風がそよぐ、満天の星空である。

　剛ごう士しはその空を見上げていた。魔ま王おう城じようにめったやたらと備えられている尖せん塔とうのひとつ、「蒼そう天てんノ塔」の屋上にただ一人、であった。周囲にはちらちらとまたたく蛍ほたるのような光球が飛び回っている。スフィアの言葉を信じるならば、彼のことを気に入ったらしい精せい霊れいたちがあの一六畳じよう間まを出るなり集まってきて、つきまとって離はなれないのであった。それでも、塔にあがるといくらか距きよ離りを開けてくれたのは、彼がなにか考え事をしたい気分であるのを察してくれたかららしい。



　はぁ、と溜ため息いきが漏もれた。

　星空は美しかった。夜のワルキュラは精霊光で満たされているが、その輝かがやきは星の輝きを失うせさせることはない。それはどうやら、精霊光が本当の光ではなく、輝いているように……また、物ぶつ質しつが精霊光を反射しているように、視し覚かくを誤ご解かいさせるものであるから、らしいのだが、いまのところ、剛士はあまり興味を持てなかった。

　ぶっちゃけた話、それどころではなかったのだ。

（これからどうなるんだろう）

　と思っていたのである。途と方ほうに暮くれていたのだ。

　いきなり異い世せ界かいに飛ばされて、次の魔王になってくれと頼たのまれて。

　困こまってしまっている。

　自分の立場がよくわからないのであった。

　なぜ、転てん移いしたのか？

　どうして、魔王を継つがねばならないのか？

　どれだけ考えてもわからなかった。

　すでにおわかりの通り、剛士は決してイケイケゴーゴーな性格ではない。普ふ段だんはその正反対。石橋を鉄てつ骨こつで補ほ強きようしてもなお不安、というタイプである。これ以上は……という時は自分でも信じられないほど活発に動き回るが、そんな自分が決して好きなわけではない。

　というより、理由が納なつ得とくできない限かぎり、呼吸をするのも嫌いやなタチなのであった。

　面めん倒どうな性格である。うっとうしい人である。これまで、あまり友人がいなかったのも当然であった。

　学校の成績がぱっとしなかったのも実は同じである。

　中学や高校の成績などというものは、よほどの秀才をかきあつめた有名校でもない限り、どこも似にたようなものだ。成績を良くしたければ、もうただひたすら教科書に繰くり返し目を通せばいいのである。

　英語の成績をあげたければ、中間や期末の試験範はん囲いになりそうなページを一日二〇回、大声を出して読めばいい。発音の正しさなどは無む視し。単語も覚えない。文法なんか知らん。ともかく毎日二〇回読む。嫌でも読む。飽あきても読む。家族が笑っても宇宙人が地球に攻めてきても読む。うへぇ、と思うかもしれないが、予想のできる試験範囲を二〇回読むだけなら一時間ぐらいしかかからない。これを試験までの二週間、毎日かかさず続ける。

　これだけで30点しかとれない奴やつが80点以上とれるようになる。受験や英語そのものの理解にはあまり役に立たないが、成績そのものは良くなる。

　数学ならば、ひたすら方ほう程てい式しきの暗記、その方程式を用いそうな問題のパターンを覚え込む。これに一日一時間。こっちの方は受験にもかなり役に立つ。

　国語は……時間を見つけて、色々な本を読めばいい。半はん裸らのねーちゃんが剣けん振り回しているような表紙や、美人教師が濡ぬれたり啼ないたりしているようなタイトルの本以外も読む。やはり一日一時間。うっとうしい表現や面めん倒どうな漢字を使う字面に慣れていれば、自然と、力がついてくる。

　すべて、誰でもできることである。実は、学年10位うへへへと学年後ろから数えて10位ああ父さん母さんごめんなさい、という間にある差はこの程度のものにすぎない。

　剛士もその例外ではない。世に言う、やればできる子、なのであった。

　だが、これまで「やった」ことはない。

　いらんことを考えてしまうからであった。なにかを「やる」には、それなりに理由が必要だと思ってしまうのである。時には、理由などなしに進む必要があることが、認められないのであった。

　徹てつ底てい的に損そんな性分と言える。この先、この性分が変わることなどないであろうから、生しよう涯がい、損な人であっただろう。大学に合格できたとしても誰も名前を知らないようなところ、卒業してもろくな就しゆう職しよく口ぐちなし、そのあともまぁ……という長い灰はい色いろの道が見えてしまう（道はもちろん舗ほ装そうされていない）。

　天抜市でそのまま生活しつづけていたならば、だが。

　実は剛士君、その程度のことはわかっていて、自分なりに覚かく悟ごを固めていたのだった。先のことは全然わからないが、たとえ灰色の道であっても歩き続けるよりないのだなぁ、という程度のことは思っていたのである。彼ほどひどくないにしろ、やはりそれほど華はなやかではない人生を歩いてきた父や、その父に辛しん抱ぼう強づよく付きあっている母を見ているうちに自然とそう考えていたのであった。自分がまったく大たい志しを抱いだくタイプではなく、生きている環かん境きようが血湧わきお肉ダンスする冒ぼう険けんの時代ではないということもわかっていたのだ。

　だが。

　変わってしまった。

　なにもかもが変わってしまった。

　わけのわからないファンタジーな世界。

　大戦争。

　美少女。

　兄にいちゃん兄ちゃん、魔ま王おうになってみんか？

　なのであった。冒ぼう険けんというレベルすら突つき抜ぬけ、我わが征ゆく道は覇は道どうなれば、所しよ詮せんは血ち塗ぬられておる、わははははは、ならばこの名を歴史に刻きざんでくれよう、な未来に変わってしまったのである。

　正直言って、大弱りなのであった。

　それはそうです。つい何日か前まで、剛士は苛いじめへの対たい抗こう策さくで必死になっていた一いつ介かいの高校生だった。それが突とつ然ぜん、異い世せ界かいに飛ばされるは、戦場に放り出されるは、人間ではなく魔物側に助けられるわ、魔王様は同どう郷きようのオタクなロリコン兄ちゃんだわ、素す直なおに受け入れろという方が無理なのであった。とりあえず総そう帥すいということでおさまったものの、剛士の気分はさっぱり楽にならない。

　むしろ、いよいよもってエライことになってきた、という思いの方が強い。

　なものだから、深夜、優しいスフィアが部へ屋やから下がったあとで尖せん塔とうになぞ登ってしまった。スフィアがどれほど気き遣づかってくれても、環かん境きようの激げき変へんに頭も心も追いついていないからであった。

　いや、実は魔王になることそのものは、それほど嫌いやではない。魔王。いい響ひびきである。剛士君はマルチエンディングのゲームの場合、必ず途と中ちゆうで悪の帝てい王おうになる道を選ぶタイプなので、むしろ楽しみなぐらいだ。

　問題なのは、その魔王という選せん択たく肢しが現実のものであることだった。

　王であるからには責せき任にんというものがつきまとうのだ。ゲームとは違ちがい、うまくいかないからリセットしてもう一度、というわけにはいかないのである。

　大軍団を率ひきいて敵てき国こくを攻せめ滅ほろぼし、ぐわはははは男は殺せ女は×せ、姫ひめ君ぎみはわしの元に連れてこい、だけでも済すまない。大軍団を編成するには人手とお金と時間がかかるし、その人手とお金と時間をどうやって見つけるか考えねばならないし、見つけたら見つけたで周囲をなるべく納得させた上で集めねばならないし、と大変である。

　なによりも大変なのは、なぜ、そんなことをしなければならないかであった。

　もともと、生き物というのは暢のん気きにだらだらと暮くらしたがるように生まれついている。魔物だって例外ではない。剛士も大賛成である。

　なのに、戦わねばならない。

　魔ま王おう領りようの場合、それはまだいい。ランバルトによる侵しん略りやくという現実が後あと押おししてくれる。

　剛士が引っかかっているのはその先であった。

　なぜ、自分が魔王になって魔王領の権けん力りよくを握にぎらねばならないのか、さっぱりわからないのであった。縁えんもゆかりもない世界の、わけのわからない国の興こう亡ぼうについていきなりゲタを預あずけられても困るばかりなのである。

　だからこそ情けなくも溜ため息いきなんか吐ついていたりするのだ。



　地平線から赤く輝かがやく月があらわれた。地球のように丸い月ではなく、いびつな形をしている。ブラントラントの夜を照らす三つの月の一つ、〈血ノ月〉であった。その色から、吸きゆう血けつ族ぞくの守しゆ護ご月づきとされている。

　血ノ月は地球の月とは比くらべ物にならないスピードでぐいぐいと空高く登ってゆく。

　その光景の雄ゆう大だいさに、剛士は悩なやみも忘れてみとれた。

　すっ、と夜空を通り過すぎる影かげに気づいたのはその時であった。

　コウモリのような羽が見て取れた。

　その中心にあるのは、人ひと型がた。

　優ゆう雅がなシルエットは、明らかに女のものである。

　剛士は魅み入いられたようにシルエットを見つめ続けた。

　相手も気づいたようだ。

　空中に静止し、剛士の方を向いた。

　剛士は息を呑のんだ。

　空中のだれかさんはすべてがシルエットになっている。

　が、美しい。

　魂たましいを吸すい取られてしまいそうなほど美しい。

　頭のあたりで、並んできらめいている菫すみれ色いろの光が目なのだろうか。

　そのまま五分ほどの時間が流れた。

　剛士と空中のシルエットは、そのあいだ、ただお互たがいを見つめ続けた。

　深夜のお見合い（？）を突とつ然ぜん、うち切ったのはスフィアの声だった。

「剛士様？」

　ちりん、と鈴すずの音ね。

　空中のシルエットに視し線せんを据すえていた剛士は、あわてて振ふり返った。ひどくバツの悪い……浮うわ気きして帰った小しよう心しん者ものの旦だん那なさんに似にた気分、になったのだが……

　スフィアを目にした途と端たん、ごくり、とツバを飲み込んでしまった。

　いやあの、ほら、あえて名詞は書きませんが女性が着る薄うすい布ぬの地じを用いたひらひらのナイトウェアがあるじゃないですか。

　スフィアはあれをまとっていたのだ。

　さらに申し上げれば……彼女の全身は、微かすかな燐りん光こうを発してもいたのであります。

　星空のもとで光り輝かがやく美少女。

　形容詞としてはよくあるが、それが現実の光景になっていたのである。

「剛士様？」

　スフィアは案ずる様子であった。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

「ん、いや、別に」剛士はあわててうなずく。全然大丈夫ではないのだが、理由を尋たずねられると困るのでそういうことにしておかなければならない。

「ちょっと寝ね苦ぐるしくて。それに、夜景をみたことがなかったし」

「まぁ」スフィアはくすくすと笑った。身体からだの揺ゆれにあわせて、鈴がさらに蠱こ惑わく的な音を響ひびかせる。

「言ってくだされば、ご案内しましたのに……」

「うん、いや、ただの気まぐれで」

　剛士の慌あわてぶりがおかしかったのか、スフィアはまた笑った。燐光がふわっとひろがってゆく。この世の者ではないと思わせる、幻げん想そう的な姿だ。決して水分でもフェロモンでもない、超ちよう越えつ的ななにかで作り上げられた美しさ。

　剛士はそのことについて尋ねる気になれなかった。

　圧あつ倒とう的でありすぎるのだ。

　疑ぎ問もんを抱だくことすら許ゆるさない美しさに脳のうが痺しびれてしまっている。

　見つめているうちに、意識がぼやけ、引きずり込まれそうになる。

　スフィアのこと以外、なにも考えられなくなってくる。

　剛士があわてて彼女から目を逸そらせてしまった理由はなんだろう。

　理由は、本人にもわからない。

　いろいろと、我が慢まんができなくなる……相手の気持ちも考えずに行動してしまう、という危き機き感はもちろんあった。なによりも股こ間かんがそれを教えてくれている。

　だが、それだけが理由ではなかった。

　スフィアの姿に、剛士は美しさを超こえるもの、男が女に対して抱くイメージを超える何かを感じ取ったのだった。

　それは、とても甘あまく……

　とても、危険なものに思えた。

　剛士の胸に兆きざすものがあった。

　どこかに眠ねむっていた疑念が、生来の疑り深さが目を覚ましたのだ。

　そういえば。

　僕ぼくは、スフィアについて何も知らない。

　ウルトラスーパーな美少女で、その姿を見ているだけでぽぉっとしてくるとか、このブラントラントについて知らぬ事はないほど頭がいいとか、そういうことではない。

　スフィアが何者か、まったく知識がないのだ。

　自分のこと（特に趣しゆ味み）については嫌いやになるほど詳くわしく教えてくれた田た中なか魔ま王おう陛へい下かも、スフィアのことは何も教えてくれなかった。ただ最初から、そこにいるのが当たり前の存在として扱あつかっていた。アーシュラも同じだ。

　剛士はハっとした。

　そう言えば僕ぼくはなぜ、スフィアが何者かについてただの一度も考えたことがなかったのだろう。僕の性せい格かく、と過か去この経けい験けん……ただの一度も女の子からまともに扱われたことがない悲しい過去からして、そのことを一番気にするはずなのに。

　浅あさ黄ぎ色いろに美しく揺ゆれる髪かみと藍あい色の瞳ひとみ。

　非現実的なほどに完かん璧ぺき美少女がここにいる。

　僕に従ってくれている。

　しかし彼女は……

　頭がぼんやりしてきた。

　剛士は懸けん命めいに意識を集中しようとする。

　無む駄だだった。努力しているあいだにも集中力がどんどん薄うすれてゆく。

　なにかおかしい。

　なにがおかしいのだ？

　だが、考えていられたのはわずかな間にすぎなかった。

「どんなことでも、ご遠えん慮りよなくご相談ください」と、スフィアが剛士の背せに手を添そえたのだ。

　ちりん、と涼すずやかな音。

　スフィアの暖かく、柔やわらかな手のもたらす心地ここちよさ。

　背筋に電流にも似にた衝しよう撃げきが生じた。なにかについて考えようとしていた気分が失うせてゆく。

「う、うん……そ、それにしても、あれ、あれだよね、きれいだよね、街まちが」

　白しら々じらしいというか悲しいというか、ごまかそうと努力する剛士。

「魔ま族ぞくは夜を好むもの……冷えておられますね」

　スフィアはそうつぶやくと、剛士の背中に自分の身体からだを押おし当てた。両りよう腕うでを回し、そっと抱だきしめてくる。頭ひとつぶんは背が高いので、剛士を抱きかかえるような姿し勢せいになった。

　絶体絶命。底知れぬしなやかさと柔やわらかさを備えたスフィアの感かん触しよくを背後から味わいながら、剛士はアレでナニがどうした、という状態である。

　もう、夜景など目に入らない。

　同時に、異常な感覚にもとらわれていた。

　浮ふ遊ゆう感かんに近い、頼たよりなげなもの。

　スフィアの暖かみが伝わるたび、さきほどまで思い悩なやんでいた事こと柄がらが、たいした問題ではないように思えてくる。

　そして、睡すい魔ま。

　冴さえていた意識がとろとろと溶とけ、身体が重くなってくる。

「スフィア……」

　剛士はさからうようにつぶやいた。

　なにか、大事なことを忘れているような気がしてしかたがなかった。

　スフィアと、ブラントラントに飛ばされる前の自分をつなぐもの。

　そして、さらに重要なこと。



    

  
    
      　僕はそれを考えていたはずだ。

　しかし、思い出せない。

　スフィアのぬくもりだけが意識を占しめている。

　いったい、何を忘れている？

　なぜ、思い出せない？

「もうしばらくこのままでいましょう」

　耳元をくすぐるスフィアの囁ささやきに逆らう気力は、残されてはいなかった。

　救いを求めるように剛士は夜空を見上げた。

　あの美しいシルエット。

　しかし、空には無数の星々と、はやくも高々とのぼりつめた血ノ月があるばかりだった。

　もう目をさましていられない。

　だが、薄うすれゆく意識の中で剛士はただひとつだけ確信じみたものを得ていた。

　なにもかもわからないことだらけ。とうとう魔王領総そう帥すいなど押しつけられて困り果ててはいるが……



　この世界は、美しい。



　遠くで、微かすかな声がきこえた。

　泣き詫わびているような囁きだ。

「お許しください……あなたにお願いするほかないのです……」



　自分がどうやって部へ屋やに戻もどったのか、剛士にはわからなかった。

　ほんわかぷわぷわ、波間を漂ただよっているクラゲのような眠ねむり。

　が、剛士がその贅ぜい沢たくを味わっていられたのはほんの一時間ほどに過ぎなかった。

　突とつ如じよ、深夜の王おう城じようにバンシーたちの発する悲しげな泣き声が鳴り響ひびいたのである。

「警けい報ほうよ！　警報よ！　マリウクス要よう塞さいの敵軍が動いたの！」

　ランバルト軍が行動を開始したのだ。



    

  
    
      
        ３　奇き襲しゆう攻こう撃げき！　魔ま王おう領りよう大ピンチ



      

    

  
    
      

　　　　１



　魔ま王おう城じよう・中央作戦指し揮きセンター。田中魔王陛へい下かの趣しゆ味みにあわせてやたらとでかい地図や巨きよ大だいな会かい議ぎテ卓ーブルやジ○ン公こう国こくの国章が飾かざられた、体育館なみの広さを持つ部屋だ。24時間体制で運営されており、敵味方の軍に関する最新情報がブラントラント全土からかき集められ、一目でわかるようにばかでかい地図や表に記され続けている。すべての情報は、部屋の中央にでんとあぐらを組んだ指揮センターの当とう直ちよく司し令れい、ヒュドラのレルネー・エキドナ・テュポーン大たい佐さが人間を含ふくめ様さま々ざまな動物を取りそろえた一〇〇個の頭と二〇〇個の目で監かん視しし続けている。この指揮センターとヒュドラのレルネーは、これまでの魔王領防ぼう衛えいで大いに力を発はつ揮きしてきた。情報がある限り、絶対に見み逃のがすことがないからだ。

　なにしろレルネーには脳も一〇〇個備わっている。彼の情報処しよ理り能のう力りよくはスーパーコンピュータを遥はるかに凌りよう駕がしているのだ。要するに彼はワンマン参さん謀ぼう本ほん部ぶなのである。なお、この指揮センターはレルネーとやはり一〇〇個の頭を持つ怪かい魚ぎよ、百ひやく頭とうのカピラ・バラモン大佐が12時間交こう替たいで運営している。

　だが、今夜ばかりはレルネーの顔（×１００）も青ざめている。普ふ段だんならばランバルト軍が出しゆつ撃げきする半日以上も前に、その兆ちよう候こうを掴つかむことができるというのに、今回は軍勢が城しろを出た一時間後になってようやく判明したからである。これは大変なことなのだ。迎むかえ撃うつ側、つまり魔王軍は、これから兵力を集め、敵の目的を推定し、そののちに軍を出撃させねばならないからだ。動きだすまでにえらく時間がかかるのである。敵に主しゆ導どう権けんを握にぎられてしまった、というわけだ。

「マリウクスよりの敵軍、すでにセントール方面へ進撃中。これはデイス・演習ではイズ・ノツト・ないア・ドリル。繰リりピ返ーすト、これはデイス・演習ではイズ・ノツト・ないア・ドリル！」地図を見つめているレルネー（蛇へび頭あたま）が報告した。

「戦力はわかるか」レルネー（人ひと頭）がたずねる。

「兵力は一万以上！」レルネー（山や羊ぎ頭）がもぐもぐと言った。

「一万ということはないだろう。もっと多いはずだ。見落としはないのか」レルネー（獅し子し頭）がツッこんだ。

「セントール街道上にはそれだけだ」レルネー（豚ぶた頭）がぶうたれた。

「別動隊がいるはずだ。警けい戒かいしろ警戒しろ」レルネー（鷲わし頭）が叫さけんだ。

　その他の猫ねこ頭や河か馬ば頭や馬うま頭や竜りゆう頭たちは、お互たがいにやいのやいの言いながら作戦会議を開いている。

「目的はなんだ目的は」

「またセントールで戦うつもりか」

「迎げい撃げき準じゆん備び、どうした！」

　一人だけなのにわいわいがやがや、騒そう々ぞうしいことこのうえない。

　指揮センターはさらに騒さわがしくなっていった。続々と魔ま族ぞくたちが詰つめかけてきたのだ。泥でい酔すいした中年男すら一撃で目を覚まさせてしまうバンシーの泣き声でたたき起こされた魔王領要よう人じんと魔王軍高級将校たちだ。

「中央セントラル・魔法局マジツク・エージエンシーはなにをしていたのだ」ゴブリン族を率ひきいるクォルンが指揮センターに顔を見せるなり大声で言った。

「ハイム殿どの！　セシエ・ハイム局長殿！」

「ここよ、ここ」あっけらかんとした声がこたえた。15歳さいぐらいにしか見えない、スレンダーなエルフ娘むすめだ。身長１５０センチ。肩かたまであるさらさらの金きん髪ぱつ、くるりんとした緑の瞳ひとみ。とがった耳。なんかもう、ぽよよん、という効果音が似に合あいそうである。

「ハイム殿、どういうことだ。マリウクスのランバルト軍は常に監かん視ししているはずではなかったのか」クォルンはハイムにきつい声でたずねた。

「見み張はってたわよ。見張ってたの」セシエはつんと桜さくら色いろの唇くちびるをとがらせた。いやま、かわいいことはかわいいですが、これでも２５６歳です。ほら、エルフだし。

「ヴェアウルフさんたちに頼たのんでマリウクスの周囲をぐるりと見張ってたんだから」

「ならばなぜ、奴やつらが動き出すまでわからなかったのだ」

「だって、急だったんだもん。なんにも前ぜん兆ちようがなかったの！　だからレルネーちゃんも困ってるでしょっ」

　セシエはぷんすかぷんであった。マリウクス要よう塞さいのランバルト軍はまさに彼女の言葉通り、突とつ如じよとして行動をおこし、城門から出しゆつ撃げきしたのである。魔王領の情報収集すべてを任まかされている中央魔法局ＣＭＡはけっしておマヌケな情報機関ではないが、これでは、事前の警告をレルネーに発することすらできない。

「むぅ」

　クォルンは三国志ノリの太い呻うめきを漏もらした。ま、イノシシ顔の人なので妙みように似に合あっている。

「テュポーン大佐！」クォルンはレルネーを呼んだ……が、その直後、しまったという表情を浮うかべ、両耳に手を伸のばした。

　が、少し遅おそすぎた。一〇〇個の頭が一いつ斉せいにクォルンに返事をしたのだ。

「はい」

「おう」

「はいな」

「毎度」

「はっ、閣かつ下か」

「なんか用か？」

「押おし忍にん」

「ちょーだりぃ」

「システムエラーです。ソフトウェアの製造元に連れん絡らくしてください」

「ぐーぐー」（イビキ）

　えーとこれで10個だからお返事はあと九〇個。全部書いてページをかせぎたいところだが、残り九〇種類の返事を書くだけで疲つかれ切ってしまうのでパス。クォルンがいちいち聴きいてやしないと思っていい加か減げんなこと言ったり、サボったりしてる頭ヤツもいるし。

「このあいだの戦い以来、なんの兆ちよう候こうもなかったのか……返事は一人でいいぞ」クォルンは一斉に返ってきた返事で痺しびれかけた耳をとんとんと叩たたいている。

　九九個が元の仕事に戻り、猫頭だけが言った。

「今日きようが初めて。びっくりしたにゃ」

　クォルンはもういいと手を振ふり、つぶやいた。

「奴ら、最初からの計画だったのか」

「それはどうかな」口を挟はさんだのは身長、というより全長５メートルほどもあるウィングドラゴンであった。片目はアイパッチで覆おおわれ、尖とがった鼻先にはチョビ髭ひげ。太い葉巻なんかくわえちゃったりして、いかにもという感じである。翼つばさがあるおかげで普通の服は着られないので、首にかけ、腹はらのあたりで紐ひもをしめる、ウィングドラゴン専用の軍服を身につけていた。要するによだれかけスタイルですね。

「ラッシュバーン大たい佐さ」クォルンはウィングドラゴンを見上げた。ラッシュバーンは魔王軍有数の戦力を備える第１０１空中突とつ竜りゆう戦せん隊たいの指し揮き官かんであり、自みずからもランバルトのペガサス空中騎兵３５２騎撃げき墜ついを誇ほこる大撃墜王だ。その発言には重みがある。

「ハイム殿どのが前ぜん兆ちようをとらえそこなったのも無理はないかもしれない。ここ数年、ランバルトの行動はつねに我われらの不意を突つくものだった。今回も同じではないだろうか。わたしにはむしろ、彼ら自身も驚おどろいているような気がしてならないのだが」

　ラッシュバーンはいかにも火を吐はきそうな尖とがった顔には似に合あわないほどの思し慮りよ深ぶかい顔つきだった。

「うむ。あるいはそうかもしれぬ。フェラールは大戦略家だからの。軍の状じよう況きようはどうなっておる？　第７及および第８ゴブリン強きよう攻こう連れん隊たいには儂わしの権けん限げんで出撃準備を整えさせておるが」クォルンは地図を睨にらんだ。

「私の戦隊もすでに集結させた。ハーピーもすぐに集結するだろう」打てば響ひびく、という間まの良さでラッシュバーンがこたえた。

「他はどうだ」クォルンは室内を見回した。

「第６５３重ゴーレム大隊は集結を終わっただよ」ラッシュバーンと同じぐらいの背せ丈たけがあるストーンゴーレム指揮官、ゴルザック少佐がのっそりと応じた。

「第６トロル義ぎ勇ゆう槍そう兵へい連隊もすぐに終わる」背の低さが曲がった背中と地に着くほど長い両りよう腕うででさらに強調されているトロル師し団だん長ちよう、ブーラーン大佐が言った。酒さけ灼やけした赤ら顔にふさわしく、手にはトロル族御ご愛あい飲いんの鼻が曲がりそうなほど臭におう混ぜ物酒の瓶びんを握にぎり、手が震ふるえだす度たび、ぐびりぐびりとやっていた。

　本人も周囲もそれを気にする様子はない。ほとんどのトロルはアル中であるからだ。

　他の魔族たちが応じる前に、ブーツで床ゆかを叩たたきながら、真っ黒な軍服で身を包んだヴァンピレラとヴェアウルフがあらわれた。

　深しん紅くのベレーを被かぶったヴァンピレラはボブカットされた燃もえあがるような赤毛の持ち主で、美人だがちょっと冷たい目つき。

　漆しつ黒こくのベレーを被ったヴェアウルフは筋肉だけで全身ができあがっている感じの、隙すきのない態度である。

　ヴァンピレラはカツン、とブーツの踵かかとをうち合わせてクォルンに言った。

「第22特殊スペシヤル・吸血鬼ヴアンピレラ・戦隊スコードロンは、陛へい下かの御命令がありしだい、ただちに出撃可能です」

「出撃ったって、昼間はただのねーちゃんじゃないか、カミラ」ヴェアウルフがまぜっかえした。

「うるさい。役立たずの犬どもが何を言うか」女吸血鬼ばかりの第22特殊吸血鬼戦隊、通称ＳＶＳ指揮官のカミラ・バーナバス大佐はヴェアウルフを睨んだ。

「第21特殊スペシヤル・人狼ヴエアウルフ・戦隊スコードロン、いつでもいけるぜ」実に精せい悍かんな印象のヴェアウルフ──ウィル・ハイトマン大たい佐さは歯切れ良く言った。こちらはＳＷＳと呼ばれる特とく殊しゆ部ぶ隊たいを率ひきいている。

　ＳＶＳとＳＷＳは特殊作戦をともに担当している。このため、お互たがいに功こう績せきを競きそいあう関係になっており、当然、仲は悪い。特殊部隊としては空中を自由に飛べ、自じ在ざいに姿を消せるＳＶＳの方が優位に立っているが、一方的な関係ではない。黒陽護符ダークサインを与あたえられていないヴァンピレラたちは昼の間、一切の魔ま力りよくと超ちよう人じん的な体力を失うからである。前にも触れたがブラントラントのヴァンピレラは日光を浴びても灰はいになどならないし十じゆう字じ架かも効果はない（だってキリスト教なんて存在しないもんね）のだが、要するに、日中は普ふ通つうのお姉ねえさんになってしまう。あ、もちろん身体からだは鍛きたえているから、素すでもそこらへんの兄あんちゃんなど指一本触ふれられないぐらい強い。

　実は人じん狼ろうも同じではある。ブラントラントには四つも月があるので、ひとつきの半分ぐらいは変身できたりするのだが、それもまた夜だけのこと。昼間は身体を鍛えた体格のいいお兄にいさんになってしまうのだった。

　だが、一いつ般ぱん的に言って、身体を鍛えたお兄さんとお姉さん、どちらが強いかといえば前者である。そして戦争は、夜だけ戦われるわけではない。なんとなくバランスがとれているのであった。

「魔ま導どう士しは。魔導士はどうした」クォルンはせっついた。

「あ、どーもー」緊きん張ちよう感かんのカケラもない声が応こたえた。ハンサムだがふやけたノリの人ひと族ぞくの青年である。魔導士用のいかにもなローブこそ着こんでいるが、あとは毛け糸いと帽ぼう、茶ちや髪ぱつ、耳ピアスというファッションで、全身からあーだりー、という空気を発散していた。

「いやあ、バイトがなかなか終わらなくて。あ、一応、召しよう集しゆうはかけときましたから、いつでも出撃ＯＫっスよ。あ、セシエちゃん、イエイ」

「ジョス、はぁい」

　セシエは第11魔導聯れん隊たい長ちようジョス・グレナム大佐とバスケ選手のように宙ちゆうで手を打ち合わせた。

　クォルンは額ひたいを押さえた。先代の、だれからも尊敬されていた大魔導士が亡なくなったあとで跡あとをついだグレナムはいつでもこのノリ。どうにも付き合いきれないのだった。

「いゃあ、ハイエルフの未み亡ぼう人じんに呼ばれちゃってさぁー、いいところだったんだけどぉ」

　クォルンの気分に全然気づいていないグレナムはセシエ相手に『バイト』の話をしている。いったいどんなバイトなんだろう。

　ともかく、これで魔王軍主力部隊の出撃準備は整ととのったことになる。他の部隊もそれに続くだろう。警報から30分と過ぎていない。魔王陛下の御ご指し導どうよろしきを得て、というか、ここ二〇年、ぴしぴしと軍を鍛えてきたアーシュラのおかげであった。

　そのアーシュラは？

　クォルンは周囲を見回した。これまでならば、常にアーシュラがいちばんに指揮センターへ駆かけ込んできたものだったからだ。

　が、彼女の姿はみえない。

（いったいどこで引っかかっておるのか）

　クォルンは牙きばをうごめかせた。

　そして、すぐにその理由に気づいた。

　アーシュラの声が聞こえてきたのだ。



「ほらほら、急いで、急いで」アーシュラは廊ろう下かをよたよたと歩く剛ごう士しにうるさく言った。

「あ、走ってはなりません！　王族は常に堂々としていなければならないのです」

「うう」剛士は寝ねぼけ眼まなこをこすりながら歩調を整ととのえた。といっても、本人がそのつもりであるだけだ。相変わらず、ペンギンが歩いているようにしか見えない。

「剛士様、お召めし物を」背後に付いていたスフィアが学生服の上うわ着ぎをかけた。彼女の方はいつ着たものか、きちんとした女子高生スタイルである。

「こんな夜中にいったいなんなの」剛士は生あくびをかみ殺しながら質問した。

「マリウクスのランバルト軍が動いたのです。再びセントールを目指しています」アーシュラはぴしりとした声だ。

「全軍に、出動待機命令が下されました」

「マリウクス」剛士ははれぼったい顔をさすりながらつぶやいた。

「って、なんだっけ？」

　アーシュラは額を押さえ、牙を剥むきだして怒ど鳴なった。

「ランバルトの造つくった要よう塞さいです！」

　腹立ちのあまり、我が慢まんできずに、剛士へ思い切り息を吐はきかける。

「ひっ」

　甘あまい香かおりを漂ただよわせてはいるが、氷よりさらに冷たい息が剛士の顔を打った。背筋がぴくんぴくんと震ふるえ、眠ねむ気けが吹ふき飛ぶ。ヴァンピレラの特技であるアイスブレスだ。本気になれば剛士など一いつ瞬しゆんで凍こおり付いてしまう。なお、ヴァンピレラの特とく殊しゆ能のう力りよくは、黒陽護符を持っていても、昼間は効果が激減する。

「目は覚めましたか」アーシュラは睨にらんだ。

「覚めた、覚めました」丸めた背を震ふるわせながら剛士は何度もうなずいた。

「コーヒーをどうぞ」スフィアが肩から提さげていた本物の魔法瓶びんからコーヒーを注ぎ、剛士に差し出した。何代か前の魔王が持ち込んで以来、コーヒーは魔王領でも人気のある飲み物になっている。

　コーヒーはもちろんブラックだ。

　剛士は顔をしかめてそれを飲み干した。カップを返してスフィアにうなずく。

「ありがとう」

「どういたしまして」スフィアはにっこりした。

　剛士はかすかな驚おどろきを覚えた。

　いや、あいかわらず美少女中の美少女だなぁ、と驚いただけではない。

　スフィアが元気いっぱいだったからだ。

　警報が鳴るまで、彼女も眠っていたはずである。深夜という点から考えて、熟じゆく睡すいしていたはずだ。

　となれば、いくらか、不ふ機き嫌げんで、むくんだ顔をしているのが当然のはずである。魔ま族ぞくもその例外ではないはずだ。実際、ヴァンピレラなのにどーして、と思えるほどアーシュラは不機嫌そのもの。城内でみかける魔族たちも同じである。

　が、スフィアだけが例外だった。

　いつもと変わらず、みずみずしい美しさのまま、優しく接してくれる。

　いや、普ふ段だんよりもさらに美しく、優しく思えるほどだ。

　うーん、これはどうしたことでしょう。

　思わず考え込んでしまう。やはりスフィアは並なみの魔族とは違うのか……

　意識しないうちにあくびをかいていた。

「総そう帥すい！」すかさずアーシュラ。

「いや、まだ眠ねむくて」剛士は言い逃のがれようとする。

「当然ですね」アーシュラは容よう赦しやなく決めつけた。

「尖せん塔とうの上で夜よ更ふかしなどしているからです」

「え？」

　剛士はアーシュラを見上げた。

「なんで知ってんの、軍ぐん事じ顧こ問もん」

　しまった、という色がアーシュラの横顔に浮うかんだ。

　が、すぐに顔をそむけて剛士を叱しかる。

「どうでもいいでしょう、そんなことは。いまは、御役目を果たすべき時です」

「いやま、あの」剛士は慌あわてふためいていた。

　当然だろう。スフィアに後ろから抱だきしめられてふわわんぽよよんとしていた間ま抜ぬけ面づらをアーシュラに見られていた！

　全身の血が逆流し、恥はずかしさで顔が真まっ赤かになった。なんつーかもう、アレね、滾たぎるモノを抑おさえきれずに熱中しているところを家族に見られたような感じである。

「さぁ、背筋を伸のばして！　皆みな、あなたに注目しております」

　紅あかくなったり蒼あおくなったりを繰くり返している剛士にアーシュラは冷たく言った。彼の気分がようやく落ち着いたのは、スフィアがそっと背中へ手を当ててくれてからだった。

「ところで、あのさ」剛士はおずおずと言った。

「僕ぼくはなにをしたらいいの」

「なにをって」

　アーシュラは再び額ひたいを押さえた。

「陛へい下かとともに軍を率ひきいるのです！」

「あっ、そう……って、えーーっ！」剛士はのけぞった。なにがどうなるにしろ、もう少し余よ裕ゆうがあるのではないか、と思っていたのだ。

「なにか御ご不ふ審しんでも？」と、牙きばを剥むきだしたままのアーシュラ。

「いやあのちょっと、そんな急に。心の準備が」剛士は蒼くなっている。「いきなり戦争なんて」

「それ以外に軍を出動させる理由がありますか？」

「だって戦争なんかしたら怪け我が人がでるし」

「あ、あなたはいったい……」

　アーシュラはあんぐりと口をあけた。ずぞぞぞっ、と血の気の引く音が響ひびき、頭がくらくらしていた。

　このちんちくりんな総そう帥すい閣かつ下か、なんかもう、ボケているとかそういうレベルではない。なんにもわかっていないのだ。

「ほら、それにもしかしたら誰だれかが死ぬかも……」

　ヴァンピレラ軍事顧問の驚きにまったく気づいていない剛士は続けた。

　思わず天を仰あおぐアーシュラ。

　もう我が慢まんできない。アーシュラはついにブチ切れた。

「だぁぁぁーっ、なに考えとんのじゃ、おのれはぁっ！　もーやだぁ！　お父様ぁぁ！　アーシュラおうち帰るぅ」



　アーシュラの怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「アーシュラおうち帰るぅ！」

　あっちゃー。

　クォルンは頭を抱かかえた。

　他の連中は顔を見合わせている。セシエとじゃれていたジョス・グレナムまで驚きの表情を浮かべていた。

　次の魔ま王おう陛へい下かたるべく、異い世せ界かいからやってきた小野寺剛士が、まったく頼たよりなさそうな人であることはすでに噂うわさになっていた。これまでならばそれでも良かった。魔王領はおおむね平和そのものだったし、頼りなげに思えた歴代の魔王たちも、しばらくするうちに自分の担になうべき仕事を見つけ、魔族たちから敬うやまわれ、感謝される存そん在ざいになっていった。

　が、今回は事情が違ちがう。

　小野寺剛士には他の魔王たちに与あたえられていた時間がないのである。負まけ戦いくさ続きの魔王領は実際、シャレにならないところまで追いつめられているからであった。

　このため、剛士の姿を目にした者がほとんどいないにも拘かかわらず、こりゃイカンのではないか、という話があちこちから出ていたのであった。むしろいまの陛下をもり立てていったほうがいいのでは……と少なからぬ有力部族たちが考えている。

　これまですべての魔王に忠ちゆう誠せいを尽つくしてきた魔族たちが、剛士に限って不安を抱いだいたのには、他にももっともな理由があった。

　合計して40人ばかりになる歴代の魔王たちは、確かに魔族へ恩おん恵けいをもたらし続けてきた。文字だったり、学校教育だったり、複ふく式しき簿ぼ記きだったり、コンビニ経営法だったり、外交だったり、ともかく、魔族の損になることをした魔王は一人もいなかった。

　驚くべきことに、進みが遅おそいことはあっても、失政というものは存在しなかったのだ。魔族たちの魔王に対する信しん頼らいはその点に立りつ脚きやくしている。

　だが、40人もの魔王たちがもたらさなかった技術がただひとつだけある。

　戦争、であった。

　社会制度の一つとして軍隊の制度や参さん謀ぼうというものを持ち込んだ魔王はいた。しかしそれは戦争という目的に限らない、官かん僚りよう制せい度どや会社組そ織しきまで含ふくんだものだった。どうやって精強な軍隊をつくりあげるかは、誰も伝えなかった。

　戦争ばかりしているランバルトに勝てないのも当然である。

　この三年うち続いた負け戦の間に、魔族は自分たちがつくづく戦争に向いていないと思うようになっている。いまも魔王領が生き残っているのは、田中魔王陛下の外交術とアーシュラの努力が効こうを奏そうしたからにすぎない。

　だが、それも限界に来ている。負け続けている国と親しく付きあおうという国はないし、アーシュラ一人が優れていても、魔王軍には全体として、緊きん張ちよう感かんというものが欠けていた。魔族は人間とは違い、足あし並なみ揃そろえて大行進、などという無ぶ様ざまな真ま似ねが嫌きらいなのである。でなければ、一対一になれば、人族など及およびもつかないほど強力な魔族がランバルトに追いつめられているはずがない。

　なものだから、ここ数年、次の魔王の出現を望む声は強く存在した。だれあろう田中魔王陛下が一番強く願っていた。

　そして、剛士が出現した。

　泣きわめき、小便漏もらしながら。

　うわぁ、であった。

　今度はきっとシュワルツェネガーとスタローンとヴァン・ダムの遺い伝でん子しを混ぜたような魔王様が来てくれることを願っていたというのに、よりにもよって剛士君である。

　悪い噂うわさはすぐにひろまる。剛士を見たことがない者でも、彼が、英えい雄ゆうのイメージからほど遠い人であることを知り、がっくりきた。

　これまで常に自分たちを助けてくれた異世界出身の魔王陛下という存在も、とうとうタネ切れになったんではないか、と皆みなが思ってしまったのだった。

　率そつ直ちよくに言って、クォルンも彼らに賛成したい気分であった。セントールで剛士と直接会っていた彼は、実に強い不安感を抱いだいていたのである。

　しかしクォルンには魔王領有数の勢力を抱かかえるゴブリン族の長おさとしての立場があった。もし彼が、剛士に対する不信の言葉を口にしてしまえば、他の部族もそれに続き、魔王の権けん威いは瞬またたく間に失われることだろう。

　そうなってしまえば、あとは積み上げたマンガ週刊誌状態である。ぐらぐら、よろよろ、ドサッ、と魔王領は崩ほう壊かいしてしまう。各部族は自分たちの利益だけを重んじて行動するようになり、ますますランバルトにつけいる隙すきを与えることになる。魔王領は一年とは保もたないだろう。

　──それだけは避さけねばならない。

　などと思えばこそ、クォルンは剛士に対する批ひ判はんを控ひかえてきたのであった。

　はいそうです。

　アーシュラの発した魂たましいの叫さけびは、そんな彼の配はい慮りよを木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだいてくれたのである。

「なかなか苦労しておられるようだな、アーシュラ殿どのは」ラッシュバーンが溜ため息いきをついた。

「噂通りだとするならば、考えどころだな」と、ブーラーン。

「ま、異世界からきたっても人間だしぃ」ジョスが我われ関せずとばかりに口くち笛ぶえを吹ふく。

「ゴーレムを大事にしてくれるお人だべか」ゴルザックがぼそりと言った。

「期待しちゃ、いけないのよね、きっと」セシエが天を仰あおいだ。

「アーシュラ様と一いつ緒しよに故こ郷きようへ帰る算段をしたほうがいいんじゃないか……いてぇ！」ハイトマンがキャインキャインと悲鳴を上げた。カミラに、ブーツの踵かかとで思いっきり尻尾しつぽを踏ふまれたのだ。

　クォルンは深ふか々ぶかとふいごのように強きよう烈れつな溜息をついた。

　自分も呆あつ気けにとられていたハーピィの衛兵が室内に告げる声が響ひびいた。

「魔王領総帥、小野寺剛士様、おなりにございます！」

　沈ちん黙もく。

　一いつ瞬しゆんのち、総そう帥すいの姿を目まの当たりにした全員がクォルンに続き、溜息を吐はいた（もちろんレルネーは一〇〇人分）。

　ま、そうでしょうね。気持ちはわかります。えてして、悪い噂の方が真実に近いものなのです。



　　　　２



　もう一戦すませたあとでようやく妹いもうと君ぎみの指示に従った、あわわ、フェラール三世陛へい下かがマリウクスの全軍に出しゆつ撃げき命令を下したのは、すべての月が空にのぼった深夜一時過ぎのことであった。

　総勢約二万。前回の戦いで受けた損害と、要よう塞さい防ぼう備びに兵を割さいたため、兵力は減少している。

　しかし、ランバルト軍には必勝の確信があった。



「今回の作戦は完全な奇き襲しゆう攻こう撃げきです」深夜、主おもだった将軍たちを集めたフェラールは簡かん潔けつに説明した。

「魔族が自分たちの優位を確信している夜間に強行軍をおこなってセントール西部に進出、慌あわてて迎げい撃げきにでてくる敵軍を各個撃破します。敵軍の行動が遅おくれた場合、魔ま都とワルキュラを直撃、占せん領りようします」

　将軍たちは感かん嘆たんの声で国王に応じた。

「おお」

「なんと剛ごう胆たんな……」

「さすがは陛下……」

　将軍たちの驚おどろきも当然であります。たしかに思い切りの良い計画でありました。前回の、正々堂々たる正面決戦でさえ考えていなかった魔都侵しん攻こうを、敵の不意をつくことで実現してしまおうというのですね、これは。

　将軍たちの熱い視し線せん（ってフェラール兄にいちゃん相手の場合なんか嫌いやらしい感じがしますが）を浴びたフェラールは行ぎよう儀ぎのよい微び笑しようを浮うかべたが、すぐに口元を左手で隠かくした。髭ひげ面づらだったり、アイパッチつけていたり、頬ほおに傷きずがあったりするいかにもファンタジーなノリの将軍たちは王の奥おくゆかしさのあらわれとしてさらに敬けい意いを深めた。

　が、フェラールにしてみれば冷ひや汗あせものなのである。

　いまさら言うまでもなく、この計画はシレイラの手になるものである。でもってフェラールは実のところ戦争の方はさっぱりな人。正直な話、自分がなにをしゃべっているのかよくわかっていない。

　なものだから、左手にシレイラの作戦計画『紫むらさきの場合』を要よう領りようよくまとめたカンニングペーパーを隠し持っており、いまもそれを覗のぞき見たのである。別に記き憶おく力りよくが悪いわけではないのだが、戦争が大だい嫌きらいなため、いちいち暗記する気になれないのであった。

「では、これより概がい要ようを伝えます」

　カンペをちらり。

「バランサイト僧そう兵へい団だん、ウランコール槍そう兵へい団、マラックス弓きゆう兵へい隊たい、シェイラット傭よう兵へい隊は主力としてわたしが率ひきい、セントール街かい道どうを直進します。夜明けまでにはワルキュラまで約30キロの距きよ離りに進軍する予定です」

　またちらり。

「グラッサー男だん爵しやくのトゥラーン近この衛え重じゆう装そう騎き士団はバンカス槍兵団とともに主力の右う翼よくを進み、主力の北方約２キロの森に展てん開かいしてください」

　またまたちらり。

「キケロン伯はく爵しやくはハブロス騎兵団とチェドラル農のう兵へい団を率いて主力の左翼を進み、やはり夜明けまでに主力南方約１キロの森へ展開してもらいます」

　またまたまたちらり。

「他の部隊はすべて予備として主力の後方に待機してもらいます」

　またまたまたまたちらり。

「なにか質問がありますか」

　……あのなー兄ちゃん、それぐらいのセリフ、カンペなしでもいいでしょーが。

「畏おそれおおいことながら……」左翼隊の指揮を任されたキケロン伯爵が手をあげた。ほっそりとした体格で、若い頃ころは美の女神から恵めぐみを与あたえられたと噂うわさされるほどの美形だった。

　が、それも今は昔むかし、幾いく多たの戦いで受けた傷きず跡あとで、実にフランケンな感じになっている。

「どうぞ」フェラールは微笑ほほえんだ。

「そのような配置では、魔族どもに各個撃げき破はの機会を与えることにもなりかねませんが……」

　あ、やっぱりちらり。

「そのような意見がでるだろうことは予想していました」

　もちろんシレイラ王女が、です。間ま違ちがってもフェラール兄ちゃんが、ではありません。

「実は、魔族が各個撃破を狙ねらってくることこそ、わたしシレイラの望むところなのです……」

　フェラールはカンペの内容を読み上げた。

　読み終えた瞬しゆん間かん、勝利を確信した将軍たちはランバルト万ばん歳ざいを叫さけんだ。

　フェラールはそのなかで落ち着き払はらっていた。

　いや、実のところ彼は、この場でただ一人、皆みながなぜ勝利を確信したのか、さっぱり理解していなかったのである。



　でもってそれから二時間あまりのち、天高くのぼった三つの月、〈血チノ月〉、〈迷マヨイ月〉、〈守モリノ月〉のもとを長い隊列をつくって進むランバルト軍右翼隊である。

　騎き士したちはともかく、パイクを背せ負おって進む槍そう兵へいたちの足取りは、普ふ段だん、のろのろしたものになりがちである。パイクは重いし、食料を詰つめた背はい嚢のうや丸めた毛布やらを背負っているのだから無理もない。そんなものを持たされて何十キロも歩かされているうち、足は棒ぼう、背は板、頭は石になってしまう。気分はもうマイ・ライフ・アズ・ア・ドッグ、人生女じよ工こう哀あい史し。辛つらい辛い辛い。実際、負けがこんでいる軍隊の場合、長ちよう距きよ離りの行軍などできなくなるほどだ。兵隊が皆、目的地に到着する前に逃にげ出しかねないからである。

　しかし今こ宵よいばかりは違ちがう。

　兵隊たちは陽気に無む駄だ口ぐちを交わしながら太ふと股ももを高くあげ、夜空の下を進んでいた。誰だれの顔にもはりついたような笑えみが浮うかび、目がキラキラと輝かがやいている様子はなんか、アレな国や団体や日体大を卒業した体育教師たちの大好きなマスゲームの参加者にそっくり。すでにできあがった連中ばかりの宴えん会かいに遅おくれて顔をだすようなもので、まぁ、悪いとは申しませんが、仲間にしていただくのは遠えん慮りよしたい感じである。

　なんでかれらがそんなに盛もり上がっていたかと言えば、これはもう、フェラール三世陛下の天才ぶりに心から感服していたからであった。

　なぜ、なんの事前準備もなしに出しゆつ撃げきを命じたのか？

　──敵を欺あざむくにはまず味方から。

　なぜ、魔ま物ものが有利な深夜にマリウクスを出撃したのか？

　──目的地に到とう着ちやくし、戦いの準備が整ととのうちょうどそのとき、夜明けを迎むかえるから。敵は大おお慌あわてであるはずだから、夜の間に襲おそってくることはない。

　今回の出撃の目的はなにか？

　──あわてふためいている敵軍を各個撃げき破はし、あるいは魔都ワルキュラを占せん領りようすること。

　ううん、陛下ったらもう、天才！　国王のもとから戻もどった上官から説明を受けた将兵一同、思わず身もだえしてしまったのであった。

　事実、夜間行軍を続ける軍勢のあちこちでは、次のような兵隊たちの声をいくつも耳にできた。

「今日きようこそは勝負がつくんだよな」

「つくね、絶対つくよ。陛下は最高さ」

「でも、魔物は面めんと向かうと強いからなぁ」

「なにいってんだよ、あんな連中に負けるもんかよ。だいたい、嫌きらいなんだよな。どうせぬるぬるぐちゃぐちゃした奴やつらだし」

「そんな奴もいるよな」

「気持ち悪いじゃん」

「最低だよな」

「どうせ頭も悪いし、性格も暗いに決まってる」

「臭くさいし、見てるだけでムカつく」

「そんな奴ら、生きててもしかたないじゃん」

「死ねばいいんだ、死ねば」

　かくて、兵隊たちは歩調をあわせ大声で歌い出したのである。

（カッコ内は合がつ唱しようパートです）



　ぬるぬるぐちょぐちょモンスター

　　（ぬるぬるぐちょぐちょモンスター）

　最低、最低、もう最低、

　　（最低、最低、もう最低）

　見た目は悪い、

　　（見た目は悪い！）

　性格は暗い、

　　（オエッ、オェッ、オェーッ）

　見ているだけでああムカツク！

　　（オオッ）

　面めん倒どうだから片づけようぜ

　　（イェイ！）

　殺せ！

　　（殺せ！）

　殺せ！

　　（殺せ！）

　みんなまとめてブッ殺せ！

　　（でもかわいいエルフ娘むすめだけは見み逃のがそう！）

　　　　　　　『魔族は最低ああムカつく』

　　　　　　　作詞イワン・バカノフスキー

　　　　　　　ランバルト音楽著作権協会掲載許諾１１０１１９ＵＳＯ



「士気は充じゆう分ぶんだな」トゥラーン近この衛え重じゆう装そう騎き士し団だんの右副将であるガルスは愛馬の上で満面の笑えみを浮うかべていた。つーても容よう貌ぼう魁かい偉い、お髭ひげは濃こいい（苦しいか、ちょっと）、という人である。満足しているというより、ソレ系の自由業の御お方かたが、こりゃワレ出すモノとっとと出さんかーい、と言っているようにしか見えない。

「フッ、けなげなこと」併へい走そうしている左副将のマークスがさらりと前まえ髪がみをかきあげた。ほんの一いつ瞬しゆん、整ととのった顔立ちが露あらわになるが、すぐに髪が垂たれ下がり、左目が隠かくれる。

「いつも思うんだが、うっとうしくないのか？」と、ガルス。「貴き公こう、このあいだ数えてみたら一日あたり九七二回は前髪をかきあげておるぞ。いい加減、切ったらどうだ」

「フッ、無益なこと」またかきあげるマークス。

「なぜだ」

「前髪はわたしのすべて。わたしの全存在。片目を隠せぬ前髪になど、意味はない。伸のびた前髪こそ男の美しさの証しよう明めい……」またかきあげる。

「貴公、俺おれをバカにしておるのか」

「なぜだ」またまた……あ、前と同じパターンだ。

「なぜだと？　知っておろうが！」

「おお、そういえばお主ぬしは見事なハゲ頭であったな」ことさらにわざとらしくかきあげてみせながらマークスはにやりとした。

「マークス、貴様ぁ」ガルスの顔が真まっ赤かになった。

「フッ、前髪の美しさを愛めでた詩のひとつでも吟ぎんじてさしあげようか」

「いい加減にせんか、二人とも！」グラッサーは怖こわい顔だった（いや、普ふ段だんからそうですが、今こ宵よいは特に、という感じです）。

「ハッ、しかし……」と怒いかりのさめやらぬ様子のガルス。

「フッ、怒おこられた」マークスさん、まだかきあげてます。

「まったくお主らは……暇ひまさえあればそれだ」グラッサーは溜ため息いきをついた。いつものことなので普段ならば気にもならないのだが、今こ宵よいは虫の居所が悪い。気になることがありすぎるのだ。

「儂わしは兵を激げき励れいしてくる」

　グラッサーは愛馬ガルーンに一ひと鞭むちくれると、軍勢の後ろから前までゆっくりと走った。すべての兵は勇将グラッサーに心服しており、彼の姿をみかけただけで歓かん声せいをあげる。

「閣かつ下か！」

「男だん爵しやく様さま！」

　グラッサーはそのたびに手をふり、声をあげて応じた。いやもうご立りつ派ぱ。剛士君にひとめ見せてあげたいぐらいの将軍ノリである。

　グラッサーに歓声をあげたり呼びかけたりする将兵はやたらと多い。みんな、自分たちの指し揮き官がランバルトきっての猛もう将しよう、常に先せん陣じんきって突とつ撃げきする男だと知っているからだ。つまり、部下に受けの良い将軍なのである。鬼おに瓦がわらみたいな顔をしていながら、下したっ端ぱの兵隊たちの面めん倒どうを見てやったりもするから、なおのことなのであった。

　いまも同じだった。グラッサーは少しでも辛つらそうな様子を見せている兵隊を見つけると、ガルーンを立ち止まらせ、声をかけてやっている。声をかけられた兵隊の顔はたちまち明るくかわった。グラッサー男爵、実にお見事なのである。

　そのグラッサーが困ってしまったのは、とある兵隊の呼びかけに応こたえて立ち止まった時だった。

「閣下！」

「おう！」グラッサーは目を凝こらした。声の主は、いまだ子供のようにあどけない少年兵である。

「このあいだの戦いくさで魔王の跡あと継つぎと斬きり結ばれたそうですが」

「おうさ、したとも。いま少しのところで逃のがしたわ」グラッサーは豪ごう快かいな笑いとともに言った。

「なんでも、身の丈たけ２メートルを優に超こえる巨きよ漢かんであると」

「おお、剛ごうの者ものであった」

　にっこりとグラッサー。しかし、内心は冷ひや汗あせものである。剛士君の真実は皆みな様さまも御ご存ぞん知じのとおりアレだ。が、グラッサーはついついそう報告してしまったのである。いくらアーシュラの邪じや魔まが入ったとはいえ、ちんちくりん一人片づけられなかった、では格好がつかないと思ったからだ。

　ま、気持ちはわかります。

　しかし。しかしである。その話が全軍にひろまったことでグラッサーはちょっと困っているのであった。

「勝てるでしょうか」グラッサーをつぶらな瞳ひとみで見上げた少年兵はたずねた。自分の将軍を信しん頼らいしきった、子供が父親にものをたずねるような声である。

「おう」グラッサーはそこまで口にしたところでわずかに言いよどんだ。

　オノデラ・ゴウシと名乗ったあのちんちくりんに負ける可か能のう性せいを考えたからではない。あたりまえである。グラッサーと剛士が面めんと向かい合えば、ほんの一秒もしないうちに剛士の首はすぽーんと宙ちゆうを舞まってしまう。

　問題はグラッサーがつくってしまったイメージなのであった。彼の語ったオノデラ・ゴウシはぐわっしぐわっし、あんぎゃあ、どぱーっ、と悪役にまわったゴジラのように暴あばれ回りそうな感じなのである。元気良く進軍している兵隊さんたちも、その点だけは不安なはずだった。

　が、いまさらアレは嘘うそでしたとはいえないグラッサーである。はてさて、どう答えてやるべきか……

「閣下、そのゴウシとやら、魔法を用いるのでしょうか」

　将軍が口ごもったことでさらに不安をかき立てられたらしい少年兵が重ねて質問した。

　いつのまにか、まわりの連中も不安そうな顔つきになっている。

　やばい、とグラッサーは思った。

　思わず口をついてしまった嘘が、あまりにも大きな影えい響きようを兵隊たちに与あたえていることがわかったのだ。

　かれはあわてて答えた。

「おう、使うな。しかし、心配することはない。ヤツは魔法で巨体に化ばける。普段は子供のように小さいわ」

「しかし、化けていたら……」

「案ずるな。いつまでも化けておるわけではない。そう……３分。３分だけよ。その間だだけじゃ。ヤツと出会っても３分待っておれば元に戻もどるわ。その時に首をとれば良い」

　だぁーっ。グラッサー男爵、言うにことかいて剛士君をカップラーメンかウ○ト○マンか、つー感じの化け物にしてしまいました。いやま、それまでついていた嘘よりは真実に近いですが、ムチャクチャです。

「よいか！」グラッサーは大声で周囲の兵隊たちに言った。

「化けておらぬオノデラ・ゴウシはただの卑いやしい魔物じゃ！　その首打ち落とせば、恩賞は思いのままぞ！」

「おおおおおっ」

　どっ、と声があがった。ビジュアル系バンドのファイナルライブ並なみの盛もり上がりである。皆、魔王の跡継ぎが自分でもやっつけられそうなヤツだと知って喜んでいる。

　貧まずしい家の三男、四男の出身者が多い兵隊さんたちにとって、魔王の跡継ぎを討うち取った時に与えられる恩賞を考えるだけでそうなってしまうのは当然と言えるだろう。皆、実家に戻ってもロクなことはない人たちなのである。畑や店は長男が継ついでいるから、居場所がないのだ。

　もし、オノデラ・ゴウシを討ち取れば、そうしたるるるぅーな現実とはおさらばさらば。いきなり騎き士しにとりたてられ、宝物はつかみ放題、もしかしたら城しろひとつぐらい貰もらえるかもしれない。おそらくたぶん絶対、女の子にもモテるだろう。盛り上がらんでどーする、という感じなのである。

　グラッサーは叫さけんだ。

「今日きようは心して働け！　国王陛下万ばん歳ざい！　ランバルトに栄光あれ！」

「国王陛下万歳！」

「ランバルトに栄光あれ！」

　大いに盛り上がる兵隊さんたちであった。

　が、それと正反対に、グラッサーは煮に詰つまっている。

　魔法で化けるという嘘を重ねたおかげで、剛士が誰かに討ち取られても、たまたま化けていなかったのだといい逃のがれできるようになった。

　しかし、自分がなぜこんな薄はく氷ひようを踏ふむ思いをしなければならんのだと、思い切り腹を立ててもいた。

「ヤツのせいだ」

　ガルーンを走らせながらグラッサーはつぶやいた。

「なにもかも、ヤツのせいだ」

　えーとつまり、自分にこんな嘘をつかせた剛士君に腹を立てているのですね。完全な逆さか恨うらみです。なんかメチャクチャですが、人というものはえてしてそうなりがちなのであります。

　で、もちろん、グラッサーは剛士の首を自分自身でたたき落とす決意を固めたりしています。剛士君、なんか本人の預あずかり知らぬところで、ますます立場が悪くなっている。

　…………

　……っていうか、本人の預かり知ったトコロでもブラックホールの重じゆう力りよく圏けんにとっ捕つかまった宇宙船なみに立場が悪くなっていた。では、魔王城へ、ズーム・イン！



　　　　３



　総そう帥すい用ようにしつらえられた椅い子すに腰こし掛かけたまま、剛士は壊こわれかけていた。

　雰ふん囲い気きが最悪なのだ。ぶっすう、とふくれているアーシュラをはじめ、指し揮きセンターにいる全員がじとー、とかれを見つめている。それも、あからさまな不信の色を浮うかべて。ま、理由は言うまでもない。アーシュラちゃんを泣かしてしまったからである。

（痛いたい……）

　剛士は思わず腹はらを押おさえた。キリキリキリキリキリキリ。胃が音を立てて引き絞しぼられ、胃酸がどぱどぱと溢あふれている。胃に穴が開くのも間ま近ぢかであろう。

「閣かつ下か？」

　クォルンが心配そうに尋たずねた。彼のイノシシ頭には他の連中ほどキツイ表情は浮かんでいない。なにしろセントールの戦場で、小便漏もらした彼を担かついで走ったのだ。二人はクサイ仲だと思ってくれているのだ。

　剛士にもそれはわかった。だものだから、クォルンに悪いと思ってそれらしいことを口にした。

「んと、あの状じよう況きようは」

　あっ、とクォルンが顔を強こわ張ばらせて警けい告こくした。

「総帥閣下、いけません」

　間に合わなかった。クォルンが額ひたいを押さえた。ヒュドラのレルネーが一いつ斉せいに（×１００）別々の報告を始めたのである。

「敵軍の動静はなおも流動的で……」

「最新の報告によれば兵力は約２万……」

「我わが軍の主力部隊はほぼ出しゆつ撃げき準じゆん備びを完了し……」

「敵軍の行動の目的はなおも不明で……」

「おそらく主力はフェラール三世が親しん率そつしているものと……」

「実家の近所にあるラーメン屋はモヤシ味み噌そフェアリイラーメンが最高です」

「ぐーぐー」（イビキ）

　剛士は歯を食いしばった。胃の痛みは絶頂に達している。言葉の奔ほん流りゆう。伝えられるのは悪い話ばかり。前ぜん頭とう葉ようがストライキに突とつ入にゆうしていた。作者がせっかく書いたギャグにも気づかないほど追いつめられている。

　頭の中ではブラントラントの全すべてを呪のろっていた。

　なんで僕ぼくが。なんでなんでこんな目に。どうしてどうしてそりゃ確かにスフィアはかわいいけど。勝手に呼びつけた癖くせにみんなして僕のことをバカにしていやスフィアは別だけど。飯田となにが違うんだ！　あああもう、クソクソクソクソッでもスフィアは最高マーベラス。なんでこんな戦争に僕が関かかわらなきゃいけない。でもでも、このままでは学校で何度もそうなったように、周囲からバカにされて生きてゆくことになる。

　スフィアだって、僕をバカにするに違いない。

　それだけは嫌いやだ！

　僕に優しくしてくれた初めての女の子からバカにされることだけはゴメンだ！

　頭の片かた隅すみで、なにかのスイッチが入った。

　胃の痛みが嘘うそのように消え、頭の中で渦うずを巻まいていたダウナーな思いのすべてが蒸じよう発はつし、たったひとつの思いだけが残った。

（わかったよ。やりゃあいいんだろやりゃあ！）

　剛士は下した唇くちびるを噛かんで顔をあげた。周囲からみるとどうってことないのが悲しいが、本人にとっては決意の表情そのものだ。

「わかった！」

　剛士はぴしゃりと口にした。

「か、閣下」クォルンが驚おどろいた声をあげた。

　しかし剛士は彼を無む視しし、ほとんど怒ど鳴なっているような声で続けた。

「あれですね、ランバルト軍がこのあいだのセントールってところまで移い動どう中だから、みんな慌あわてて準備している、と。敵は二万人ぐらいで、こっちも同じぐらいの軍勢は出しゆつ撃げきできる、そういうことですよね」

　クォルンがあんぐりと口を開けた。

　他の魔族御一同様も同じであった。おおおおお、とのけぞっている。

　いちばん驚いていたのはレルネー本人であった。

「いや」（レルネー河か馬ばあ頭たま）

「あの」（レルネー牛頭）

「ピ○ァ」（レルネーポ○○ン頭）（編へん註ちゆう・著作権上の問題が発生する恐おそれがあるため、修正いたしました。この行は存在しないものとお考えください）

「あ、なんでだよお」（レルネー作者頭）

「大人おとなってのはいろいろとあるんだからさ、な」（レルネードラゴンマガジン編集長頭）

「話、戻もどせよ」（レルネー読者頭）

　とまぁ、変なのも混じって再び驚きの集しゆう中ちゆう砲ほう火か。これまで、×１００モードでかれとまともに話せたのは同じく一〇〇個の頭を持つカピラ・バラモンだけだったからだ。

　剛士がその要点をまとめられた、というのは、それを聞き分けられたということに他ならない。百人同時。凄すごいとかそういう問題ではない。まさに、いかにも魔ま王おうにふさわしい大おお技わざであった。聖しよう徳とく太たい子し様だって七人まで。レルネーを相手にした場合、頭が九三個余あまって大パニックなのだ。

「これこそが……まさに……」ラッシュバーンがううむ、とうめいた。

「きゃん」思わずとびはねているセシエ。

「ちょー凄すげぇじゃん」イェイ、と親指をつきあげるジョス。

　いやもう大だい感かん激げきなのであった。みな、剛士がレルネーの言葉すべてをききとったものと思い、さきほどまでの気分はどこへやら、一気に盛もり上がっている。クォルンに至いたっては目頭まで熱くしちゃったりしていた。

　ともかく大変なのであった。アーシュラに至っては思わず冷静になって、

「くっ、まさかあの男、このわたしを試したのか……」

　なんて、物凄い目つきになっている。

　意外、というか、剛士が目を合わせていたらそう思ったはずなのは、スフィアがほんの一いつ瞬しゆんだけ示した反はん応のうであった。パーフェクト美少女は、剛士の言葉を耳にして喜ぶどころか、かすかに眉まゆを寄せ、

「これでこそわたしの剛士様……」

　と、いかにも意味深な、実は次巻以降につながる伏ふく線せんです、読者の皆みな様さま及および編集長殿どのそいから担たん当とうさんどうですか、という言葉を漏もらしたのである。

「閣かつ下か、グスン」とうとう嬉うれし泣きをはじめてしまったクォルンが誉ほめた。

「実に的てき確かくな御ご見けん解かいであります」

　あ、いつのまにか言葉遣づかいまで丁てい寧ねいになってる。

「要約したただけですから」

　剛士はうるさそうに手を振ふった。

　なんかもの凄くゴーマンかましている態度、実際にそのとおりなのだが、本人は気にしていない。苛いじめられているより、威い張ばっているほうがまだましだからだ。先ほどまでの気弱なちんちくりんはお休みしている。いまやかれの気分は飯田に喧けん嘩かを売ったホームルーム状態なのである。執しゆう念ねんと恨うらみの高速増ぞう殖しよく炉ろが徐じよ々じよに暖まりつつあるのだ。

「しかし、レルネーの報告をあの状態で理解されるなど……」なおも驚きのさめやらぬ様子のクォルン。

「たいしたことないよ」剛士はこたえた。

　実は彼、レルネーの言葉なんか聞き分けちゃいない。質問したのは自分なのに、なにも　返事ができないのは相手に失礼だから、と礼れい儀ぎで答えたにすぎないのであった。才能でも秘めたる超ちよう能のう力りよくでもなく、ご両親の躾しつけに従っただけなのだ。

　じゃあなぜ要約ができたのか、と言えば……

　超能力があるから、では全然ない。

　その場の雰ふん囲い気きというヤツである。

　カクテルパーティ効果という言葉がある通り、人間にはがやがやしている中から、自分に関係のあることだけ拾い上げて聞き取る能力がある。ほら、悪口を言っている時に限って、その当人がどこからともなくあらわれる時ってあるでしょう。それか、後になって嫌いや味み言われたり。あれと同じ。自分に関かかわることだ、と脳が理解した途と端たん、意味のないがやがやした音のごく一部だけを抜ぬき出す能力は誰だれもが持っているのだ。

　実はレルネーと話すのも同じだと剛士は気づいた。ぶち切れそうになり、頭の中でスイッチが入ったのと同時に。わっと襲おそいかかってきたレルネーの言葉の中から、それらしい名詞や数詞だけを拾い上げ、あとはバカでかい地図に精せい霊れいさんたちが描えがいている矢印とつきあわせただけであった。細かいことはともかく、ともかくヤバイ状じよう況きようであることは理解した。超能力とは全然関係ないのだ。

「で、敵の先頭はどこまで来ているの」剛士はでっかい地図に視し線せんを向けた。忘れずに付け足した。

「答えるのは一人でいいからね」

「ペガサス空中騎き兵へいはすでにセントール平野に侵しん入にゆうしております。主力の到とう達たつは約二時間後かと思われます」気を取り直したレルネー（ガリ勉くん頭）が眼鏡めがねをキラリとさせた。

「こっちはどうなの」

「第１０１空中突とつ竜りゆう戦せん隊たいは御命令ありしだい、ただちに出撃可能です」ラッシュバーンがぐん、と背筋を伸のばして髭ひげを震ふるわせた。

　剛士は腕うでを組んだ。

　ランバルトのペガサスは偵てい察さつ機きみたいなものなんだな、とすぐにわかった。考えたのは彼らに与あたえられた任務についてである。もちろん魔ま王おう軍ぐんの情報を得るためだというのはわかっている。どんな情報を集めようとしているのかを考えたのだ。

「クォルン族ぞく長ちよう、ちょっと教えて欲しいんだけど」剛士は涙なみだを拭ぬぐっているイノシシ頭にたずねた。

「呼び捨てで結構であります、他の者どもも」クォルンも背筋を伸ばしていた。

「前の戦いの時、ランバルト軍はなにを目的にして攻せめてきたのかな」

「おそらくは……魔王軍主力に大損害を与えるつもりだったはずです。軍が潰つぶれてしまえば、ワルキュラをまもる術すべはなくなります」

「でも、軍の損害は少なかったんだよね」剛士はたずねた。

「はい、総そう帥すい閣かつ下かが降こう臨りんされた影えい響きようで、敵の攻こう撃げきが失敗しました」

　剛士はふーんと唸うなり、自分にキツイ視線を注そそぎ続けている人物に気づいた。だれあろうアーシュラである。

「ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もん、ちょっと相談なんだけど」剛士はアーシュラを呼んだ。

「なんでしょうか」アーシュラは傍かたわらに立った。まだふくれっ面である。

　剛士は小さな声で伝えた。

「さっきは、ごめん」

　ビューティな吸きゆう血けつ鬼きが息を呑のむのがわかった。

「ひとことだけで済すむとお思いか」

「思わないけど。いま、時間ないし」剛士は彼女を見た。ごまかしているわけではない。本ほん音ねだった。普ふ段だんなら圧あつ倒とうされるはずの美び貌ぼうにもぽおっとはならない。目前のシビアな問題にハマっているからだ。

「わかりました」アーシュラも背筋を伸ばした。

「ランバルトってさ、魔王領の征せい服ふくが目標なんだよね」

「いまさら言うまでもありません」

「そのために絶対必要な条件はなにかな」

「魔王軍の撃げき破はとワルキュラの占せん領りようです。この二つが同時に実現した場合、魔王領は崩ほう壊かいします」

　そこまではきはきと口にしたアーシュラは突とつ然ぜん声を落とし、付け加えた。

「各部族が、魔王陛下の統とう治ちから離り脱だつすることで生き残りをはかるからです。魔王領は多民族国家です。魔王陛下が勝てなければ即そく座ざに崩くずれ去るでしょう」

「あ」

　剛士は即座に理解した。大いにやばそうだな、と思った。

　かれはブラントラントへ飛んでくる原げん因いんとなった飯田のことを思いだしたのである。

　いまから思えば、剛士のクラスは飯田という独どく裁さい者しやに支配された多民族国家のようなものであった。

　それを剛士が崩壊させた。

　まず飯田の手下を潰し、最後に飯田本人をクラス全員の前で罵ば倒とうして。

　でかい身体からだと凶きよう暴ぼうな性格でクラスを支配しているように思えた彼の足下は、剛士がその気になって減へらず口ぐちをたたいた途と端たん、崩壊した。クラスの全員が飯田を見放した。

　要するにこれはユーゴスラビアみたいなちょっと独裁が入った多民族国家が壊こわれる時と同じパターンである。というか、同じようなものだ、と思って剛士は反はん撃げき作さく戦せんを計画した。まず手下どもの弱味を突ついて支配体制を弱体化させたのち、独裁者本人いいだを攻撃したのである。

　だからこそ、アーシュラの話でピンと来た。

　独裁者こそいないものの、魔王領も似にたようなものなのだ。

　まずあっちこっちの領地を奪うばわれて。

　んでもってワルキュラのそばまで攻せめ込まれて。

　魔族たちはこの先どーしよーかなー、なんて考えている。

　要するに、いまの魔王領は剛士のクラスと同じ状態なのだ。

　飯田の立場に立たされているのは田中魔王陛下。おまけにかれは、その地位を剛士に押おしつけたがっている。

　まずい。凄すごくまずい。

　思わずツバをのみこんでしまう。背中にぶわぁっと汗あせが噴ふき出した。なんとなくわかってはいたものの、自分の頭で問題を整理したことで、ようやく状況の深刻さを体感できたのである。

「勝利を得るためには、なにか、決定的な手段を」アーシュラが言いかけた。

　剛士は菫すみれ色いろの瞳ひとみを見つめた。下した唇くちびるをきつく噛かんでいた。

　アーシュラは胸むねを押さえた。

　自分を見つめている少年の目が、これまでとはまったく違ちがっていたからだ。かれの瞳には、怯おびえや、自信のなさを示しめすものは一切浮うかんでいなかった。

「決定的って？」剛士はたずねた。

「それは」アーシュラは口ごもった。それを考えるのがあなたの仕事でしょう、とツッコミたくなった。

「僕ぼくは無理だと思う。今回は特に」彼女の戸と惑まどいを無む視しして剛士は言った。「先手を打たれているし、ランバルトって戦争は強いみたいだし」

「ならば、なにもできぬと仰おつしやるのか」アーシュラはおもわず声を荒あらげた。

「そんなことは言ってない」剛士は首を横に振ふった。

「魔王軍が戦いに負けて、ワルキュラが占せん領りようされたら魔王領は終わりなんだから……つまり、ランバルトの目的を邪じや魔まできれば、負けたことにならないんだよね」

「それは、そうですが」なにを言い出すのか、という声のアーシュラ。戸惑った表情を浮かべている。それができないからこそ、魔王領は困っているからだ。

「テュポーン大たい佐さ！」剛士はアーシュラの？をそのままにして大声で呼んだ。

「レルネーで結構です」（×１００）

「ペガサス空中騎き兵へいはばらばらに動いているの」

「はい。偵てい察さつ任にん務むらしく、多くても数すう騎きで飛びまわっております」レルネーは答え、はっとして１００個の顔を見合わせた。自分が、同時に同じ事をしゃべっていたのに気づいたのだ。なんか、ちんちくりんな総帥閣下の発せられたいまのお言葉にはかれをしてそうさせてしまう雰ふん囲い気きがあったのである。

「ラッシュバーン」予想通りだと知って思わず微び笑しようを浮うかべた剛士はウィングドラゴン撃げき墜つい王おうを呼んだ。

「はい、閣下」

「第１０１空中突とつ竜りゆう戦せん隊たいはただちに出しゆつ撃げき。セントール上空に侵しん入にゆうしたペガサスを追い払はらってください。情報がなければ、困るはずです。ただし、夜明け前には戻もどって。ランバルトは決戦をしかけてくるはず……だよね？」

「イエス・サー！」

　ラッシュバーンはバシリッ、と敬礼をしてみせると、ぐわっと羽根をひろげ、指し揮きセンターから吹ふっ飛ぶように出ていった。

「閣下、我々は」

「あたしたちはぁ」

　クォルンやセシエがたずねる。剛士がいかにもな態度を示しているので、その気になっているのだ。

「ちょっと待って」剛士は抑おさえた。全員が素直に従う。眉まゆを寄せて難むずかしい顔になった剛士は、いかにも大反撃作戦を考えているという感じだったからである。

　だが、実際は、困っていたのだった。

　いざ命令を下したとたん、一時的に盛もり上がった気分が消えてしまったのだ。普ふ段だんの気の弱いちんちくりんが復活していたのだった。恨うらみと執しゆう念ねんの濃のう縮しゆく率りつが低く、増ぞう殖しよく炉ろが臨りん界かいに到とう達たつしなかったらしい。

　しかし魔族の皆みなさんはそんなこと知ったこっちゃない。さすがは次の魔王陛下、と大いに気分を良くしている。

　ただ一人、置いてけぼりを喰くっていたのは当の剛士だけであった。

（もしかして、自分から泥どろ沼ぬまに足を踏み入れてしまったんじゃなかろうか）

　と、ようやく気づいている。さっきまでは冷たい視し線せんがイタかったが、今度は期待の視線がイタい。またもや腹はらを押おさえてしまった。

　いくらなんでも限界だぁ、と気が遠くなりかけた時、

「お兄にいちゃん、すっごーい」

　と舌ったらずの、目指せアイドル声優、声優養成所卒業三年目、実は別名で18禁美少女ゲーム出演経験あり、もちのろんろん今度の作品に勝負賭かけてます系の声が響ひびいた。

「ね、ね、すっごいよね、へーか」

「うんうん、凄い、凄い。さすがだねぇ」

　田中魔王陛下とリアちゃんのご登場であった。二人とも、緊きん張ちよう感かんのないことおびただしい。リアは田中さんの首からぶーらぶーらしているし、田中さんは田中さんでにやけている。やっぱ、そういう属ぞく性せいの人なのですな。

「陛下！」クォルンが嬉うれしそうに報告した。「小野寺殿は……総帥閣下は……うっ」

　あとはもう声にならない。

「うんうん、よかったよかった」田中さんも嬉しそうであった。オタク兄ちゃんだけどいい人でもあるので、思わずもらい泣きなんかもしている。

「よぉーし」涙をぬぐった田中陛下は大声を張り上げた。

「じゃあ今日きようはひとつ、僕の魔王としての仕事の最後にしよう。次からは小野寺君が魔王だよ。みんな、いいね！　全軍出撃！　ジーク・ジ○ン！」

　剛士以下全員がズッこけた。田中魔王陛下はどこまでもお約やく束そくを大事にする御お方かたなのであった。



    

  
    
      
        ４　平原の死し闘とう！　僕ぼくが魔ま王おうだ！……聞いてないよ。



      

    

  
    
      

　　　　１



　戦争は朝あさ寝ね坊ぼうな人には向かない。

　セントール平原へ再び侵しん入にゆうしたランバルト王おう国こく軍ぐんと急きゆう遽きよ出しゆつ撃げきした魔ま王おう軍ぐんが激げき突とつしたのは魔王暦れき１００２年９月18日午前５時、ようやく二つの太陽が地平線へ顔をだしたころだった。

　ランバルト軍の布ふ陣じんは重厚である。横長の長方形を敷しき詰つめたように並ならんだパイク兵、その後方の弓きゆう兵へい。両りよう脇わきには騎き兵へいが待機している。

　魔王軍も似にたような陣を敷しいた。

　先陣はドワーフとゴブリンのパイク兵が長方形で槍やりぶすまをつくりあげ、後方ではエルフ魔法大隊が魔法詠えい唱しようの準備を整ととのえた。陣の左側にはケンタウロス選せん抜ばつ騎兵隊が待機し、左側ではケルベロス親しん衛えい突撃戦隊がわんわんわんと一頭あたり三つの頭でほえ立てている（この世界のケルベロスは頭がひとつ多いんですな）。

「正々堂々の大決戦だなぁ」本陣が置かれた小高い丘おかから戦場を見回した剛士は感心しきった声でつぶやいた。暢のん気きと言ってもいい。軍は田中さんが自みずから率ひきいているので、気楽な立場に戻もどれたからである。

「みんな、元気いっぱいですわ」ちりん、と腰こしの鈴すずを響ひびかせながらスフィアが答えた。「すべて、剛士様のおかげです」

「田中さんが命令したからじゃないの」剛士は天抜高校の制服に大おお鎌ガマというとんでもない戦装束のスーパー美少女から目を逸そらせた。指し揮きセンターで、思わずもの凄すごいことを考えてガラにもない真ま似ねをしてしまったことが恥はずかしくてたまらなかった。

「いいえ、剛士様のおかげです」スフィアは言った。その声に含ふくまれた厳きびしさに剛士はぎくりとし、彼女を見つめてしまった。

「どういう意味」

「おわかりのはずです、もう」スフィアは彼をじっと見み据すえた。「魔王領は不安に包まれていました。魔族たちは迷っていました。兵士たちは自信を失っていました。しかし、剛士様は、かれらにはっきりとした命令を与あたえられました」

「偵てい察さつを邪じや魔まして、って頼たのんだだけだよ。少なくとも、ランバルトが困るというのはわかったから」

「なぜおわかりになったのです？　なぜ、ランバルトの邪魔をすることがよいことだとおわかりになったのですか？」

「なぜって……」剛士は口ごもった。説明のできるようなことではないからだ。

「おわかりになっていないのであれば申し上げます」スフィアはきっとした表情になった。

　剛士は蒼あおくなった。まさか、僕がスフィアのことを……あの……あれだって気づかれて……それでもって……

　しかし、スフィアが口にしたのは意外な言葉だった。

「剛士様はみんなに未来を示されたのです」

「未来？」剛士はぽかんとした。意味がわからなかった。

「そう、未来です」スフィアは微笑ほほえんだ。

「田中魔王陛下のもとで失われかけていた未来を取り戻もどしたのです。剛士様という魔王のもとで描えがかれる未来を皆みなに垣かい間ま見みせたのです」

「そんな、あれだけのことで」

「あれだけのことだからこそ大事なのです」スフィアは剛士の手を握にぎった。「今日は負けません。絶対に。たいへんな困こん難なんに直面はするでしょうけれど、絶対に負けません。剛士様がいらっしゃる限り」

　剛士が返事をする暇ひまはなかった。

　ランバルト軍の本営から進しん撃げきラッパが吹ふき鳴らされたのだ。

　剛士は敵てき陣じんに目を向けた。パイク兵と弓兵が前進を開始している。戦場の南北に、かなり大きな森があるのがふと、目にとまった。

　剛士は眉まゆを寄せた。なにかが囁ささやきかけていた。しかしそれがなんであるのか、思いつけない。

　スフィアは剛士の横顔をそっとみつめていた。



「ウランコール槍そう兵へい団だん、前進に移うつりました！　マラックス弓兵隊、後方に続きます！」ランバルト軍後方の丘おかに設けられた本営に、伝令の報告が響ひびきわたった。

「うん、御ご苦く労ろう」フェラール三世は丁てい寧ねいかつにこやかにうなずいた。伝令が美少年だったからである。

「ここまでは予定通りですな」カディウス公こう爵しやくが話しかけてきた。

「あとは敵が引っかかってくれるかどうか」

「魔族は率そつ直ちよくだからね」フェラールは意外なことを口にした。

「率直、ですか」

「義ぎ理り堅がたいし、約やく束そくも破らない」フェラール兄にいちゃんはカンペを見ていなかった。自分の考えで話しているのだ。戦争が嫌きらいなだけで、おバカではないのである。

「まるで、魔族を誉ほめておられるようですな」カディウスはむっとした様子だ。「あのように薄うす気き味み悪わるい奴やつらを」

「しかし、同どう盟めいを結ぶ相手としてはパライソやコレバーンよりよほどましかもしれないよ」とフェラール。

「実際、わたしは子供の頃ころ、そう考えたことがあったのだ。まだ、魔族との戦いが始まる前だった。母はは上うえから魔族の性質を教わり、さまざまな可能性を夢みた。母上は戦争がお嫌いだった……」

「すでに戦っておるのですぞ、我々は」カディウスは叱しかるような声だった。

「うん」フェラールはうなずいた。そして、どこか悲しそうに付け加えた。

「そうだ。だから……勝たなければいけないんだろうね」

　シレイラの言うとおりにして、という言葉をフェラールはかろうじてのみこんだ。



　魔王軍は盛もり上がっていた。ゴブリンもトロルもゴーレムもケンタウロスも、今日はイケると元気いっぱいである。スフィアが言ったとおり、剛士を通じて今まで見えなかったものが見えていたのだ。

　それに、田中魔王陛下。

　今日を魔王としての最後の仕事にすると宣言したこのオタク兄ちゃん、えらく勢いがいい。でっかくジ◯ンの国章を刺し繍しゆうした魔王専用スペシャルデラックスウルトラ空飛ぶ絨じゆう毯たんｖｅｒｋａに乗り、整列した軍勢を巡めぐって士気を鼓こ舞ぶするわ、兵士たちの挨あい拶さつに愛あい想そよく応じるわで、もうご機嫌である。調子にのって、とうとう演説まで始めてしまった。

「兵士諸しよ君くん！　セントールの田中である！」

　宙に浮ういた絨毯の上にすっくと立った田中魔王陛下はなんか著作権的にヤバそうな感じで話し始めた。周囲には風の精せい霊れいさんたちが飛びまわり、あまり肺活量の大きくない彼の声を軍勢全体にひろげている。

「過去一〇〇〇年、歴代魔王は諸君らとともにブラントラントの平和を願ってきた。我われ々われはみずから戦いを望まず、けして他た国こく領りようを侵おかすこともなかった！　しかしランバルトは我々のあらゆる働きかけを無む視しし、魔王領へ侵しん攻こうし、土地を奪うばった。魔族と人族が共に生きる楽土を！　はたしてこれは許されることだろうか！」

「だめだぁ！」田中さんの隣となりにいるトゲトゲ生はえまくりの鎧よろいを着込んだリアが叫さけんだ。

「うぉぉぉぉぉっ」呼応して歓かん声せいをあげる魔族たち。

　にっこりする田中さん。ただし、真っ黒な魔王様専用の鎧を着込んだ足下はわずかにふらついている。オタクだけあって体力がなく、鎧が重くてたまらないのだった。あぶない幼よう女じよな見かけに似に合あわぬ怪かい力りきの持ち主であるリアがさっと手をのばし、田中さんを支ささえた。

　田中さんはリアの肩かたに手を置き、演説を続けた。

「今日、我々はここで戦う！　そして勝つ！　確かにランバルトは強く、我々は苦戦し、諸君らの多くはこの地で倒たおれることになるだろう！　しかしそれは、魔族と人族が、誰だれからも差別されることなく自由に生きることのできる魔王領をまもるための尊い犠ぎ牲せいなのだ！　諸君がそれを信じているのならば、我々が敗北することはない！　ランバルトはたちまちのうちに形けい骸がいと化す！　僕はいまあえて言おう！　ランバルトはカスであると！」

「うぉぉぉぉぉぉっ」

　歓声に答え、田中さんは両手をひろげた。

「戦おう！　悲しみと誇ほこりを抱いだいて！　僕も諸君と共に戦う！　いまこそ、いまこそ立て、魔王領の民たみよ！　我々の未来のために！　魔族万ばん歳ざい！　人族もついでに万歳！　ジーク……じゃなくて、魔王領万歳！」

「魔族万歳！」

「魔王領万歳！」

「魔王陛下万歳！」

「全軍前へ！　ランバルトをうち破れ！」



    

  
    
      「おおおおおおおっ」

「ゴブリン強きよう攻こう連れん隊たい前へ！」

「トロール義勇兵も遅おくれるなぁ！」

　気合いのはいった命令が飛び交い、パイクの林が動き始める。魔ま導どう士したちが一いつ斉せいに防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんの詠えい唱しようをはじめた。

　後に第二次セントール会かい戦せんと呼ばれることになる決戦は、いま、幕まくを開けた。



　　　　２



　魔王軍、ランバルト軍双そう方ほうのパイク兵は戦場中央で激げき突とつした。第一陣として投入した兵力は魔王軍が約７０００、ランバルト軍が５０００、魔王軍側が優勢である。

「ゴブリン強攻兵、パイク構えぇ！」

　今日ばかりは、とみずからゴブリン部隊の指し揮きに当たっているクォルンが大声を張り上げる。

　ざっ、と音をたててゴブリンたちがパイクを高く構える。

「叩たたけぇっ！」

「おおおおぅ」

　突つき上げられたパイクの斧おのと槍やりを合体させたような穂ほ先さきが振ふり下ろされ、ランバルト軍に降り注そそいだ。

　ぐわっし、がしっ、とランバルト軍の最前列で壮そう絶ぜつな音が響ひびき、無数の悲鳴があがった。パイクの先せん端たんに備そなえられた斧の部分で兜かぶとごと頭を叩き割られた兵士たちがばたばたと地面に倒たおれ伏ふした。

　ランバルト軍も負けていなかった。

「耐たえろ！　崩くずれるなぁ！」

　ウランコール槍そう兵へい団だんを率ひきいる赤毛の猛もう将しよう、イーサン・ウランコール団長が筋肉だけでできあがっているようながっしりした身体からだを伸のび上がらせながら怒ど鳴なり、兵士たちを鼓こ舞ぶする。戦いくさ慣なれしているだけあって、すぐに反はん撃げき態たい勢せいを整ととのえた。

　しかし、その間にゴブリンたちは第二撃の準備を終えている。筋力差の影えい響きようか、ゴブリンたちの方がわずかに動きが早い。

　このままではまずいと見て取ったウランコールは後方に向けて怒鳴った。

「マラックス！　主ぬしが弓きゆう兵へいの出番じゃ！」

「おぉ！」

　槍兵たちのすぐ後方に展開していたマラックス弓兵隊から若わか々わかしい声が応じた。フェイ・マラックス。ブラントラント最強の弓兵隊を若くして父から継ついだ弱じやつ冠かん15歳の隊将である。

「弓兵隊構えっ」マラックスは少女のように甲かん高だかい声で叫んだ。

　いや、ように、ではない。純白の鎧よろい、漆しつ黒こくの愛馬にまたがったフェイは丸まる眼鏡めがねとポニーテールが良く似に合あうちょっとかわいい女の子であった。

　ずらりと横に並ならんでいた弓兵たちが天を突つき上げるように弓を構え、矢をぐっ、とつがえた。

「お嬢じよう様さま！」弓兵隊副将、フェイからはもちろん爺じいやと呼ばれているゴスタールが白しろ髭ひげを震ふるわせて報告した。

　フェイが高く澄すんだ声をあげた。

「よぉぉし、放はなてぇーッ」

　弦つるが鳴り、ヒュッ、と風切音をあげて無数の矢が空中に打ち上げられた。見事な弾だん道どうを描えがいて味方の頭上を飛び越え、魔族に向け、雨のように降り注ぐ。

　最初のうち、矢は空中で逸それた。風の精せい霊れいを呼ぶ防ぼう御ぎよ魔ま法ほうが効果を発揮し、あさっての方角に吹ふき飛ばされたのだ。

　しかし魔法にも限界があった。精霊たちが疲つかれ、無数に降り注ぐ矢を逸らしきることができなくなり、ついにゴブリンたちへと矢が突とつ入にゆうする。

　肉に包丁を突つき刺さしたような音とともに、ゴブリンたちの頭や肩かたに矢が突き刺さる。人族に勝る体力があるとはいえ、何本も矢が命中してはたまらない。ゴブリン槍そう兵へいたちは凄すさまじい悲鳴をあげて倒たおれていった。

「あちゃ、いけない」

　ゴブリンたちの後方を進んでいたジョス・グレナムが舌打ちを漏もらした。口調こそふざけきっているが、表情は真しん剣けんだ。ジョスはずらりと並ならんでローブをなびかせている魔ま導どう士したちに怒ど鳴なった。

「第11魔導連隊、攻こう撃げき魔法、いけぇ」

　魔導士たちが次々に詠えい唱しようをはじめる。

「……いと優しき精せい霊れいたちよ……」

「……我われらの願いを聞き届とどけたまえかし……」

　のんびりしているわけではない。それどころか、全員がムチャクチャな早口である。戦場でのんびり詠唱している時間はないために開発された高速詠唱術だ。これを可能にするために、魔導士たちは普ふ段だんから早口言葉の練習をおこたらない。訓練は壮そう絶ぜつである。魔導連隊に所属する１８００人の魔導士たちが一いつ斉せいにナマムギナマゴメとかトーキョートトッキョキョカキョクとか一日中唱え続けるのだ。

　そしていま、訓練の時と同様に、全員が高速詠唱を終え、一斉に最後の祈いのりを口にした。

「来たれ！　天空の炎ほのおよ！」（×１８００）

　ランバルト軍の頭上に無数の炎が球体となって生じた。たちまちのうちに燃もえさかり、一斉に降り注そそぐ。

　炎の雨がランバルト軍を燃え上がらせる、そう思われた瞬しゆん間かん、かれらの頭上にばっと霧きりのようなものが生じた。降り注ぐ炎とぶつかり、噴ふん火か口こうのような水蒸気を吹き上げる。ランバルト側の魔導士──バランサイト僧そう兵へい団だんが防御魔法で水のバリアーを張ったのだ。

　もちろんかれらの防御魔法にも限界はある。少なからぬ数の炎がそこを突つき抜ぬけ、ランバルト兵を枯かれ木のように燃え上がらせた。とはいえ、その数はジョスが望んでいたほど多くはない。

「やるぅ」

　ジョスは唇くちびるをすぼめた。僧兵団だけあって敵は防御魔法が大の得意なのだ。

「おーい、伝令」

　ジョスは命じた。素早く舞まい降りて膝ひざをついたのはハーピィの伝令兵であった。全身の大部分が鳥であることをのぞけば美人である。

「セシエちゃんに伝えてくれ、防御魔法に気合いをいれてチョーダイって。敵はよく呪じゆ文もんを練ってる。今日きようはしんどいぜ」

「他にはございませんか」ハーピィはジョスの顔をじっと見つめた。

「えーとね」ジョスはにやりとした。

「君の名前とＰＪＳの番号」

「フィリカです」ハーピィは頬ほおを紅あからめた。実はジョス君、下心丸出しで自分の部隊を率ひきいている。第11魔導連隊にはいろいろな種族の若い娘むすめさんしか入れないのである。ハーピィだって例外ではない。ジョス・グレナム大たい佐さはきわめて守しゆ備び範はん囲いの広い人として魔ま王おう領りようじゅうに知られている。

「番号は」ジョスはたずねた。

「いまは駄だ目め」フィリカはますます紅くなった。

「焦じらすのか」ジョスはにやりとした。

「ま、いいさ。戦いくさが終わったあとの楽しみにしておくよ、フィリカちゃん」



「陛へい下か」カディウス大将軍がシブイ顔で進言した。

「魔族ども、今日に限って勢いづいておりますな。増ぞう援えんを投入すべきかと」

　カディウスの声には不安が潜ひそんでいるのをフェラールは見み逃のがさなかった。

「なにか心配があるのかね、大将軍」

「敵軍についての情報が不足しております。偵てい察さつへだしたペガサス空中騎き兵へいがウィングドラゴンに喰くわれましたので……我が方の偵察をそこまで妨ぼう害がいするなど、これまでにないことでございます」

「そうだね」

　戦争に関することなのでフェラールは頼たよりない。ちらり、とカンペをのぞく。舌先で唇を湿しめらせた。

「いや……まだ。まだです。もっと敵を引きつけましょう」

「陛下」ぐっと息をのむカディウス。感動しているのだ。戦場で、味方が押おされている時に冷静でいられる者こそ本当の王者だと知っているからであった。

「お見事です」

　フェラールは憂うれいに満ちた顔で首を横に振ふった。

（おおお、この人にしてこの謙けん虚きよさ……この御お方かたこそ……）

　カディウスはもう落らく涙るい寸前の大感動である。

　もちろんフェラールはいい迷めい惑わくであった。シレイラのアイデアをいかにも自分の考えのように話していることが恥はずかしくてたまらないのだ。

　ちらり、またカンペをのぞいてからフェラールは小さな声で言った。

「苦戦はいたしかたありません。敵をもっと引きつけてください」

「はっ」踵かかとを打ち合わせて深く礼をおこなうカディウス。

「ただ……」フェラールはカンペを見ずに付け加えた。

「兵を苦しませすぎてはなりませんよ。防御魔法を強化するように伝えてください」

　これまた素すの言葉であった。フェラール兄にいちゃん、戦いで人が傷きずつくところを見るのが大だい嫌きらいなのである。兵を案じた言葉というより、性格である。

「はっ、そのお心だけで、兵どもは勇気百倍いたすでありましょう」

　勝手に国王の御み心こころを想像したカディウスはさらにフェラールへの尊そん敬けいを深めつつ、てきぱきと命令をくだしはじめた。



　ハーピィの伝令たちが前線と本営のあいだを忙いそがしく行き来している。

「クォルン殿どの直じき率そつのゴブリン強きよう攻こう二個連隊は、敵てき槍そう兵へい第一陣と接せつ触しよく、猛もう攻こうを加えております！」

「第11魔導連隊、冷れい凍とう魔ま法ほうの詠えい唱しようにはいりました！」

「ラッシュバーン大たい佐さ、戦隊の再集結を完了！　陛へい下かの御命令あり次第、投入可能です」

「陛下！」きゃろりん、という効果音とともにセシエ・ハイムが進言した。

「エルフ魔法大隊の投入許可ちょーだい！　防御魔法の気合い入れないとつらいみたいなの！　あたしが直率するから！」

　本営の中央に据すえられた玉ぎよく座ざにでんと座った田中さんは即そく座ざにＯＫをだした。

「いいよ、セシエ。気をつけて」

「まっかして！」セシエは細い腕うででガッツポーズをとると、美形のエルフばかりで編へん制せいされた大隊のもとへかけていった。

　剛士はなかば呆ぼう然ぜんの体ていである。眼前で繰くり広げられる大軍同士の大決戦に圧あつ倒とうされている。

「どう、小野寺君、感想は」田中さんはにやにやしていた。

「いや、なんか……凄すごいですね」

　剛士の言葉を耳にした田中さんは笑い声をあげた。バカにしているのではない。実に楽しげな笑いである。

「僕も最初はそうだった」そこまで口にして、田中さんは真ま面じ目めな顔になった。「でも、華はな々ばなしいことばかりじゃないよ、戦争は……アーシュラ！」

「はい、陛下」敬意も露あらわに応じるアーシュラ。なんか、剛士への態度と全然違ちがう。とんでもない美人のクセして、オタク兄ちゃんに頬ほおを紅らめちゃったりしている。アーシュラの一方的なアレらしいが、二人のあいだには何かあるようだ。

「小野寺君にさ、いろいろな場所を見せてあげて」田中さんは命じた。

「どんなところを」

「そうだな」田中さんは顎あごを揉もんだ。

「野戦病院なんか、いいと思う」



　戦場北方。木の枝や草で全身を偽ぎ装そうした兵士が頭をあげた。

　慎しん重ちように周囲と上空を見回す。

　敵てき影えいは、ない。

　ほっと溜ため息いきを漏もらした兵士は後方の森へと急いだ。

　戦場の喧けん噪そうとは無む縁えんに思える森……

　が、その内部には数千のランバルト兵士が身を隠かくしている。

「将軍、敵ウィングドラゴンは偵てい察さつをうち切ったようです」

「御ご苦く労ろう！」グラッサーはバン、と大きな手で兵士の肩かたを叩たたいた。

　これがシレイラの秘ひ策さくなのだ。主力の右う翼よくと左翼、つまり東西の森に別動隊を潜ひそませ、魔王軍が引きずり出されたところで、一いつ挙きよに包囲、殲せん滅めつする。

　グラッサーはその右翼部隊を任されているのである。

「見ておれよ」グラッサーは魔族よりさらにおっかない顔になって呻うめいた。

「必ずや貴き様さまに吠ほえ面づらかかせてやるわ、オノデラ・ゴウシ……」
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　ぷるぷるぷるぷる。赤せき十じゆう字じのタスキを巻まいたスライムたちが担たん架かを頭の……というかまぁ、そんな感じの部分に載せて大きなテントに運び込んでいる。

　しかし、ギャグっぽいのはそこまでであった。テントの内部は殺気だっていた。

「軍医長殿どの、重じゆう傷しようぷに！」スライム衛生兵が叫さけぶ。

「診しん断だんはしたの！」続出する負ふ傷しよう者しやの手当で休む間もない美人のエルフ軍医さんが厳きびしい声でたずねる。

「右みぎ上じよう腕わん部ぶ重じゆう度ど裂れつ傷しよう、左太ふと股ももに鏃やじりがささったまま、出血多量ぷに。応急止血処置と強心剤50ミリグラム投とう与よ、治ち癒ゆ魔ま法ほう二回ぷに！」

「すぐにオペ！　手術テントに運んで！」

「了りよう解かいぷに！」

　スライムたちが大ケガをして苦しげにあえいでいるゴブリンを、手術テントへ運んでゆく。

「あなたがたは？」テントの入り口近くに立っている人ひと影かげに気づいたエルフ軍医はキツイ声で言った。野戦病院に見物人を置く余よ裕ゆうはないのだ。

「総そう帥すい閣かつ下かの御ご視し察さつだ、シャナン軍医長」アーシュラがこたえた。

「御視察？」シャナンはいぶかしげな表情を浮うかべたが、剛士の姿に気づくと軍服の上に白衣というスタイルのままぴしりと踵かかとを打ち合わせた。

「タトゥラ・シャナン軍医中ちゆう佐さであります」

「小野寺剛士です。忙いそがしいところ、すいません」剛士は丁てい寧ねいに挨あい拶さつした。ちょっと落ち着かない感じである。無理もない。まわりには、負傷して呻うめき苦しむ魔ま族ぞくや人ひと族ぞくたちが寝ねかされているのだ。

「あの、僕ぼくは気にせず、仕事に戻もどってください」

「言われなくともそうします」シャナンは即そく座ざに応じたが、ほんの一いつ瞬しゆんだけ微笑ほほえんで、つけ加えた。

「できれば、皆みなを励はげましてやっていただけませんか。喜ぶと思います。治癒魔法も外科手術も万能ではないのです」

「あ、えと」剛士はかくかくとうなずいた。「わかりました」

「ありがとうございます、総帥閣下。そこの衛生兵スライム、なにをしている！　暇ひまなら治癒魔法のひとつでもかけてやれ！」

　シャナンはスライム衛生兵を怒ど鳴なりつけると、とうとうテントには収まらなくなった負傷者たちの様子を見に外へ駆かけだしていった。



　負傷兵はゴブリンとトロルがほとんどだった。いまのところ、主力で戦っているからだ。腕うでを失った者、脚あしを切断された者。全身を包帯に包まれている者もいる。大だい事じ故こでも起きなければ、どんな病院にもこれほどの重傷者が並ならぶことはないだろう。

　そして、全員が剛士を見ていた。

　目を失った者は、音だけを頼たよりに、包帯に包まれた顔を剛士へ向けようとしている。

　一方の剛士はと言えば……

　固まっていた。呼こ吸きゆうすらままならない。眼前の異常な情景に怯おびえきっている。

　足が地面にはりついたように重く、一歩も踏ふみ出すことができなかった。

「剛士様」すっと、背中へ手をさしのべたスフィアが囁ささやいた。

「皆みな、お言葉を待っております」アーシュラが強い、押おし殺した声で言った。

「あ、うん」剛士はうなずき、負傷者たちを見回した。痺しびれたように動きの悪い舌のまま、かろうじて挨拶をする。

「あの……皆さん、小野寺です」

　ううっ、と地の底から響ひびくような唸うなりが生じ、片手をギプスで包まれたトロールが号令をかけた。

「総員、総帥閣下に、礼！」

　負傷兵たちは痛みをこらえながら剛士に敬けい礼れいする。中には、手首から先が切り落とされた腕で懸けん命めいに敬礼しようとしている者すらいた。

　その姿を目にしたとたん、剛士を縛しばり付けていたなにかが消え失せた。彼はさっと足を踏み出し、負傷兵たち一人一人に声をかけていった。

「御お名な前まえは」剛士は片目と腹を包帯で覆おおわれたゴブリンの兵士に話しかけた。

「ドルス……ドルス・ロム一等兵であります、閣下」

　剛士はうなずいた。それ以上、なにを話して良いのかわからなくなる。思いあまって、本人には一番尋たずねてはいけないことを口にしてしまった。

「傷きずの具合はどう？　治癒魔法だっけ、あれをかけて貰もらっているから治るんだよね」

「どうですかね」辛つらい、というより優しい声でドルスは答えた。

「治癒魔法は普ふ通つうの傷には効きくんですが、手足は生はやしてくれませんから」

　ドルスの足にかけられた毛布は、足一本ぶん、ふくらみが足りなかった。

「あ、あ、そうだよね、うん」剛士は懸命にうなずいた。かぁっ、と頭に血が昇のぼっている。

「気になさらないでください、総帥閣下」ドルスはにっこりとして剛士を慰なぐさめた。

「こちらにいらしたばかりで魔法のことは御ご存ぞん知じないんですから。それに、これで俺おれも故こ郷きように帰れまさぁ」

「故郷はどこなの」剛士は熱くなった頬ほおに手をあてながらたずねた。

「ゴブリン郡の南なん端たんにあるロメスって村です。家族はみんなそこで暮くらしております」

「お家うちの仕事は」

「農家です。なに、脚の一本ぐらいなくても、畑いじりぐらいできます」

「うん。そうだよね。きっとできる。きっとできるよ」剛士は目の下を拭ぬぐった。いつのまにか、濡ぬれていたのだ。

「さ、他の連中にも声をかけてやってくださいまし、俺だけじゃ恨うらまれちまいます」ドルスは自分もイノシシ顔を拭ぬぐいながら笑った。

「うん、ありがとう。またね」

　剛士の負ふ傷しよう兵へい巡めぐりはこんな感じで続いた。どちらが励はげまされているのやらわからない有様だったが、不思議なことに、声をかけられた者は皆みな一いち様ように、嬉うれしそうだった。戦いで傷きずついた恨みを口にする者はただの一人もいなかった。

　なぜだろう、と剛士は思った。地球の歴史では、戦場で傷を受けた恨みを抱いだいて生きる人は珍めずらしくないのだ。

　いったいなにが理由なのか……

「総帥閣下、ぷに」

　気がつくとスライム衛生兵がそばに来ていた。シビアな表情だ。

「なに」

「奥おくのベッドにいるトロルに声をかけていただきたいぷに」スライムは言った。

　剛士はそちらを見た。それだけで、スライムが頼たのんできた理由がわかった。ベッドに寝ねかされたトロルは、とんでもない重じゆう傷しようを負っていたのだ。

「小野寺です。君の名前は」

　ベッドの傍かたわらに置かれた椅い子すに腰こし掛かけた剛士はトロルに微笑ほほえんだ。

「ミレス・ティント二等兵であります、閣下」包帯で全身を包まれたトロルは上体を起こそうとして苦痛の呻うめきを漏もらした。

「いいから、いいから、そのままで」剛士はそっとミレスをベッドに戻もどした。全身をランバルトの火か炎えん魔ま法ほうで焼かれたらしい。重度の火傷やけど……治癒魔法も薬も効果がないほどの火傷なのだ。

「頑がん張ばったんだね」剛士は言った。少しは話しかけかたがわかってきたので、総そう帥すいらしい言葉をつけ加える。

「魔王陛へい下かにお知らせしたら、お喜びになるよ」

「本当でありますか」ミレスは目を輝かがやかせた。包帯の隙すき間まからわずかにのぞく獣けもののように尖とがった顔から、ミレスがまだ若わかいことがわかった。

「絶対さ。田中魔王陛下は優しい方だから。君はいくつになるの、僕ぼくは17なんだ」剛士は懸けん命めいになって言った。ミレスの気分を少しでもいまの辛つらさから逸そらせてやろうとかれなりに考えての言葉だ。

「じゅう、15です、閣下」ミレスは苦しげな息をしながら言った。

「15？」

　剛士は目を丸くした。信じられなかった。

「どうして15で軍隊に？　まだ戦わなくても……」

「家族と、故郷のためです」ミレスは牙きばを剥むきだした。笑ったらしい。

「俺おれの兄あに貴きは、家を出て東の入植地で雑貨屋を開いてました。ランバルトの軍隊が攻せめ込んで、兄貴と、兄貴の家族を殺しました。それで、俺が軍隊に志願したんです。本当は親おや父じが入ると言ったんですが、もうとしだし……」

　剛士はまだ理解できなかった。

「だってお兄にいさんは雑貨屋だったんじゃないの？　なんで兵隊に」

「ランバルトの奴やつらは魔族が嫌きらいなんです。魔族と仲良くする人族も嫌います。だから、殺すんです」

「それだけで」

「総帥閣かつ下か……初代の魔王陛下が降こう臨りんなさるまで、俺の先せん祖ぞも人族からひどい扱あつかいをされていたそうです。腹はらに据すえかねて人族を殺したこともあると。ひでぇことをしたもんだと思いますが、他にどうしようもなかったんです」

「……」

「もちろんいまは違ちがいます」剛士の沈ちん黙もくの意味を取り違えたのか、ミレスは慌あわてて言った。

「いまじゃ、そんなことはありません。故さ郷との隣となりにはよその国から逃にげてきたマケインさんて人族の一家が住んでて、もう爺じいさんの代からのつきあいです。凄すごくいい人たちで……俺の妹いもうと、イリシャもかわいがって貰もらってます。でも、それは魔王領で、魔王陛下が俺たちを守ってくださるからなんです。魔族が安心して暮くらせるのは……魔王領のほかにありゃしません」

　剛士は思わずミレスの手をとっていた。

　唐とう突とつに理解できたのだ。

　ミレスは信じている。魔王と、魔王領を。それだけが自分に、いや、自分の家族に幸しあわせを与あたえてくれるのだと。

　だから、これほどの傷を負っても恨うらみ言ひとつ口にしないのだ。

　他の負傷兵たちも同じだ。

　かれらは魔王を心から信じている。

　だからこそ、魔王も、かれらのために戦わねばならないのだ。

「そうだね」剛士はうなずいてやった。

「ここは素す晴ばらしい土地だ。魔王陛下も、素晴らしい御お方かただ」

「だったら」そこまで言ってミレスは呻うめいた。息がさらに苦しげになっている。

「なんだい」剛士はたずねた。頬ほおが濡ぬれていることにも気づいていない。

「勝てますよね、閣下。必ず勝てますよね。みんな、これからも仲良く暮らせますよね」

　ミレスは痛いほど剛士の手を握にぎりしめていた。

　声がでない。剛士は何度も唾つばを飲み込んだ。いてもたってもいられない思いがした。どうしていいのかわからなかった。しかし、なにかを言わなければならない気がした。

「……安心していいよ」

　剛士はむりやり声を押おし出した。

「勝てる……必ず勝つ。陛下は必ず魔王領を救ってくださる」

「みんな大だい丈じよう夫ぶですよね。総帥閣下の代になっても大丈夫ですよね」ミレスは苦痛に青ざめた顔でさらにたずねた。

「親父おやじもお袋ふくろも……イリシャも、マケインさんも」

「大丈夫だ」剛士はうなずいた。だんだんと声が大きくなっていった。

「みんな幸しあわせに暮くらせる。必ずそんな日がやってくる。陛下が絶対にそうしてくださる！」

　剛士はそこで大きく息を吸い込み、思ってもみなかった言葉をミレスに伝えた。

「もし陛下がだめでも、僕が必ずそうしてみせる！」

「閣下……良かった……ああ、帰りてぇなぁ」

　ミレスの瞳ひとみに安あん堵どの色が浮うかんだ。ふぅっ、と大きな息をつく。瞼まぶたが落ち、トロルの長い手から力が抜ぬけた。

「ミレス」ぞっとするような思いとともに剛士は呼んだ。

　が、ミレスはこたえない。

「ミレス！　おい、しっかりして！　家に帰るんだろ！　みんなと一いつ緒しよに仲良く暮らすんだろ！　おい！　目を開けろ、目を開けろってば！　軍医長！　軍医長！」

　狂くるったように叫さけぶ剛士に呼ばれて駆かけてきたシャナンがかがみ込み、ミレスの脈みやくをとった。

　しばらくして顔をあげ、顔を横に振る。

「かれは魔王陛下に忠ちゆう誠せいを尽つくしました」

「どうして！」

　剛士は叫んだ。

「どうして！　まだこんなに温かいのに！　大丈夫だよ！　もう一度診みてよ！　まだ助かるよ！　死なせちゃだめだよ！　魔法は？　薬は！　ミレスは家に帰らなきゃいけないんだよ！　みんな待ってる、家でみんな帰りを待ってるんだよ！」

「閣下」

　背後からアーシュラが抱だきとめた。

「離はなせよ、冷血女！」

　剛士はわめいた。完全に錯さく乱らんしていた。

「なんでだよ、なんでたった15で死ななきゃならないんだよ！　教えてくれよ、どうしてそこまでして戦うんだよ！」

「それが戦争です」アーシュラの声は悲しみに満ちていた。

「わかったようなことを言うなぁ！」

　剛士はさらにわめき、ぽろぽろと涙なみだをこぼした。

「子供まで死なせるぐらいなら、戦争なんて負けたほうがいい！」

　その直後、バシッ、と乾かわいた音が響ひびき、剛士の視し界かいに星が飛んだ。

　スフィアが、前に立っていた。

　瞳ひとみに涙をためている。

　剛士に平手打ちを浴びせたのだ。

「スフィア、なんということを」血相をかえたアーシュラが叱しかった。

「これぐらいしなければわからないわ！」スフィアは怒ど鳴なり返した。

「わからない、なにがわからないんだ！」売り言葉に買い言葉で剛士が怒鳴る。相手がスフィアだとわかっていてもためらいはない。

「お話ししたのに、まだおわかりにならないのですか」スフィアは悲しみをたたえた声で言い、叫ぶように付け加えた。

「教えて差し上げます！　あなたです、剛士様！　かれを死なせたのはあなた！」

　スフィアはいっぱいに涙をためていた。

「あなたが素す直なおに魔王を継ついでいたら、今日の戦いは違うものになっていたでしょう！　あなたの思うとおりに戦っていたら、これほど負傷者がでることもなかった！　それなのに……それなのにあなたは怯おびえて逃にげてばかり！　だからミレスは死んだのです！　死ななければならなかったのです！　もう一度申し上げます、かれを殺したのはあなたです、総帥閣下！」

　剛士は下した唇くちびるを噛かんだ。握にぎった拳こぶしがわなわなと震ふるえている。殺意に満ちた目でスフィアを睨にらんでいた。

　次の瞬しゆん間かん、くるりと振り向き、野戦病院を出る。

「閣かつ下か」

　アーシュラがあわてて後を追おうとした。

「いいのです、アーシュラ」スフィアの厳きびしい声が飛んだ。

「しかし、スフィア」

「剛士様は一人でお決めにならねばなりません」

　スフィアはすっぱりと言い切った。その冷れい徹てつにすら響く声は、絶対にただの美少女が口にできるものではなかった。



　天てん幕まくを出た。視界がぼやけた。

　剛士は自分が泣いていることにようやく気づいた。

　学生服の袖そでで拭ぬぐう。鼻を啜すすった。

（なんであそこまで言われなければいけないんだ）

　と、思った。

　しかし、スフィアに対する反はん論ろんは思いつかない。

　ひっぱたかれたのがショックだったから、ではない。

　心のどこかでスフィアの言葉にうなずいてしまったからだ。

　突とつ然ぜん放り込まれた世界。

　魔族たち。

　次なる魔王。

　ミレス。

（僕は約やく束そくした）

　剛士は思った。

（彼に、約束してしまった）

　確かにその通りだった。原げん因いんなどどうでもいい。

　剛士は、あのトロルの少年兵に約束してしまったのだ。

　僕が必ずそうしてみせる、と。

　剛士は気が小さい。性格も素直とは言えない。男らしさなどかけらもない。

　しかし、死に際してもただ家族のことだけを案じていた少年の願いを裏切るような卑ひ怯きよう者にだけはなりたくなかった。

「ほら、歩け、歩け！」

　険けわしい声が響ひびいた。

　剛士はそちらを見た。

　丸まる腰ごしのランバルト兵たちがトロル兵に護ご送そうされている。捕ほ虜りよだ。

　剛士は無意識のうちに彼らに足を向けていた。

「許きよ可かも得ずに近づくな！」

　トロル兵が警けい告こくの声をあげた。すぐに自分が誰だれへ声をかけたのかを知り、気を付け、の姿勢をとった。

「総そう帥すい閣かつ下か、総帥閣下でありますな？　もうしわけございませんでした！」

「いいんだ」剛士は首を横に振ふった。

「あのさ、少し捕虜と話してみたいんだけれど、いいかな」

「は、どうぞ」

　剛士は武器を奪うばわれたランバルト兵に近づいた。

「ひとつだけ聞きたい」

　剛士は疲つかれ切り、怯おびえてもいるランバルト兵にたずねた。

「なんだ、おまえは……人ひと族ぞくの裏切り者か」ランバルト兵は精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張はり、剛士を見下してみせた。

「その面つらは……南の辺へん境きよう民みんか、それとも魔族との混血か？　いずれにしろ、血の汚よごれたブタだな」

「貴き様さまぁ、なんということを」

　トロル兵が殴なぐりかかろうとする。剛士はかれを押おしとどめ、もう一度言った。

「質問に答えろ」

　氷のように冷たい声。自分にこんな声がだせることに、自分がいちばん驚おどろいていた。

「ランバルトはなぜ魔ま王おう領りようを攻せめる？　なぜ兵士でもない魔族を殺す？」

「あぁ？」

　ランバルト兵は面めん食くらった顔を浮うかべ、げらげらと笑い出した。

「決まってるじゃないか！　穢けがれた魔族だからだよ！　獣けもののような面をして、牙きばを生はやして、虫を食うような下等動物だからよ！　他に理由などあるものか！」

「ただ、魔族だというだけで……」

　剛士はそれ以上、なにも言えなかった。

　その様子がおかしかったのか、他の捕虜たちもげらげらと笑い出した。

（こいつらは……）

　抑おさえがたいものが突つき上げてくる。

（こいつらは……ただそれだけのことで……）

　ただ自分とは見かけが違ちがう。それだけで、他人を虫けらのように苛いじめ殺す。そうしている自分になんの疑問も持たない。

　剛士はそんな奴やつらのことを良く知っていた。

　フラッシュバック。

　自分を便器に押おしつけながら卑いやしい笑いを漏もらしていた奴ら。



    

  
    
      

　ランバルトは、飯田なのだ。



　魔族は剛士自身……いや、自殺に追い込まれたＡ君なのだ。

　頭痛がした。

　背後から、鈴すずの音ねが響ひびいた。

　剛士は頭をかきむしった。他人には決して話せない記き憶おくと思いが無数にかけめぐり、増大し、脳のうを破は裂れつさせそうなほど膨ふくれあがった。

　剛士は絶ぜつ叫きようした。

「わかったよ！　わかったわかったわかったわかったぁ！」

　剛士は喚わめき続けた。

「やってやる。やってやる絶対にやってやる！　約やく束そくは守るぞ！　誰にも、誰にも苛いじめさせやしない！　苛めさせるものか！　僕がやってやる！　絶対に、絶対にっ！」

「剛士様」

　スフィアの案ずるような声。

　剛士は振ふり向いた。スフィアとアーシュラが心配そうに見つめている。

「魔ま王おう陛へい下かをお手伝いする」剛士はきっぱりと言った。

「閣下、それでは」アーシュラが息を呑のんだ。

　剛士は早口で命じた。

「ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もん、戦せん況きようを確かく認にん。確認したならすぐに報ほう告こく！　急いで！」

「はっ」

　アーシュラはだっと駆かけ出し、一足先に本ほん陣じんへ向かった。

　それから数分、剛士とスフィアは二人だけで肩かたを並ならべて歩き続けた。

　沈ちん黙もくが重い。剛士はむっつりしたままだし、スフィアは何度か話しかけようとしてはためらっている。

　と、二人の顔が同時にお互たがいを向いた。

「スフィア」

「剛士様」

　そのまま固まってしまう。

　沈黙。やがて剛士が小さな声で言った。

「君から先に」

　スフィアは目を見開いた。こくんと喉のどが鳴った。どうしたわけか、頬ほおを染そめていた。

「いいのです」

　彼女は首を横に振った。

「わたくしが申し上げるべきことは、もうありません。これからは、心から剛士様にお仕えするだけです」

　スフィアはちんちくりんな少年の横顔を見つめ、たずねた。

「……お許しいただけますか」

「むろんさ、よろしく頼たのむ」

　剛士はうなずいた。

　スフィアのズッキューンなセリフにも動どう揺ようしていない。

　いまのかれは、普ふ段だんの小野寺剛士とは違っているからだ。

　一いつ介かいの高校二年生ではなく、魔ま王おう領りよう総そう帥すいとしてすべてを受け取っていたのだ。トロル少年兵と約束を交わした魔王領総帥として。

　二人は再ふたたび歩き始めた。剛士がそっと手を伸のばし、スフィアの手を握にぎった。

　スフィアはほっそりした指をしっかりとからめた。

「スフィア」剛士が言った。

「はい、剛士様」

「……ありがとう」

　スフィアの指に力がこもった。

　周囲のすべてを忘れてしまう、そんな気分を二人が抱いだきかけた瞬しゆん間かん──

　戦場で無数の喚かん声せいが生じた。

　剛士は注目した。

　蒼あおざめる。

　左右の森から、ランバルトの伏ふく兵へいが出現していた。

　シレイラの罠わなが獲え物ものを捕とらえたのだ。



　　　　４



　戦争大好きシレイラ王女の計画は完かん璧ぺきだった。魔王軍主力を完全に、罠へ陥おとしいれた。



　槍そう兵へい同士の戦いは最初から劣れつ勢せいを承知であった。いや、あえて劣勢を招まねくことで、魔王軍主力を突とつ出しゆつさせたのである。

　魔王軍、すなわち田中魔王陛下は見事に引っかかった。優勢下で激げき戦せんの続く前線からの要求に引きずられ、かなりの予備隊を増ぞう援えんに投入してしまったのである。調子に乗るとついつい限度を越こしてしまうオタク兄にいちゃんの悪あく癖へきと言えよう。

　フェラールがカンペを覗のぞき見しつつ反はん撃げき命令を下したのはその時であった。

　シレイラの指し示じは、

“〝敵兵の顔が本ほん陣じんからはっきり見分けられるようになったら、反撃の頃ころ合あいです”〟

　というものであった。フェラールはその指示どおりに行動したのである。

「大将軍！」フェラールはすっくと立ち上がり、セントールの野に吹ふく風に銀ぎん髪ぱつをなびかせた。

「左さ翼よく隊たい、キケロン将軍に合あい図ずの狼煙のろしを！　敵主力後方へ突とつ入にゆうさせてください！」

「は、陛下！」カディウスは即そく座ざに狼煙をあげるよう命じたあと、うかがうような表情を浮うかべてたずねた。

「グラッサーの右翼隊はいかがいたしますか」

　カディウスの疑問は当然だった。戦いの常識から言えば、敵の側面や後方を突つく別動隊は一いつ挙きよに投入してこそ最大の効果があがる。豪ごう雨うだからこそ堤てい防ぼうは決けつ壊かいするのと同じだ。

「しばらく待ってもらいます」

　カンペを見ながらフェラールは答えた。

「敵には、まだ動きがあると書いて……いや、あるはずです」



　左翼側面の森から魔王軍後方へと突っ込んだキケロン将軍の左翼隊は農のう兵へいと騎き兵へい合計で約４０００名であった。戦力としてはたいしたことがない。

　しかし、要はタイミングである。小兵力であっても、突っ込む場所が良ければ何十倍もの効果を発はつ揮きする。

「いいぞぉ、チェドラル農兵、そのまま魔族どもの側面を叩たたけぇ！」

　キケロンはフランケンな元美び貌ぼうに似に合あった命令を叫さけんだ。愛馬とともに軍勢の先頭を進んでいる。

「ハブロス騎兵、敵後方へ潜もぐり込み、退たい路ろを断たて！」

　さすがはランバルト、兵が戦いくさに慣れている。キケロンの簡かん単たんな命令だけで部隊指し揮き官かんや下級将校たちが的てき確かくな判断を下し、部隊を魔王軍にとってもっとも厄やつ介かいな位置へ突っ走らせてゆく。

　魔王軍主力は、たちまちのうちに崩くずれた。



　側面と後方からの奇き襲しゆう攻こう撃げきは衝撃以上の効果を発はつ揮きした。これまで優位に立って戦い続けてきたゴブリン強きよう攻こう兵へいに動どう揺ようが走る。どれほど優れた部隊でも、側面や後方を叩かれれば弱い。

「恐おそれるなぁ！」

　クォルンは咆ほう吼こうし、部隊の立たて直しに懸けん命めいであった。

　ランバルトにはめられたことはかれにもわかっていた。

　しかし、ここで負けを認みとめるわけにはいかない。

　このままでは軍主力が失われる。

　そうなれば、ワルキュラをまもる方法はない。魔王領は崩ほう壊かいしてしまう。

　しかし、現状から逃のがれる方法もなかった。キケロン隊の投入と同時に、これまで防戦一方だった正面の敵主力も態勢を立て直し、反撃へ移ろうとしている。

「ブーラーン！」

　クォルンは肩かたを並ならべて戦い続けてきたトロル部隊の指揮官を呼んだ。

「おぅっ」

　ブーランは片手に酒さか瓶びん、片手に長ちよう剣けんといういでたちであった。相変わらず酔よっぱらっているが、勇気と指揮の見事さに不足はない。

「このままではいかん、ちょっと手伝ってくれるか。非常の策さくというやつだ」クォルンの声は庭にわ掃そう除じについて語っているようなさりげなさだった。

「なにをいまさら、ゴブリン族ぞく長ちよう殿どの」ブーランは牙きばを剥むいて笑った。

「これまで、いいときも悪いときも、ゴブリンとトロルは手を携たずさえてきたではないか。いまさら仲間はずれはよして貰もらおう」

「済すまぬ」

　クォルンは一礼し、ブーラーンに策を説明した。



「無理するな無理するなぁ、みんな、やばそうだったら逃にげろぉ！」

　ジョス・グレナムは叫さけんだ。口くち振ぶりこそいつもどおりの軽さだが、表情は真しん剣けんである。彼の魔ま導どう連れん隊たいは、後方から、ハブロス騎き兵へいの攻こう撃げきを受けていたのだ。

　魔導士は直接攻撃には弱い。騎兵の強きよう烈れつな突とつ撃げきでたちまちのうちに突つき崩くずされ、混乱に陥おちいった。

　ジョスは必死である。声をからして部下の魔導な娘むすめさんたちを逃がし、自分は片かたっ端ぱしから攻撃呪じゆ文もんを高速詠えい唱しようして敵を食い止めている。

　しかし、限界があった。たった一人の呪文で食い止められる敵の数はしれたものである。

「あ、クソっ」

　ジョスは怒鳴った。敵てき騎兵がかれのかわいい魔導娘を槍やりで突ついたのだ。

「炎ほのおの精せい霊れい、我わが祈いのりを聞け、あのクソ野や郎ろうを吹ふき飛ばせ！　熱球炎雨フアイアシエル！」

　ごぅっ、と炎の玉が空中で無数に生じ、ハブロス騎兵に降り注そそぐ。騎兵は絶ぜつ叫きようをあげて馬ごと燃もえ上がった。

「大たい佐さ殿！」かわいい声の伝令が呼びかけた。

「おう、フィリカちゃんか！　すまないが、ＰＪＳの番号聞いてる暇ひまはないぜ」

「クォルン様からの御ご伝でん言ごんです」自分も矢や傷きずを負っているハーピィのフィリカはそれでも健けな気げな微び笑しようを浮うかべて報告した。

「伝言？　こっちは手て一いつ杯ぱいだ。手伝っている暇はねーぞ」

　フィリカはクォルンの策さくをジョスに伝えた。

　ジョスはあんぐりと口を開けた。ヒュー、と口くち笛ぶえを吹ふく。

「あのオッサン、たいした度ど胸きようだな、やるぅ」ぐっ、腹に力を込こめる。

「わかった！　こっちだけ除のけ者ものは勘かん弁べんしてくれって、クォルンのオッサンに伝えてくれ」

「はい」

「それからな」ジョスは優しく笑ってフィリカの頬ほおにキスをした。

「俺おれの返事を伝えたら、後方に下がっていいぞ。おまえさんは充じゆう分ぶんに働いてくれた。ＰＪＳの番号聞くまで生きてて貰もらいたいしな」

　真まっ赤かに頬を染そめたハーピィの娘さんを見送ったジョスはさらに二度、高速詠唱をおこなってハブロス騎兵を一時的に混乱させると、１８００人の魔導な娘さんたちに向けて怒鳴った。

「第11魔導連隊！　後退しろ！」

　女性が度ど外はずれて大好きであるがゆえに、女性に対して底そこ抜ぬけに優しい彼は色々な種族の娘さんたちが傷つく様子をこれ以上見たくなかったのだった。

　もちろん、自分自身はクォルンに続くつもりである。理由は言うまでもない。

　ジョス・グレナムは祖国に忠誠を誓った軍人なのだ。



「わかっていたんだ」剛士は小さな子供のように地じ団だん駄だを踏ふんだ。「あの森を見た時に、見た時に、気づいていたんだ！　なのにどうして思いつかなかった！」

「剛士様」スフィアが慰なぐさめる。

「わかっていたんだよ」剛士はスフィアの手を握にぎって訴うつたえた。「僕はわかっていた。なのに、なのに！　また、僕のせいでだれかを死なせてしまう！」

「総そう帥すい閣かつ下か！」本営から駆かけ戻もどったアーシュラが呼んだ。

「苦く戦せんです」

　剛士の横顔に怒いかりが浮うかんだ。

「見りゃわかるよ、もっと詳くわしく言って」

「敵は南方から伏ふく兵へい約４０００を投入、わが主力の退たい路ろを断たちました。このまでは包ほう囲い殲せん滅めつされます。陛へい下かは閣下をお呼びです」

「田中さんが？　わかった」

　剛士は本営に走った。

　戦場で新たな動きが生じたのはその時であった。

　それを目にした剛士は大きく息を漏もらした。賛さん嘆たんの呻うめきである。



「聞け皆みなの者もの！」

　クォルンは怒ど鳴なった。

「我われらはこれより敵本営に対する突とつ撃げきを敢かん行こう！　フェラール三世が素そっ首くびをば叩たたき落とす！」

「オオオオオオッ」

　傷きずだらけのゴブリンたちが腕うでを振ふり上げる。彼らもこの戦いが持つ意味を理解しているのだ。

「済すまぬ」クォルンは思わずわきあがった涙なみだを拭ぬぐい、叫さけんだ。

「全軍突撃隊たい形けい！　汝なんじ等らには不ふ憫びんなれど、我わが供ともをせよ！　いまより我われら護ご国こくの鬼おにとならん！　ゴブリン強きよう攻こう兵へい、突撃っ！　田中魔王陛下万ばん歳ざい！　魔王領に栄えい光こうあれ！」

「田中魔王陛下万歳！」

「魔王領に栄光あれ！」

　ゴブリン強攻兵は人族の恐おそれる魔物そのものとなって突進を開始した。トロルがその傍かたわらに続き、第11魔導連隊でただひとり戦場に残ったジョス・グレナム大佐が攻撃魔法を高速詠唱した。



「なんと」

　敵主力の動きを見て取ったカディウスが罵ののしりの声をあげた。

「あの苦く況きようから突撃を企くわだてるとは」

　これこそがクォルンのとった非常の策さくの正体であった。包囲され、痛めつけられ、全ぜん滅めつするよりは、戦力のあるうちに本営めがけて突撃し、せめてフェラールの首だけは奪うばってしまおうというのである。

　確かに、王の首を奪えば、主力が潰かい滅めつしても魔王軍は負けずに済すむだろう。野戦の達たつ人じんであるクォルンらしい思い切った策さくであった。

「陛下」

　カディウスはフェラールにたずねた。

「早急に手を打ちませんと」

「あ、ああ、そうだね」

　フェラールは青ざめていた。カンペが役に立たないからだ。さすがのシレイラも、包囲された敵軍が本営めがけて突撃してくるなど予想もしていなかったのである。

　罠わなが、軋きしみ音を立てていた。

　カディウスは焦じれた顔を浮かべて進言した。

「陛下、グラッサーの右う翼よく隊たいを」

　いったい陛下はなにをためらっておられるのか、と思っている。

「いや、まだだ、まだだよ」

　フェラールは懸けん命めいに首を振ふった。シレイラは右翼隊を投入する時期についてはっきりと指し示じしているからだった。

「とりあえず、敵を防いでください。詳しよう細さいは任まかせます」フェラールは国王らしい威い厳げんを保たもとうと懸命になりつつ命じた。

「はっ」

　カディウスは一礼し、本営に最後の予備として置いてあったシェイラット傭よう兵へい隊たいを迎げい撃げきに投入した。



「クォルン族ぞく長ちよう並ならびにブーラーン大たい佐さ、敵本営への突とつ撃げきを敢かん行こう！　グレナム大佐の魔ま導どう連れん隊たいも後に続きます！」

「ランバルトは本営より予備隊を投入！」

　田中魔王陛下は、蒼そう白はくであった。脂あぶら汗あせがたらたらとしたたっている。

　大おお事ごとになった。いや、大おお事ごとにしてしまった。

　原げん因いんはなにか、痛いほどわかっている。

　自分の失敗なのだ。魔王である自分が、調子に乗って主力を突出させすぎたのだ。

　それになのに、ゴブリン、トロル、それに魔導士たちはさらに勇気を振り絞しぼって敵本営へ突撃を企くわだて、なおも勝敗を逆転させようとしている。

　田中魔王陛下万歳、を唱となえながら。

　田中さんは立ち上がった。

　鎧よろいの重さでよろけそうになる。

　しかし、頑がん張ばって耐たえた。

　自分がなにをすべきか、すでに決意していた。

　魔王である限り、責任はとらねばならないのだ。

「田中さん」どたどたと本営に駆かけ込んできた剛士が呼よんだ。

「あ、小野寺君」

　田中さんは剛士に微笑ほほえんだ。

「凄すごいことになっちゃったよ」

　ほとんど泣きっ面つらである。しかし、両目には怯おびえ以外の何かがあらわれていることに剛士は気づいた。

「だから、いかなきゃなんない」田中さんは言った。伝令を呼ぶ。

「ケンタウロス選せん抜ばつ騎き兵へい隊たいに命令！　ただちに突撃準備！　僕ぼくが自みずから率ひきいる！」

　うっ、と本営が驚おどろきの呻うめきに満ちた。

　魔王自身が部隊を親率する。

　これまでなかったことである。

「危険です、陛へい下か」

　アーシュラが慌あわてて止めた。

「ここは自分にお任せを」

「ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もんの言うとおりですよ、田中さん」

　剛士も必死になって言った。こくりと唾つばを飲みこんで度ど胸きようを固め、かれは続けた。

「僕が、かわりに行きますから！」

　その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、田中さんはオタク兄にいちゃんに似に合あわない表情を浮うかべた。

　心の底から嬉うれしそうな、爽さわやかな笑顔を浮かべたのである。

「ありがとう、小野寺君」

「じゃあ」

「いや、やっぱり僕が出る」田中さんは言った。

「せめて、クォルンたちの退たい路ろは確保してあげないといけないからね」

「だめですよ」剛士はぶるぶると震ふるえていた。「危険すぎます。それに、敵がまだなにか企たくらんでいるかも……」

「わかっているよ。怖こわくてたまらない」田中さんは辛つらそうな笑みを浮かべた。

「でも、好きなんだよ、魔族のみんなが」

　剛士はぐっと胸を掴つかまれたような気分になった。

（田中さんも、わかっていたんだ）

　と思った。彼は思わず言っていた。

「僕もです、僕もなんです。だから」

「良かった」田中さんは嬉しそうだった。

「それだけが心配だったんだ」

「田中さん！」

「陛下と呼んでよ、小野寺君」

　田中さんはにっこりとした。

「魔王領の未来は君とともにある。それは僕が断言する。でも、今日はまだ僕が魔王なんだ。そう、僕は魔王なんだよ」

　剛士は胸を突つかれた。田中さんの手が微かすかに震ふるえていたのだ。彼はこの時はじめて、田中さんに感謝の念や親近感とは異ことなる気持ちを抱いだいた。

　それは、一点の曇くもりもない敬けい意い。

　玉ぎよく座ざを仰あおぎ見た剛士は震えを懸けん命めいに抑おさえた声で言った。

「へ、陛下」

「なにかあった時は後を頼たのむ。リアに優しくしてやって欲ほしいな」

　田中さん、いや、田中魔王陛下は顔を真まっ赤かにしている。鎧よろいが重くてかなわないのだ。

「へいか」

　リアの場ば違ちがいなアニメ声が響ひびいた。つぶらな瞳ひとみで魔王陛下を見つめている。

　どこまでも真しん摯しで、それでいて決意に満ちた瞳。

「なんだい、リア」

「どこいくの」

「ちょっとお出かけ」魔王陛下はにっこりした。唇くちびるが青ざめていた。

「ボクも行く！」

　リアは叫さけんだ。

「いつでも一いつ緒しよなんだから」

「だめ」魔王陛下は優しい声で命令した。

「リアはだめ。おとなしくしてなさい。あとのことは全部、小野寺君に任せてあるから。小野寺君のことも好きだろう？」

「嫌いやだ！　ボクも行くぅ！」

　リアはぷぅっ、と頬ほおを膨ふくらませて地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「ボクは普ふ通つうじゃないもん、サタニアンだもん！　人族なんかに負けないんだもん！　陛下をまもるんだもん！」

　田中魔王陛下の横顔に微び笑しようが浮かんだ。苦痛に近い喜びの微笑だ。

　そしてかれは初めてリアを怒ど鳴なりつけた。

「だめだ！　これは魔王の勅ちよく命めいだ、リア！　命令を守らないと、嫌きらいになるぞ！」

「へいか」

　リアの目にみるみる涙なみだが盛もり上がった。

「後方で待機していろ！　早く行け！」

「へいかぁ、いやだぁ、いやだよぉ」

　リアはわんわん泣きながら崩くずれ折れた。魔王陛下の目配せを受けたエルフの侍じ女じよたちに抱かかえ上げられるようにして運び出されてゆく。

「陛下」いまやためらいもなくその尊そん称しようを口にした剛士は深く頭を下げた。

「えと、あの、気持ちは、わかります。わかります」

「しかたないさ。悲しいけどこれって」

　田中魔王陛下はにやりとしてオタク兄ちゃんらしい決めゼリフを口にした。

「戦争なのよね」

　剛士はズッコケなかった。モトネタが古すぎてわからず、素直に感動していたのだ。

　いや、モトネタを知っていても感動していただろう。

　この瞬しゆん間かんの田中さんこそ、真の魔王陛下であった。

　田中魔王陛下はよたよたと歩いて絨じゆう毯たんに乗り込み、整列したケンタウロス騎き兵へいを閲えつ兵ぺいした。

「みんな、僕のおかげでこんな騒さわぎになってごめん！」

　青ざめた唇をひくつかせながらケンタウロスたちを見回す。

「でも、後のことは小野寺君に頼たのんだから大だい丈じよう夫ぶだと思う。悪いけど、みんなはまず僕に付きあってほしい！　これから、主力の後方を包囲した敵騎兵に突撃を加え、退路を確保し、隙すきあらば敵本営へと突撃する！」

「オオオオオっ」

　半人半馬のケンタウロスたちが一いつ斉せいに叫さけぶ。自分たちが死ぬかもしれないとわかっていても、魔族のために自分の命を危険にさらそうとする魔王陛下の心意気に感かん激げきしている。この人のためならば、死んでもいいと思っているのだ。

「よぉし、ケンタウロス選抜騎兵、前へ！」

　田中さんは腕を振りおろすと、ケンタウロス全軍とともに突撃を開始した。



　　　　５



「ケンタウロス選抜騎兵だと！」かろうじて本営を支えているカディウスが叫んだ。「あの地獄の騎兵どもか。なにっ」

　ケンタウロスたちの中に含ふくまれる意外なものを発見したカディウスは望遠鏡を構え、その正体を確かめた。

「あれは、まさか……しかし、あの黒くろ鎧よろいはまさに……陛下！」

　カディウスはフェラールに報告した。

「ケンタウロス選抜騎兵は魔王が親しん率そつしております！」

「ああ、それは」

　フェラールは悲しげな溜ため息いきを漏もらした。

　戦争は嫌きらいでも、理解できたのだ。

　なぜ、魔王自身が出しゆつ撃げきしてきたのか。

　王としての義務に従ったのだ。自分のために戦ってくれる兵たちを見捨てることができなかったのだ。

　フェラールは魔王に場ば違ちがいな共感と同情を抱いだいた。王たる者でなければ理解できない感情である。

（彼とならば、友達になれるかもしれないな）

　と、思った。

　王は孤こ独どくなのだ。フェラール兄にいちゃんにしてもホモる相手には不自由しないが、友達と呼べる者は一人もいない。

　だからこそ、義務を懸けん命めいに果たそうとする魔王に共感を抱き、友達になれるかもしれない、と思ったのだった。

　もちろん、だからといってなにが変わるわけでもない。魔王は敵の親おや玉だまなのである。倒たおさねばならない。

　フェラールはカンペを確認した。シレイラは魔王自らが出撃してくるところまで予想してはいなかったが、敵が救きゆう援えんのために増援部隊を投入した瞬しゆん間かんこそが重要であると断定していた。

「陛下！」

　ケンタウロスに蹴け散ちらされるハブロス騎兵の惨さん状じようを目にしたカディウスが叫んだ。

「わかっています」

　フェラールはうなずいた。

「間もなくです」



　ケンタウロスたちは奇き怪かいな喚かん声せいをあげつつ、ひとかたまりの怪かい物ぶつのように密集して敵へと迫せまった。その攻こう撃げき力りよくは圧あつ倒とう的であった。

　ケンタウロスの戦せん闘とう力は、並なみの騎き兵へいを遥はるかに越こえている。

　レベルが違ちがうのだ。たとえば、人馬一体、と言われるほどに訓練された騎兵と馬であっても、結局のところ人は馬を操あやつることに心を砕くだかねばならない。槍やりや剣けんを振ふるうのはその次、二番目の重要度になるのだ。

　ところが、ケンタウロスはそうする必要がない。思うままに走り、戦える。

　ハブロス騎兵は哀あわれであった。魔王に激げき励れいされ、また友軍を救おうと戦意を燃もえ上がらせたケンタウロスに襲おそいかかられ、たちまちのうちに大損害を被こうむった。ケンタウロスたちの握にぎった槍やりで串くし刺ざしにされた騎兵たちの死体が戦場に積み重なり、乗り手を失った馬がどこへとも知れない場所へ逃にげ去ってゆく。

「よぉし、いいぞぉ」

　絨じゆう毯たんの上で田中さんは手を叩たたいた。

「いけぇ、いけぇ、どんどんいけぇ！」

　興こう奮ふんのあまり、周囲の凄せい惨さんな光景も気にならず、オタクネタを使うことも忘れていた。

　同時に、もしかしたら、と思っている。

　もしかしたら、もしかしたら、このまま勝てるのかも。

　そうなれば……

　田中さんはにんまりとした。そうなれば、あとはすべて剛士に任せて引退し、リアと楽しくオタクな毎日を過ごせるからだ。

　そんな未来が訪おとずれて欲ほしい、と心から願った。過去は悲しすぎた。

　天あま抜ぬけで過ごした日々。

　暗く悲しい想い出。

　オタクであるというだけで、見かけが悪いというだけで周囲からバカにされた。

　魔ま族ぞくは違ちがった。魔族は心から敬うやまい、魔王として扱あつかってくれた。

　リアにも出会わせてくれた。

　だから、だからなのだ。

　かれは本当に魔族たちが好きだった。魔王領も好きだった。

　リアとの未来が幻まぼろしにすぎないとしても、それを忘れてはならなかった。だからこそ戦わねばならない。魔王としての義務を果たさねばならないのだ。

　敵てき陣じんに新たな狼煙のろしがあがった。

　左側の森からワッ、と鬨ときの声が轟とどろき、新たな敵兵が出現した。ケンタウロスたちの不意を衝ついて横合いから襲おそいかかり、ひとたびは魔王軍が取り戻もどしかけた優位を再びくつがえしてゆく。

　田中魔王陛下は目を見開いた。口元に皮肉な微び笑しようを浮うかべた。

「これが戦争ってことか」

　オタク兄にいちゃんにとっては精せい一いつ杯ぱいの負まけ惜おしみ、悪役キャラ的決めゼリフであった。それだけでは気が済すまなくて、もうひとことだけ付け加えた。

「リア……ごめん」



　フェラール三世は右う翼よく隊たい投入の時期を誤あやまらなかった。シレイラの指示にあったとおり、敵が救きゆう援えん部ぶ隊たいを出しゆつ撃げきさせ、それが充じゆう分ぶんに戦場へと入り込んだその瞬しゆん間かんに突撃命令を下したのである。

「わはははははは、待ちに待ったぞ、この時を！」

　グラッサー男だん爵しやくは上じよう機き嫌げんで命令を下した。

「バンカス槍そう兵へい団だんはそのまま前進！　ケンタウロスどもの腹はらを突つけぇ！　トゥーラーン近この衛え重じゆう装そう騎き士し団、我に続けぇ！　魔王が、魔王があそこにおるぞ！　魔族どもを統すべる人ひと族ぞくの裏切り者をば討うち取れぇ！」

「承しよう知ち！　獲え物ものを奪うばっても恨うらむな、グラッサー！」

　バンカス槍兵団を率ひきいる隻せき眼がんの知将、ルイトポルト・バンカスが嘲あざ笑わらうように告つげた。

「なにをいうか若わか造ぞうが」

　グラッサーは怒ど鳴なり返した。

「近衛重装騎兵の戦いくさぶり、見せてくれるわ！」

　まず、槍兵たちがパイクを構えながら戦場へ突とつ入にゆうした。号令とともに一いつ斉せいにパイクを突き出し、あわてふためくケンタウロスたちの横よこ腹はらに突き入れる。無数の悲鳴があがり、ケンタウロス選せん抜ばつ騎兵は一いつ瞬しゆんにして大混乱に陥おちいった。

　グラッサーはその機会を見み逃のがさなかった。集結させた部隊を、敵のやや後方から突入させる。

「続け続けぇ！　魔王、魔王や何いず処こ！」

　勢いが付きすぎて悪ノリ状態になっているグラッサーの後をきらきらと輝かがやく鎧よろいに身を包んだ近衛重装騎兵たちが追う。その先頭を進むのはもちろん二人の副将、ガルスとマークスである。



「勝ちましたな」

　カディウスが言った。どこか、ほっとした調子である。

「そうなのだろうね」

　フェラールがうなずいた。退たい屈くつしきっているような顔だ。いや、本当に退屈している。目の前で繰くり広げられる際さい限げんもない殺し合いに飽あき飽きしていた。

「陛下」

　あいかわらずフェラールの態度を誤ご解かいしたおしているカディウスはことさら重々しげに呼びかけた。

「ああ、うん」

　フェラールはカンペに記されている最後の一行を呼んだ。そこにはこう記されていた。

　──全軍突撃。

　フェラールは右手を高々と掲かかげた。その手の振ふりおろされた時、魔王軍は魔王もろとも殲せん滅めつされるであろう。
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「へいか！」リアが絶ぜつ叫きようした。



「陛下」アーシュラが呻うめいた。



　剛士はケンタウロス選せん抜ばつ騎き兵へいまでが待ち伏ぶせを受けた戦場に視し線せんを据すえている。



　スフィアは剛士を見つめていた。



　ランバルト軍は二重の罠わなを仕し掛かけていた。まず主力をからめとり、続いて救きゆう援えん部ぶ隊たいの不意まで突ついた。

　もはや手の打ちようがない、誰だれもがそう思った。二重の罠に挟はさまれ、戦場でのたうちまわる魔ま王おう軍ぐんの潰かい滅めつは時間の問題だった。

「兵力はどれだけ残っている！」

　アーシュラが厳きびしい声でたずねた。

「はっ、ケルベロス親しん衛えい突とつ撃げき戦せん隊たい、第６５３重ゴーレム大隊、第１０１空中突とつ竜りゆう戦隊、エルフ魔ま法ほう大だい隊たいをはじめ、約５０００の投入が可能よ！」戦せん況きようの急変を知って本営へ駆かけ戻もどってきたセシエが報告した。調子にのってあれこれ投入したにもかかわらず、これほどの兵力を予備としてとってあったのは、軍隊としてなかなか立りつ派ぱなものだった。軍隊における予備兵力とは、住宅ローンを抱かかえた一家にとってのボーナス以上の意味を持っているからだ。戦場でまずいことになっても、その予備を投じることで不利な戦況を逆転させられるかもしれないからである。だから、世に名将として称たたえられる将軍たちほど、戦況がどれほど苦しくなっても予備兵力を手放さない。

　もっとも、魔王軍の場合、田中さんの指し揮きが優れていたというより、過去、アーシュラが予備兵力を大事にしながら戦ってきたおかげである。魔王軍にとっての常識になっているのだ。

　このとき、そのアーシュラはいまこそ予備兵力投入の時であると決断していた。

「全予備兵力はただちに集結！　魔王陛下の救援に向かう」

「ボクも行くよ！」リアが叫さけんだ。

　おおお、と周囲の者たちから声があがる。完かん璧ぺきな負まけ戦いくさモードに入ってから示された決断力と勇気が感動を呼び起こしたのである。

　こりゃ、やるしかないよね、とみんなが盛もり上がりかけたその時。

「あのさ」

　と、小さな声が聞こえた。小お野の寺でら剛ごう士しである。

「総そう帥すい閣かつ下か？」アーシュラは剛士を睨にらんだ。

　彼女の視し界かいに映じたちんちくりんな魔王領総帥の姿はひどく頼たよりなげであった。

　アーシュラは舌打ちを漏もらしかけた。

（一度は決意を固めたように思えたが……まさか、この期ごに及およんで臆おくしたのではあるまいな）

　彼女がそう受け取ったのも当然であろう。

　剛士はひどい有様であった。

　顔がん面めん蒼そう白はく、唇くちびるはひきつり、脂あぶら汗あせはだらだら。

　今いま頃ごろになってシャレの利きかない現実に気づいたのか、と思われても仕方のない態度だった。

　事実、アーシュラは思いかけた。

（こうなれば、いっそ、この男を排除して）

　吸きゆう血けつ鬼きらしい冷れい酷こくかつ冷静な判断であった。魔王領のために必要だと判断してしまえば即そく座ざに剛士を抹まつ殺さつすることぐらい、アーシュラにとっては簡かん単たんである。普ふ段だんならばそんなこと考えもしないのだが、いまは事情が違ちがう。剛士がボケたことを言い出せば、軍はおろか、田中魔王陛下まで救えなくなるのだ。剛士の未来より田中さんの今日きよう、他にもちょっとばかり事情があったが、ともかくアーシュラはそう考えかけた。

　しかし、だ。

　アーシュラは気づくべきだった。

　青ざめ、震ふるえている剛士が、同時に微び笑しようを浮うかべていたことを。

「閣下……」

　剛士が口を開いたのは、アーシュラが行動をおこそうとしたその瞬しゆん間かんだった。

　その言葉を聞いた途と端たん、アーシュラは自分の耳を疑った。

　いや、アーシュラだけではない。固かた唾ずを飲んで事の成り行きを見守っていた全員が呆ぼう然ぜんとした。

　小野寺剛士は、震えてはいるがはっきりとした声で、

「僕の身分なんだったかな？」

　と、たずねたのである。

「そ、それは……」

　不意を衝つかれたかたちになったアーシュラは混乱した。ついさきほど、野戦病院で目にした情景が思い出されたのだ。

　あの時、トロル少年兵の死を看み取とった剛士は完全に錯さく乱らんし、普段のふにゃふにゃした態度からは想像もつかないほど暴あばれた。

　普段はロクに目もあわせられないクセに、アーシュラのことを冷血女と罵ののしり、傍はた目めからも惚ほれきっていることがあきらかなスフィアへ殺意に満ちた視し線せんを向けた。まさに狂犬であった。

　ちんちくりんの総帥閣下には、普段は決して表にださないそういう部分がある。

　そう、小野寺剛士は……

「魔王領総帥閣下であります」

　アーシュラは渋しぶ々しぶと述べた。

　なにか、決して口にだしてはならぬ忌いまわしい呪じゆ文もんを唱となえてしまったような気がした。

「だよね、そうだよね」

　剛士は笑顔を浮かべた。

「あー、なんか僕ぼく、影かげ薄うすいから、忘れられてるのかと思った」

「いったいそれが」

　アーシュラは戸と惑まどい続けていた。剛士の真意が未だにつかめない。

「田中さんは前線にいる。命令をくだせない。そうだよね。ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もん」

　剛士はアーシュラを見み据すえていた。

「はい」アーシュラの表情が曇くもった。危険を察知したのだ。口調こそとぼけているが、剛士の目つきはさきほど自分を罵った時とまったく同じだと気づいたのである。

　しかし、気づいた時には手て遅おくれだった。

　剛士に搭とう載さいされた恨うらみと執しゆう念ねんの高速増ぞう殖しよく炉ろは、暗く深い場所で密ひそかに臨りん界かい点てんを越こえていたのである。

　魔ま王おう領りよう総帥、天あま抜ぬけ高校二年、小野寺剛士はビューティ・ヴァンピレラに乾かわききった声でたずねた。

「ならばどうして僕ぼくを無む視しするの？　僕は魔王陛へい下かの代理なんだから、軍の行動はすべて僕が決定することになるはずだよね。それとも、僕が信用できないから勝手に戦争するつもりなの？」

　わかってんじゃない。

　思わずそうツッコミたいところだが、立て板に水、ＴＯＴＯのレバー左側、東海村にプルトニウム、ストレンジラブ博はか士せに水すい爆ばく。剛士君、全開モードである。アーシュラに答える隙すきも与あたえずに吹ふきまくった。

「いやきっと間ま違ちがいだ。そうだよね？　ドラクール軍事顧問、あなたは魔王陛下のもとで筆ひつ頭とう参さん謀ぼうを務めてきた。そのあなたが魔王陛下の代理である僕を無視するはずがない。僕を無視することは魔王陛下への反逆に等しいのだから。そうだよね、ね？　だから間違い、ちょっとした手違いのはずだ。どう、違うの？　いやそうに決まっている。もちろんわかってる！　誰にでも間違いはある。僕も間違うから、間違いを責めたりはしない。しかし僕は陛下の代理。魔王領総帥だ。その点は間違いないよね」

　剛士は一気に言った。

　皆みなはうっと息を詰つめ、彼を見つめた。

　ムチャである。詭き弁べんすれすれのムチャなことを言っている。これまで自分がさんざん示してきた情けなさをタナにあげ、無視するのは反逆だ、なんて決めつけている。

　が、アーシュラ以下、誰だれ一人ひとりとして反論できない。

　筋は通っているのだ。これまで剛士が見せてきた情けなさが原げん因いんであるという点をのぞけば、彼は正論を口にしている。田中さんが命令を下せる状態にない今、魔王軍は総そう帥すいである剛士の命令に従わねばならないのである。

「はい……間違い、ございません」

　腹の底から押おし出したような声でアーシュラは認めた。菫すみれ色いろの瞳ひとみには殺意を通り越したものが浮うかんでいる。

「そう。良かった」

　剛士はうなずいた。アーシュラほどの人物をやりこめたというのに、顔色は良くない。

　嫌いやだったのだ。素直に田中さんの身を案じ、予備兵力の投入を決断しかけたアーシュラの揚あげ足あしをとったことが。実際、Ａ君（17）になりたくなるほどの自じ己こ嫌けん悪おを覚えていた。

　しかし、他に手はなかった。

　剛士はすでに決意している。スフィアに教えられ、ミレスと約やく束そくし、田中さんに気づかされていた。

　魔王領と魔族は、自分自身なのだ、と。

　であるならば守らねばならなかった。魔王領と魔族を。天抜高校での自分と同じように、戦争という理由の無い苛いじめに苦しんでいるものすべてを。

　小野寺剛士は魔王領総帥にして次期魔王であるからだ。

　だからこそアーシュラを嫌な手て管くだでやりこめた。

　そうでもしておかねば、誰も、自分の命令には従したがわないと思われたからだった。

　やりこめた理由はもう一つある。

　彼女は判断を間ま違ちがえている。そう直感したからだ。

　アーシュラは田中さんの救出に予備兵力すべてを投入しようとしていた。

　それによって得られる成果は、おそらく、田中さんを救出できるかもしれない、というだけ。

（それじゃだめなんだ）

　と剛士は確信していた。才能というより経験がそれを教えてくれた。

　あわてふためいて予備を投入するのは、苛めグループに便器へ顔を押おしつけられ、もがくことと同じだ、と直感したのだ。

　力を振ふり絞しぼれば、一度は便器が顔から遠のくかもしれない。

　しかし、力を使い果たしてしまえば、次は、耐たえられない。

　予備兵力を使い切った魔王軍、魔王領、魔族も同じだ。たとえ田中さんを救出できても、ランバルトが企たくらむ次の攻こう撃げきには耐えられない。崩ほう壊かいしてしまう。

　それでは本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　魔王の果たすべき役割とは、魔王領を繁はん栄えいさせ、そこに住むすべての者たちに安らかな日々を与あたえることなのだ。

　田中さんはそれがわかっていた。

　そして剛士は、その田中さんからすべてを託たくされたのだ。

　魔王領を便器に押しつけさせるな、と。

　心臓の鼓こ動どうが速度を増ました。

　血管がずきずきと脈みやく動どうした。

　息を思い切り吸すい込む。

「みんな聞いて！」

　剛士は生まれて初めて心からの大声を発した。悲鳴のような声である。

「いまより全軍の指し揮きはこの僕、魔王領総帥小野寺剛士が引き継ぐ！」

　ハッ、と一同が膝ひざを突ついた。アーシュラも含ふくめて。総帥という立場にあることを確かく認にんしてしまった以上、そうせざるをえない。

　だが、全員が心から剛士を受け入れたわけではなかった。特に指揮センターで彼を目にしていた者たちは難むずかしいところがあった。×１００状態のレルネーと話ができた場面を見て、常じよう人じんではないと感じた（誤ご解かいした）のと同時に、アーシュラの悲鳴も耳にしている。信じたくあるのと同時に、拭ぬぐいきれない不安も抱いだいているのだ。

　セシエ・ハイムがその気分を代表して質問した。

「それはいいんだけどぉ、総帥閣下ぁ。いったい、どうするつもりなのぉ？」

　実際は、なにができるのか、というべきだろう。

　予備兵力すべてを投入して魔王陛下を救出、即そく座ざに撤てつ退たいする。

　包囲されているゴブリンたちは見捨てる。

　他に方法はないように思えた。実際、アーシュラはそういう命令を下そうとしていた。非情ではあるが、合理的な判断である。

　それがいけないと言うのであれば、いったいどんな名案が剛士にはあるのだろう……

　全員の注目を浴びた剛士はこともなげに言った。

「いま、考え中」

　って、小学生の言い訳じゃないんだから。

「あの」

　セシエはぽかんと口を開けた。

　彼女がかろうじてのけぞらずに済んだのは、彼の表情が、確かに全力で頭を働かせていることを教えていたからだった。

「ボクは陛下を助けるよ、お兄にいちゃん！」

　リアが剛士を見上げた。決意に溢あふれた態度である。

　剛士は下した唇くちびるを噛かみ、68歳の幼よう女じよを見つめた。

　純じゆん粋すいな気持ちを前にして、剛士の中に様さま々ざまな思いが駆かけめぐる。恨うらみと執しゆう念ねんのハードディスクに、羨せん望ぼうと恥はずかしさが付け加わり、さらにシュンシュンカリカリと回転速度を増ました。

　さきほどとは比くらべものにならないほど強きよう烈れつな自己嫌悪に陥おちいりそうになった寸前、考えがまとまった。

「リアは、強いの」剛士の声は小さく、控ひかえめで、優しかった。

「強い、強いよ！」

　望みがかなえられそうだと知って、リアちゃん68歳は飛び跳はねる。

　剛士はスフィアに視し線せんでたずねた。

「サタニアンの戦せん闘とう力りよくは尋じん常じようなものではありません。一人で、人族百人に匹ひつ敵てきします」スフィアがこたえた。

「陛下はただ……リアにそういうことをさせたくなかったのでしょう」

「わかった」剛士はうなずいた。なぜか苦しげな様子でアーシュラにたずねる。「軍ぐん事じ顧こ問もん、残っている部隊でもっとも動きが遅おそいのはどれ」

「ゴルザック少しよう佐さの重ゴーレム大隊ですが」

「リア、連れていくのはゴーレムでいい？」剛士はたずねた。無意識のうちに左手で胃を押おさえている。

「うん！　ゴルザックに遊んで貰もらったことある！」

　リアは元気良くこたえた。

　剛士は右手で密ひそかに拳こぶしをつくり、リアに伝えた。

「うまくいかないかもしれないけれど、その時はちゃんと戻ってくるんだよ。わかった？」

「う、うん」剛士の醸かもし出すなにかに圧あつ倒とうされたようにリアはうなずいた。

　剛士は明らかに無理をしているとわかる笑顔を浮うかべ、リアに命じた。

「いいよ、リア。重ゴーレム大隊に行って、準備して」

「イエッサー、おにいちゃん！」

　リアは重い鎧よろいを着き込こんだまま１００メートル７秒フラットのスピードで駆かけ去った。

「総帥閣下」

　アーシュラが疑いを消しきれない態度とともに言った。

「いったいなにを」

「前に話したじゃないか」

　剛士は怒おこったように答えた。

「敵を勝たせなければ、負けたことにはならないはずだ」



　戦場で新たな動きが生じた。

　ランバルト軍が全力をあげた突とつ撃げきに移っていた。

　彼らは勝つつもりなのだ。



　　　　７



　フェラール三世が右みぎ腕うでを振ふり下ろすと同時に、ランバルト全軍は突撃に転じた。これまで本営の防衛に当たっていたウランコール、マラックス、シェイラット各隊も防ぼう御ぎよから攻こう撃げきへと態勢を切り替かえ、少なからぬ損害を被こうむりつつも本ほん陣じんに迫せまり続けていたゴブリンやトロールと正面衝しよう突とつする。

　パイクとパイク、剣けんと剣、戦せん斧ぷと戦斧、魔法と魔法が激げき突とつし、戦場は大だい噴ふん火かをおこした活火山を思わせる地鳴りと鳴動に包まれた。

「突つけぇ、突けぇ！」

　すでに馬を捨てていたイーサン・ウランコール将軍が長さが並なみの槍やりほどもある大たい剣けんを振るいながら大だい喝かつする。赤毛で短たん躯くの彼が戦っている姿はまさに人間戦車、ゴブリン強きよう攻こう兵へいですらひるませるほどだ。かれが得え物ものを振るうたび、屈くつ強きようなゴブリンたちがなぎ払はらわれてゆくのである。

「ムッ、いかんな」

　田中魔王陛下が危地に陥おちいったことを知らぬまま、みずからも戦斧バトルアクスを振るいながら果か敢かんな本営突撃を指し揮きし続けてきたクォルンはウランコールのおかげで部隊が混乱しかけていることを見て取った。勢いをつけて跳ちよう躍やくし、敵兵の上を飛び越え、ウランコールの真正面へ着地した。

「貴き様さま、いい度ど胸きようだ！」

　ウランコールは突然あらわれたゴブリンが好敵手にほかならないことを直感した。

「いずれ名のある者であろう！　名乗られよ！　儂わしはイーサン・ウランコール！　フェラール三世陛下のもとで槍そう兵へい団だんをお預あずかりしておる！」

「おお、貴き公こうが鉄てつ壁ぺきのウランコールか。丁てい寧ねいな御名乗り痛み入る」

　クォルンは戦斧の柄えをぐっと握にぎりしめた。

「我わが名はガズ・クォルン！　ゴブリン族が族ぞく長ちよう！　魔王陛下の臣しん！」

　ウランコールの口元に大きな笑えみが浮うかんだ。

「おお。お主ぬしが魔王軍にその名も高い迫はく撃げきのクォルンか！　卑いやしき魔物なれどお主の勇名は存じておる。相手にとって不足はない、いざ勝負！」

　叫さけぶやいなや、ウランコールはクォルンの腹はらめがけて剣けんを突つき入れた。

　クォルンは戦斧を縦にかまえ、両りよう腕うでの筋肉がはちきれそうなほどの力をこめて剣を逸そらせた。素早く跳躍し、ウランコールが自由に剣を振るえない内うち懐ぶところへ潜もぐり込もうとする。

　ウランコールは即そく座ざに後方へ飛び、間合いを保たもった。剣を背後へ隠かくすように構えた。

　クォルンも戦斧の刃やいばを肩かたの後ろへ隠すように構えた。

　お互たがいに、相手が間合いを読めない構えをとったのだ。

　ウランコールがにやりと笑った。

「この一いち合ごうで、勝負が決まるな」

　クォルンはうなずいた。

「勝った者が、相手の武名を世に伝えることにしたいが？」

「承知！」

　ウランコールはぐっと腰こしを低くした。

　クォルンが左ひだり脚あしをじりっ、と前へ滑らせる。

　二人が勝負をかけて踏ふみ出そうとしたその時……

「ウランコール殿どの！　助すけ太だ刀ちいたします！」

　甲かん高だかい声が響ひびき、電光にも似にた弓ゆみの一いち撃げきがクォルンを襲おそった。太く低い音を立ててクォルンの左目へ突き刺ささった。

「ぐぅっ」

　クォルンは矢の柄を左手で掴つかんだ。かれが人族であれば鏃やじりは脳にまで突き刺さっていたに違いないが、強きよう靭じんなゴブリンの肉体構造がそれを眼がん球きゆうに食い止めた。

　クォルンは残った右目でウランコールを睨にらんだ。こうなっては勝てるはずもないが、せめて敵と向かい合って死にたいと思った。

　が、ウランコールは両腕から力を抜ぬいていた。フェイへ怒ど鳴なる。

「いらぬ世話だ、フェイ・マラックス！　これは儂わしとクォルンの勝負なのだ！」

「だって」

　フェイは突とつ然ぜん、15歳の少女にふさわしい甘あまったれた声をあげた。泣きそうになっている。

「だってだって、そのゴブリン、強そうなんだもん！」

「ええい」

　ウランコールは罵ののしり声をあげた。が、その声はどこかなだめるように響ひびいた。彼はクォルンへ言った。

「クォルン、済すまぬ。儂が望んだことではない。しかし、あれはあれで……」

　二人のやりとりに痛みも忘れていたクォルンはニヤリと笑い、矢の柄を握にぎった手に力をこめた。

「フンっ」

　気合いを入れて引き抜ぬく。眼球ごと矢が引きずり出された。

「良いわ、ウランコール。こう申してはなんだが、あの娘むす御めご、貴き公こうを慕したっておるようだな」

「困っておる」人間戦車は頬ほおを染そめ、剣けんを納めた。

「今日きようのところは勝負を預あずけるぞ！　またの機会があればのことだがな！」

「おう！」

　クォルンは応じた。

　後方で新たな喚かん声せいがわき起こった。隻せき眼がんとなったゴブリン族ぞく長ちようは振ふり返り、ぐっと牙きばを剥むきだした。

「救きゆう援えんも、無む駄だか。くっ、このままでは確かに、またの機会など得られそうもない」

　魔王軍は崩ほう壊かい寸前であった。



　鎧よろいと石の肉体がぶつかりあう音が響いた。リアがぶぅんと跳はね飛んで身長３メートルを越すゴルザックの肩かたに飛び乗ったのである。

「ゴルザックのおじちゃん、いい？」

「ああ、いいだよ、リアちゃん。いまからおまえさんがおらたちの指し揮き官かんだよ」

「ありがとう！」リアはゴルザックの頬にキスし、石の巨きよ人じんを真まっ赤かにさせた。なんで血ちも流れていないゴーレムが紅くなるの、なんて考えてはいけない。

　リアはずらりと整列した６００人のストーンゴーレムへ顔を向けた。腰こしに差していたバトンを握り、ぶつぶつと呪じゆ文もんを唱となえ始める。

「パンプルパパレホカリマンタン、我わが封ふう印いんせる真の力よ、いまこそ解放の時なり……サタニアン・リア、バーサーク・モード、チャージ・オン！」

　閃せん光こうがきらめき、意味もなく花びらが散った。リアの身体からだが空中でぐるぐるとまわり、ちっちゃな胸とお尻しりがぽよよん、と揺ゆれた。

　……が、全然見かけは変わっていない。

「そらなんだべ、リア」

　ゴルザックはあきれていた。

「へいかにね、教えて貰もらったの。リアみたいな子はそういうことをするキマリがあるんだって」

　リアはガッツポーズとともに言った。

　ゴルザックは深々とうなずいた。

「はぁ……なんかわかんねけど、陛下が仰おつしやったんなら大だい事じだなぁ」

　……いえ、ゴルザック少しよう佐さ、大事だと思うのは田中さんと同じ趣しゆ味みを持ってる大きなお友達だけだと思います、きっと。

「ねえねえみんな！」気分的に変身したリアはストーンゴーレムさんたちにたずねた。

「陛下から教えてもらった出しゆつ撃げき前まえのキマリ、もうひとつあるんだけどやっていい？」

「オオオオっ」

「いいだよいいだよ」

「やるだよやるだよ」

「Ｌ・Ｏ・Ｖ・Ｅ、頑がん張ばれリアちゃーん」

　重ストーンゴレーム大隊、アイドル声優のコンサート状態である。

「じゃいくよ！」リアはびょんと飛びはねて地上に降り、整列しているストーンゴーレムたちの前を偉えらそうに歩いてみせた。

　一人のゴーレムの前で脚あしをとめ、顔を睨にらみつけた。

「きさまぁ」アニメ美び幼よう女じよ声ごえでリアはたずねた。

「出身はどこだぁ」

「はっ、マロント山でありますだよ、サー！」

　たずねられたゴーレムさんがどこか嬉うれしそうに答えた。

「まろんと山？」平ひら仮が名な発音をしたリアが唇くちびるをとがらせた。

「あそこには牛うしとオカマしかいないそうだがぁ、貴き様さまは牛か？」

「違ちがうでありますだよ、サー！」

「牛ではない？　ならばオカマだなぁ？」

「それも違うでありますだよ、サー！」

　リアは腰に手を当て、胸をぐんと反そらせた。

「ならばきさまはなんだぁ！　どこに所しよ属ぞくしているぅ」

「重ゴーレム大隊、サー！」

「ブラントラントでもっともしぶとい兵士はどこにいるぅ」

「重ゴーレム大隊、サー！」

「味方が助けを求めた時、最初に選ばれる部隊はなんだぁ」

「重ゴーレム大隊、サー！」

「敵を粉ふん砕さいする時、誰だれもが頼たよりにする部隊はどれだぁ」

「重ゴーレム大隊、サー！」

「よぉぉぉぉし、いーこいーこぉ」

　リアはストーンゴーレムの肩かたに飛び乗り、頭をなでなでした。なでられたストーンゴーレムはにやけ顔になり、周囲の連中は一いつ斉せいにあ、いいなぁ、という羨せん望ぼうの表情を浮うかべる。

　その時、ハーピィの伝令があらわれ、剛士からの出撃命令を伝えた。

　ゴルザックの肩へ跳ちよう躍やくし、そこにすっくと立ったリアは叫さけんだ。

「貴様らにたずねるぅ」

「貴様らは何者だぁ！」

「ゴーレム！　ゴーレム！　ゴーレム！」一斉に怒ど鳴なり返すストーンゴーレムたち。

「貴様らの誇ほこりはどこにあるぅ！」

「義務デユーテイ！　名オナー誉！　祖国ホーム！」

「貴様らの命は誰のものだぁ！」

「魔王陛下！　魔王陛下！　魔王陛下！」

「貴様らは魔王領を愛しているか！　へいかに忠ちゆう誠せいを誓ちかうか！　部族を信じているか！」

「ガン・ホー！　ウラー！　ジーク・ジ○ン！」

「ならばボクに続けぇ、地じ獄ごくの使者、最低の石人形ども！　重ゴーレム大隊、前へ！　ストーン・フォー！」

「サー・イエス・サー！」

　気分的にバーサーカーのリアとともに、ストーンゴーレムの逆ぎやく襲しゆうがはじまった。



「ストーンゴーレムだと。今いま頃ごろになって投入してきたのか？　まさか魔族ども、まだ負けたとは考えておらんのか」報告を受けたカディウスが鼻に皺しわを寄せた。

「陛下、まずい連中がでてきました」

「そのようだね」フェラールはうなずいた。その表情は心持ち青ざめている。彼もストーンゴーレムの攻こう撃げき力りよくの高さ、打たれ強さは知っている。あの石の巨人たちには剣けんも槍やりも弓ゆみも効果はないのだ。

　とはいっても、なにをしてよいのかわからなかった。それは彼が戦争のことはサッパリであるからばかりではない。

　すでに、予備兵力がないのである。総そう突とつ撃げきに移っているため、使える部隊がないのだ。

　いや、本当ならば、シェイラット傭よう兵へい隊たいが予備として残っているはずなのだが、クォルンの突撃を迎むかえ撃うつために投入されてしまっている。直接の命令を伝えたのはカディウスだったが、実は彼の責任ではない。やっぱりフェラール兄にいちゃんがいけないのであった。「とりあえず防げ」と彼が命じ、カディウスは忠実に従っただけだからである。シレイラ王女が知れば大だい激げき怒どするであろう。

　ともかく、他の手を考えねばならなかった。

「くぅっ、いますこし情報があれば、せめてマリウクスから投石器バリスタを呼び寄せられたものを」カディウスは忌いま々いましげであった。

　ストーンゴーレムに効果があるのは冷れい魔ま法ほうの一部、落とし穴あな、そしてバリスタである。なかでも、巨きよ大だいな石を投げつけるバリスタは運が良ければ一いち撃げきで石の巨人を砕くだくことが可能だった。今日きよう、それが投入されていないのは動きが鈍にぶく、奇き襲しゆうの邪じや魔まになるからであった。

「敵が今日に限って、こちらのペガサス空中騎き兵へいを追いかけ回したのはそういうわけか……」カディウスが歯ぎしりをした。

「むぅ。魔族にも策さく士しがおるものと見える。まさか……うむ……新たに出現した魔王の力か……」

　あ、つまり、剛士の最初の思いつきがこんなところに影えい響きようを与あたえていたのですね。もちろん剛士はカディウスが想像しているほどもの凄すごいことを考えていたわけではない。ただ、ランバルトの邪魔をしてやろうと思っていただけである。

「大将軍、案はありますか」

　フェラールがたずねた。あいかわらず落ち着いた態度だ。

　しかし、内心はあわわわわ、であった。なにをしてよいかわからない。大パニック。カンペにもこんな時どうすべきかは書かれていない。落ち着いて見えるのは王族として受けた教育のおかげであって、実は泣いて丸くなりたい気分なのであった。要するに、威い風ふう堂どう々どうと腰こしを抜ぬかしているのである。

「むぅ」

　国王のそんな様子をまたまた、

（この場でこの落ち着き、この御おん方かたこそ真の大王……）

　と、勝手に誤ご解かいしたカディウスは、一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを寄せ、まずまずの対たい抗こう策さくを考え出した。

「キケロンの左さ翼よく隊たいにいささか兵力の余よ裕ゆうがございます。迎げい撃げきするよう命じましょう。それと、包囲の輪が薄うすくはなりますが、こちらの魔ま導どう士しの一部もゴーレムへぶつけます」

「よしなに頼たのみます」



「キケロンの手て勢ぜいと手を組んで魔王を挟はさみこむのだっ」

　グラッサーは命じた。

　周囲はすでに大混戦である。

　奇き襲しゆう攻こう撃げきを浴びて混乱こそしたものの、ケンタウロスはやはり強敵であった。態勢を立たて直したほんの数すう騎きが反撃を試みただけで、トゥラーン騎き兵へいがバタバタと打ち倒たおされてゆく。

「さすがは魔王、みずから打ってでただけのことはある」

　グラッサーは爽さわやかな笑いを浮うかべた。欠点だらけな人ではあるが、強敵は素直に誉ほめてしまう性格でもあるのだ。

「それにしても……奴やつは、オノデラ・ゴウシはどこにおる……やはり、本営か……」

　もっとも、本営に突撃をかけようとは思わない。今日の戦いでは、与あたえられている任務がはっきりしているからだ。魔王軍主力の包ほう囲い殲せん滅めつ。それを無む視しするつもりはない。グラッサーは忠ちゆう誠せい心しんの厚い男なのだ。

　グラッサーは戦場を見回した。騎兵、槍そう兵へいとも、何度も何度も魔王に向けて突撃をかけているが、周囲のケンタウロスたちに阻はばまれ、突入できない。

「キケロンとの連れん絡らくはとれたか！」

　グラッサーは怒ど鳴なった。

　左右で部隊を率ひきいていたはずのガルスとマークスが戻もどってきたのはその時だった。

「閣かつ下か！」ガルスが怒鳴った。

「キケロン将軍の左さ翼よく隊たいは兵の一部を後方のストーンゴーレム迎げい撃げきに投入しました！」

「なにっ」グラッサーは呻うめき、クワッと魔王軍を睨にらみつけた。ガルスの言うとおりだった。左翼隊の槍兵や騎兵が後方に動いている。

「無む駄だなことを。魔王の首さえ奪うばえば良いのだ、増ぞう援えんにかまっている暇はない！　キケロンの独断か」

「フッ」前まえ髪がみをかきあげながらマークスが報告した。「本営からの命令ですよ」

「なにっ、陛へい下かが？」

　グラッサーは下した唇くちびるを噛かんだ。

「わからぬ……この期ごに及およんで、なぜそのようなことをなされるのか……むぅっ、なにか、深いお考えがあってのことか……いや、そうに違ちがいない」

　この人も勝手にフェラール兄にいちゃんを持ち上げてます。

「わかったっ！」

　グラッサーは大声をあげた。

「これは陛下のお慈じ悲ひだ！　我われらだけで魔王を片づけよ、とのお慈悲なのだ！　先の戦いくさで我らが魔王を逃のがしたことを知って、心配りなされたのだ！」

　彼は目頭を熱くしていた。好意的な誤ご解かいもここまでいくと凄すごい。

「ならば」ガルスが大きくうなずいた。

「フッ」マークスが前髪をかきあげた。

「勝手に首を取るわけにはいかなくなったな」グラッサーは言った。

「捕とらえて、陛下の前に引っ立ててやろう。殺すよりよほど気が利きいておる」



　ランバルトの長ちよう弓きゆうが空中から降り注そそいだ。が、ストーンゴーレムはそのすべてを弾はじき返しながら重々しく前進を続ける。

「第１中隊、そのままぜんしーん！　第２中隊は左の敵をつぶせぇ！　第３中隊はボクと一いつ緒しよに正面突とつ破ぱぁ」

　リアがバトンをぶんぶんふりまわしながら舌っ足らずな声で命じた。おっそろしいことにストーンゴーレムの先頭を切って、ぴょんぴょん跳はねながら進んでいる。

　ドドドッ、と地鳴りのような音を立てて20騎きほどのランバルト騎兵が突つっ込んできた。

「なに、女？　それも子供かっ、なぜ子供がこんなところにっ」

　隊長らしい先頭の男が馬上でのけぞった。

「子供じゃないもん！　68だもん！　教育してやるぅ！　リア、バトン、アクション！」

　叫さけび返すなりリアは飛びあがった。一いつ瞬しゆんのうちにバトンが10メートル以上の長さへ伸のびる。リアはバトンを振ふった。空気との摩ま擦さつ熱ねつで先せん端たんが灼しやく熱ねつしたバトンの一いち撃げきを受けて10騎以上の騎兵が吹ふきとんだ。

「ななななななんだ、こいつは！」

「後こう退たい、後退！」

　生き残った騎兵たちは泡あわを食って逃にげ出す。

「親のいる人、奥おくさんのいる人、お子さんのいる人、こないでこないでぇ！　ボクの前に来るとみんな泣いちゃうよぉ！」

　考えようによってはすんごく恐おそろしいセリフを叫びながらリアは前進を続ける。矢をはじき返しながらゴルザックたちもずいずいと前進した。石の巨きよ人じんたちの歩あゆみは遅おそいが、着実であった。田中さんがケンタウロスたちと一いつ緒しよに包囲されている場所まで、あと８００メートルほどである。

　リアは田中さんのいるあたりをきっと睨にらんで叫さけんだ。

「へいかぁ！　リアが絶対助けてあげるからねっ」



　リア×ストーンゴーレムの逆ぎやく襲しゆうと同時に、戦せん況きようはさらに混迷の度合いを増した。総そう突とつ撃げきに転じた敵も混乱しはじめている。

「閣下、次の策さくは」

　アーシュラがたずねた。リアちゃんの逆襲が順調に進んでいるとはいえ、ただそれだけのことなのだ。悪化した戦況を逆転できるわけではない。主力が包囲されたことはそれほどの影えい響きようを与あたえていた。

「残っている予備で一番、脚あしの速い部隊はなに」剛士はたずねた。先ほどとは逆の質問である。

「ケルベロス親衛ガーズ・突撃アサルト・戦隊スコードロンです」アーシュラは答えた。「三つの頭を備えた地じ獄ごくの番犬。いかなる苦く難なんの下もとでも決してひるむことのない忠犬たちです」

「お忘れではないか、アーシュラ殿どの」

　気取った声が響ひびいた。葉巻をくわえたウィングドラゴン、ラッシュバーンである。

「地上を駆かけるのであればそうであろうが、ただ速度という点では我われ々われだ」

「俺おれたちも忘れて貰もらっては困るぜ」新たな声が響ひびいた。ウィル・ハイトマンは尻尾しつぽをふりふりさせながら踵かかとをうち鳴らし、剛士に格好良く敬けい礼れいする。

「第22特殊人狼戦隊ＳｗＳもお忘れ無く、閣下」

　すっ、と剛士の前に影かげがあらわれた。気が付くとそこにいたのはカーミラ・バーナバスである。

「第21特殊吸血鬼戦隊ＳｖＳ、御おん前まえに、閣下」

「揃そろい踏ぶみですわね」

　スフィアがにこにこしながら言った。

「脚の早い方々が揃われましたわ、剛士様」

「陛へい下かをお救いするためとあれば安あん穏のんとしてはおれませぬ」カーミラが言った。

　みんなが、おお、と同意しかけたその時。

　剛士が不思議そうにつぶやいた。

「陛下？」

　ちんちくりんな総そう帥すいに視し線せんが集中した。

　剛士はきょとん、とした顔を浮うかべている。

「閣下」

　アーシュラは悪い予感にかられた。

「なにをお考えに……まさか、陛下をお救いしないと……」

　なにを言うのかという態度で剛士はうなずいた。

「うん。だって、意味無いもん」



　　　　８



　アーシュラは柳りゆう眉びを逆さか立だてた。

「いったい、なにをお考えか！」

　冷気が浴びせられる。

　剛士は怯おびえなかった。それどころか、涼すずしくなってちょうどいいぐらいだ、と思った。恨うらみと執しゆう念ねんの高速増ぞう殖しよく炉ろが全力運転、天然のハードディスクも唸うなりをあげており、全身に熱が充じゆう満まんしていたのである。

「なにをお考えって、もう言ったよ、僕ぼく」

　剛士はアーシュラを見み据すえた。

「敵を勝たせない、って」

「しかし、陛下を失っては」

「ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もん、あなたは、田中さんにお仕えしてどれだけになるの」

「20年ですが……それが、なにか」

　剛士は溜ため息いきを漏もらした。

「だったら、わかってあげてよ。田中さんがどうして自分で出しゆつ撃げきしたのか」

「みずから主力を救出されようとして」

「違ちがうよ」

　剛士は断言した。

「負けだとわかったからだよ。でも田中さんは魔王で、魔族も魔王領も大好きだった。だから……」

　剛士は口ごもった。それ以上、話すのが辛つらかった。

　スフィアがそっとつけくわえてくれた。

「責任をお取りになった、と？」

　剛士はうなずきもしなかった。しばらくぼんやりしていたあと、ぽつりと付け加えた。

「田中さんの手は震ふるえていた。なにもかもわかっていたんだ。ほんのわずかなおつきあいだけれど、僕は、魔王って本当に偉えらいんだってことがわかった。わかったんだ」

　剛士は全員を見回して言った。

「だから、僕は田中さんの期待を裏切っちゃいけないと思う。田中さんは自分が助けられることなんか望んでいない。魔王領とみんなを助けることしか考えていないはずだ」

「陛下の魔王たるお覚かく悟ごと、閣かつ下かのお考えはわかりました」アーシュラは即そく座ざに言った。が、率そつ直ちよくな言葉として受け取るには早口すぎた。

「しかし、それがなぜ陛下救出を無意味と判断される理由になるのか、わかりかねます」

　剛士はぽりぽりと顎あごを掻かいた。

「田中さんは覚悟して出撃した。自分が囮おとりになることで、敵の攻こう撃げきを引きつけ、軍に……つまり僕やみんなが少しでも楽ができるようにしようとして」

　田中さんは神社に逃にげ込んだんだ、本当ならばそう説明したかった。

　ホームルームで罵ば倒とうし、飯田を神社に誘さそい込み、巡じゆん査さがやってくるまで時間を稼かせぎ、目的を達成する。

　そのためであれば、自分が傷きずつくこともやむをえない。

　囮、罠わな、逆ぎやく襲しゆう。勝利。そしてそのために必要な犠ぎ牲せい。

　ホームルームはこの戦場。飯田はランバルト。天あま抜ぬけ神社の罠そのものだ。

　よくわかる話だった。天抜神社と違ちがっているのは、剛士の役を演じているのは田中さんで、巡査が剛士であるということだけ。

　そして、田中さんは必要な犠牲の中に、自分の命をふくめている。

　だとするならば、剛士は立派に巡査の役割を果たさねばならない。

「ともかく、そういうことだよ」説明するのが面めん倒どうくさくなった剛士はいいかげんにまとめた。

　むろん、アーシュラが納得するはずもない。彼女はなおも食い下がった。

「ならばなぜリアに出撃を命じられたのです」

「駄だ目めと言ってもリアは出撃しただろう」剛士は推定を口にした。「だから許した。リアが強いかどうか確かめた上で。ゴーレムと一いつ緒しよにしたのは動きが鈍にぶくなるからだ。動きが鈍ければ、敵のど真ん中に飛び込む可か能のう性せいが低くなる。リアへの危き険けんは減へる。それに、ゴーレムたちの損害も最低限におさまる。主力を包囲している敵の一部を引きつけられもする。悪いことはひとつもないはずだよ」

「つまり……リアまでも囮だと」

「うん」剛士は素す早ばやくうなずいた。

「あなたはなんということを……それで、いったいなにを実現されるおつもりなのです」

「だから、言ったでしょ」剛士は声を高くした。

「敵を勝たせなければ負けたことにならないって。田中さんとリアを囮にして、クォルンたちを救い出すんだよ。薄うすくなった包囲の輪に残っている兵力を一気にぶつけて、助け出すんだ。軍が生き残れば、魔王領は負けたことにはならない。気に入らないんなら仕方ないけど、僕が思いつけるのはそれだけなんだよ！　飯田……ええい、ランバルトにやられないための方法はそれだけなんだ！　お願いだから、文句があるなら全部終わった後にしてくれ！」

　最後の方は、自分でも驚おどろくほどの命令調になっていた。

　沈ちん黙もく。

　ややあって、スフィアが地に膝ひざを突ついて臣しん下かの礼をとった。

　他の者たちも一いつ斉せいに膝を突く。

　いや、全員ではなかった。ただひとりアーシュラが立ちつくしていた。

「アーシュラ殿どの」

　ラッシュバーンが見とがめた。

「閣かつ下か」

　ラッシュバーンを無む視ししてアーシュラは言った。

「閣下のお考え、感服いたしました。しかし……」

　剛士はアーシュラを見た。

　アーシュラは言った。

「わたくしは従えません！」

「アーシュラちゃん、だめっ」セシエが叱しかった。

「どうか」アーシュラは続けた。「解任していただきたい。自分は陛下をお救いに参ります」

「駄だ目めだ」

　剛士は冷たく言い放った。

「いまは昼だ。吸きゆう血けつ鬼きがどれだけ強くても、リアと違って、すべての能力は発はつ揮きできない。危険すぎる。それに、あなたはリアと立場が違う。僕の軍事顧問だ。僕はこの世界のことをなにも知らない、だから、顧問が必要だ」

「ならば……御ご免めんっ」

　くわっ、と口を開いたアーシュラは剛士につかみかかった。柔やわらかな唇くちびるとともに、剛士の頸けい動どう脈みやくへ牙きばを押おし当てる。

「血迷ったか、アーシュラ！」

「だれか止めてっ」

　制止の声が飛び交う。剣の柄に手をかけている者もいる。例外は、大鎌を立てたままのほほんとしているスフィアと……剛士だけだった。

「いいんだ、みんな」

　皆を押しとどめた剛士は、恋こい人びとのように身を寄せたアーシュラにたずねた。

「で、どうするつもり」

「お聞き入れいただけないのであれば、閣下、あなたの血を吸すいます」両りよう腕うでで剛士を抱だきかかえたアーシュラは首筋を牙で撫なでた。

「魂たましいの契けい約やくなしに血を吸われた者は、吸血鬼の下げ僕ぼくになるほかありません」

「どれぐらいで効果があらわれるの。時間のことだよ」

　剛士は質問した。

「……」

　質問の意味をはかりかねたアーシュラが沈ちん黙もくした。

「約二時間です」

　スフィアが教えた。微笑ほほえんでいる。

「そうか……なら、この戦いの間は自由に動けるんだ」剛士はにっこりした。「じゃ、吸っていいよ」

「あなたは……」

　アーシュラは剛士を抱きかかえたまま呻うめいた。

「なぜ、あなたはそこまで」

「田中さんが大好きなんだね」剛士は言った。「一いつ生しよう懸けん命めい隠かくしているけど、わかるよ」

「あなたになにがわかるっ」

　アーシュラは怒ど鳴なった。全身から力が抜ぬける。剛士をおろすと、両膝を突いた。

「あなたになにがわかるっていうの……リアには陛下がいて、スフィアにはあなたがいて、なのにどうして、どうしてわたしだけ一人なの。わたしだって最初は……」

　ヴァンピレラ・ビューティは泣いていた。

「あなたの気持ちは想像するしかない」

　剛士はそっと言った。

「でも、ひとつだけわかっていることがある」

　アーシュラは少女のような目で剛士を見上げた。

　剛士はアーシュラをまっすぐに見返して言い放った。

「ドラクール軍事顧問、あなたは魔王領の軍人だ。軍人ならば義務を果たすべきだ。総帥を押しつけられた僕と同じように。生まれも育ちも違うけれど、僕らの目的は同じなんだよ。きっとそうだと思う」

　アーシュラは下した唇くちびるを噛かんだ。

　剛士は手をさしのべた。

　視し線せんが交こう錯さくし、なにかが二人のあいだを行き交った。

　誘さそわれるようにアーシュラの手が伸のび、途と中ちゆうですっと引っ込められた。顔が落ち、小さな声が言った。

「自分で、立てます……閣下」

　黒陽のアーシユラ・アーシュラザ・ダークシヤインもまた、小野寺剛士に忠ちゆう誠せいを誓ちかったのである。



　冷れい魔ま法ほうが降り注そそぎ、ストーンゴーレムの動きが鈍にぶった。

「いまだっ」

　指し揮き官かんの号令とともにランバルト兵が駆かけ寄り、ゴーレムの首にロープをかけ、引きずり倒す。

　ドォン、という大だい音おん響きようとともに引きずり倒されたゴーレムは砕くだけ、ただの石へと帰った。

「あー、このやろーっ」

　リアが怒ど鳴なり、バトンを振ふり回す。数人のランバルト兵が消し飛んだが、残りは逃のがれる。間合いを読まれているのだ。

「すすめすすめぇー」

　リアはゴーレムたちを励はげました。

　しかし、前進のスピードはどんどん遅おそくなっていた。リアとゴーレムたちがどれほど強力でも、戦いくさ慣なれしたランバルト軍の連れん携けいプレイをうち破るのは簡かん単たんではないのだ。

　田中さんまでの距きよ離りは、まだ４００メートルあった。

　たったの４００メートル。

　しかしそれは、月よりも遠い距離でもあった。

「へいか」

　リアは涙なみだぐんだ。

「いけないよ、いけないよぉ、へいかのところにいけないよぉ！」

　リアの悲痛な泣き声が戦場に木こ霊だました。



「ゴーレムどもの前進はくいとめられそうです。包囲した敵主力も息切れしております」カディウスが報告した。

「勝てる、かね」

　フェラールはたずねた。戦場は大混乱、戦争についてはさっぱりの彼にはどうなっているのか理解できない。

「勝てます」

　カディウスは頼たのもしげであった。

「必ず、陛へい下かの御おん為ために勝利の凱がい歌かを轟とどろかせてみせましょう！」

　嘘うそではなかった。カディウスは勝利を確信していた。それだけではない。この戦場で戦うほとんどすべての者たちがかれと同意見であった。



「敵は右う翼よくの部隊から兵を割さいてリアへの迎げい撃げきをおこなっております」アーシュラが報告した。さきほどの態度はどこへやら、少なくとも見かけは完かん璧ぺきな参さん謀ぼうぶりである。ちなみに、剛士の側がわからみると、ランバルトの左翼隊は右翼、右翼隊は左翼ということになる。

「そっちが手て薄うすなんだね」

　剛士もさきほどのやりとりを忘れたような態度であった。上じよう機き嫌げんにすら見える。ま、結果から考えれば、アーシュラのような美女に抱だっこされて首筋にキスされただけとも言えるから、理解できないこともない。

「はい、閣下」

「うーん。よし」

　剛士は皆みなに伝えた。

「みんな聞いて。敵を勝たせなければ負けたことにはならない、僕はドラクール軍ぐん事じ顧こ問もんからそう教わった。だから、その通りにしたいと思う」

　全員がははっ、と一礼する。中には、ラッシュバーンのように、ほぅっと声を漏もらした者もいた。

　剛士が、一ひと悶もん着ちやくのあったアーシュラを立ててみせたことに気づいたからだった。

　つまり、さきほどの騒さわぎは不問に付す、と剛士は言っているのだ。

「ラッシュバーン、なにか？」

　剛士がたずねた。

「いえ、なにも」ラッシュバーンはさらに深く頭を下げ、剛士のめざとさに、さらに賛さん嘆たんの念を抱いた。

　一方、剛士は自分が自然とできてしまうこうしたやり口が嫌いやで嫌でたまらなかった。ちょっとした言葉遣づかいだけで相手に気づかせ、操あやつるなんて、全然男らしくない。

　しかし、他の方法は思いつかない。これまでの17年間、そうやって生き残ってきた。他にはなにも知らない。続けるしかなかった。ミレス、田中さん、そしていまや、アーシュラのためにも、負けるわけにはいかないのだった。

　剛士は胃を押さえた。自じ己こ嫌けん悪おがさらに強まった。

　違うんだ、と思った。

　ミレスたちのことは理由に過ぎないのだ。

　本当は、本当は──

　突とつ然ぜん黙だまり込んだ剛士の様子を心配してスフィアが呼びかけた。

「剛士様？　お腹の具合でもお悪いのですか？」

「え？　いや」

　剛士はあわてて首を横に振ふった。思わず言ってしまう。

「なんか、腹はらが減へってきて」

　失笑が拡がった。好意的な笑いである。確かに、これほどの苦く戦せんのなか、食べ物のことが思い浮うかぶ総そう司し令れい官かんには好意を抱くほかない。普ふ通つうの人間であれば、緊きん張ちようで胃が引きつり、食べ物など受け付けない状態になってしまう。

「ははは、ごめん」剛士はちょっと固い声で笑った。

　もちろん、気の小さい剛士が腹など減っているはずがなかった。まさに緊張で胃が痛くなっていたのをごまかしたのだった。お腹が減ったと言ったのは、みんなの気分を暗くしないためである。彼なりに、総帥閣下らしい態度をとろうと努力したのだ。

「まぁ」

　心得た様子でスフィアは微び笑しようした。

「しばらく我が慢まんなさいませ。剛士様がお勝ちになったあとで、たっぷりとこしらえてさしあげますから」

「うん」

　剛士はにこりとした。胃がごろりと鳴った。スフィアに言われたおかげで気が楽になり、実際に空腹であることを自覚したのだ。その音を聞きつけた魔族たちがさらに声高く笑った。

「我慢するよ」

　剛士はうなずき、話を再開した。

「大事なことだからもう一度確認しておく。敵を勝たせないために必要なのは軍が生き残ることだ。だから、包囲された主力を救出する。それが僕らの目的だ。そのほかのすべては必要な犠ぎ牲せいとしてあきらめる。みんな、辛つらいとは思うけれど、いいね？」

　彼はいつもの倍以上も早口だった。自分の中から、一刻も早く汚よごれたものを吐はき出してしまいたいと願っているように。

　スフィアはなにかを言いかけたが、踏ふみとどまるとアーシュラに目配せした。

　アーシュラはその意味を誤ご解かいしなかった。彼女も、剛士の気き遣づかいを理解していた。そして、自分がどんな態度を示すべきであるかも。

　魔王領総帥軍事顧問、アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールは澄すんだ菫すみれ色いろの瞳ひとみで小野寺剛士を見つめ、はっきりと宣言した。

「異論はございません。魔王軍全将兵は、いまやあなた様の手足に他なりません、小野寺総帥閣下」

　剛士は心の底からの笑えみを浮うかべた。辛いときであるからこそ、本当に嬉うれしかった。アーシュラまでが、この異い世せ界かいを好きになる理由のひとつになりそうなほどに。

「うん。ありがと。じゃあ……」

　彼は作戦を説明した。

　疑問も、質問もなかった。魔王軍は新たな総司令官の言葉に従って反はん撃げき準じゆん備びに移ったのである。
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　各隊の状じよう況きようを確認しに出かけていたアーシュラが剛士の傍かたわらに立ち、ビシリと敬けい礼れいした。

「全軍、準備完かん了りよういたしました、総そう帥すい閣かつ下か」

「うん」

　剛士は戦場を見回した。敵味方入り乱れた大混戦の中で、自分の思いつきがうまくいかなかったらどうなるのだろう、と想像した。

　拳こぶしを握にぎりしめる。

　ヤケクソな微び笑しようを浮うかべた。

　その時は、自分も田中さんと同じように行動するのだ。

　剛士はちんちくりんな身体からだをのびあがらせ、右手を高く掲かかげた。大きく息を吸すい込む。

　ちりん、と鈴すずの音ねが響ひびいた。

　魔王軍総帥は命令を叫さけんだ。

「全軍反撃！　主力部隊救出作戦、開始っ！」

　命令と同時に、右う翼よくへ集結したケルベロス親衛突とつ撃げき戦せん隊たいが飛び出した。単独ではない。その背にはハイトマンの人じん狼ろうたちがまたがっている。

　ラッシュバーンの第１０１突とつ竜りゆう戦せん隊たいも翼つばさを羽ばたかせ、続々と離り陸りくする。彼らの背にはカミラたち第21ＳＶＳの姿がある。

　総反撃。まさに全力を投じた逆ぎやく襲しゆうであった。



「陛へい下か！」身体中に何本も矢を突つきたてたケンタウロスが本ほん陣じんを指さした。「陛下、あれを！」

　絨じゆう毯たんの上でただ堂々と立つことで魔王としての責任をとっていた田中さんは本営の方を見た。

　一いつ斉せいに行動を開始したケルベロスとウィングドラゴンの群むれが見える。

「陛下、これで」ケンタウロスが喜びの声をあげかけ、その途と中ちゆうでランバルトの新たな矢を浴びて倒たおれ伏ふした。

「小野寺君……まさか……僕ぼくを助けるために……」

　田中さんは悲痛な表情でうめいた。

　が、途と中ちゆうでぱっと顔が明るくなる。

　ケルベロスとウィングドラゴンはこちらへ向かってこず、ランバルト軍の右翼側面を全力で迂う回かいしながら突とつ進しんしていることに気づいたのだ。

　田中さんは満面の笑みを浮かべた。

「わかってくれたんだな、小野寺君。なにか、思いついたんだな」

　涙なみだが湧わいた。心からの喜びを覚えていた。

「ケンタウロス選せん抜ばつ騎き兵へい、聞けぇ！」

　田中さんは怒ど鳴なった。半数以下にまで討うち減へらされた傷きずだらけのケンタウロスたちが集結する。

「みんな、御ご苦く労ろうだった！　僕のような間ま抜ぬけのオタク野や郎ろうにつきあってくれて本当にありがとう！」

　田中さんは大きく息を吸すった。

「しかしもう充じゆう分ぶんだ！　みんなは本営まで後こう退たいしてくれ！」

「不ふ敬けいを承知でおたずねいたす！　陛下御自身はいかがなされるおつもりか！」

　一頭のケンタウロスが怒鳴った。選抜騎兵隊隊長、マス・タウルスである。

　田中さんはタウルスに顔を向け、いたずらっぽい笑顔を浮かべた。

「僕には、僕の仕事がある」

「ならばお供ともいたす！」

　タウルスは怒鳴り返す。

「我われらは陛下の臣しんなり！　いまさらお見捨てするわけには参らぬ！」

「だめだ！　後退してくれ！」

　田中さんは胸を熱くしながら拒きよ絶ぜつした。

「戦いは今日きようだけじゃない。みんなは小野寺君の下で戦い続けなければいけない！　どんなに悔くやしくても、バカにされても、耐たえるんだ！　今日の敗北に耐え、明日の勝利をつかんでくれ！　小野寺魔王陛下とともに！」

「陛下っ」

「いけっ、後退してくれ！　これは魔王の勅ちよく命めいだ！　さよなら、ケンタウロス選抜騎兵、万ばん歳ざい！」

　それでもケンタウロスたちは動きたがらなかった。彼らを行動させたものはタウルスの命令である。

「よぉーし、総そう員いん突とつ撃げき隊たい形けい！　各個に本営へ帰き還かんせよ！　突撃っ！」

　ドォッ、と砂すな煙けむりがあがり、ケンタウロスたちは突進する。みるみるうちに離はなれていった。

　田中さんはほっと一息ついた。目を丸くする。

　ただ一いつ騎き、タウルスが残っていたのだ。

「帰れって言ったじゃないか」

　田中さんは怒鳴った。

「聞こえませんな」タウルスは笑った。「それに、陛下をお一人で逝いかせるのは臣下として恥はじです。自分一人ぐらい、お供についてもよろしいでしょう」

　田中さんは、大きく息を吐はき、言った。

「ありがとう、タウルス」

　ランバルト軍は二人のすぐそばに迫せまりつつあった。



「なんでぇ、なんでこっちこないのぉぉぉ！」

　右側遠くを突進してゆくケルベロスの姿を認めたリアは声をあげた。

「どうして、おにいちゃん、どうしてぇ！」

　が、実はわかっていたのだ。見かけは幼女、態度も幼よう女じよだが、リアは68歳、そこらへんの連中よりよっぽど知識も判断力もある。

　田中さんが死を賭として出しゆつ撃げきしたことにも気づいていた。だからこそ、付いてゆくと駄だ々だをこねたのである。

　今も、剛士がなにを考えてケルベロスたちを出撃させたのか、即そく座ざに理解した。

　ぱたぱたと飛んできたハーピィの伝令が伝えた。

「リア様、総帥閣下の御命令です。ただちに後こう退たいせよ、と」

「おにいちゃん……」

　むぅっ、と涙なみだ目めになるリア。ぐすっ、と鼻を鳴らし、涙をぬぐった。

「ゴルザックのおじちゃん！」

「はいだよ、リアちゃん」のそっとあらわれたゴルザックが心配そうに見下ろした。

「後退する。後退するよ！」

「リアちゃん……」

「おにいちゃんの命令！　急いでっ」

「了りよう解かいだよ」

　ゴーレムたちは後退をはじめた。リアはしばらくのあいだそれを指し揮きし続けていたが、すべてが順調と確かめるや否いなやゴルザックに告げた。

「ね、おにいちゃんに、ゴメンって言っといて！　ボクはへいかのところにいくって」

「リアちゃん！」

「みんな、ありがと！」

　リアは跳ちよう躍やくし、前方に出現した無数の敵兵にただ一人で突つっ込んでいった。



　伝令から報告を受けたセシエが複雑な表情で言った。

「閣下、重ゴーレム大隊は命令どおり後退に移ったって。ケンタウロス選抜騎兵残存部隊も戻もどってきてる」

「ケンタウロスも？　そうか……」剛士はうなずいた。田中さんが気づいてくれたとわかったのだった。

「リアは無事なんだろうね」

「それが」

　セシエは黙だまった。

「なにかあったの」

「一人で敵に……」

　剛士は喉のどの奥おくから呻うめきを漏もらした。泣きそうな顔になっている。

「そんなことしても田中さんは喜ばない！　助ける方法はないの」

「乱戦です。発見することすら難むずかしいでしょう」アーシュラが言った。

　剛士は頭をかきむしった。



「へいか！」

　遠くから呼ぶ声が響ひびいた。タウルスただ一騎に守られながら立ちつくしていた田中さんは声のした方角を見た。

　小さな女の子が跳はね飛び、ただ一人で、敵と戦い続けている。今度ははっきりと聞こえた。

「へいかぁっ」

「リア！」

　田中さんは悲鳴のように叫んだ。

「ああ、まさか。どうして、ああ」

　目を閉じる。タウルスを呼んだ。

「タウルス！　さっきの話はナシだっ」

「陛下っ」

　タウルスは目を三角にした。

「違ちがう違う」田中さんは首を振ふり、リアを示した。

「頼たのむ、タウルス」

「陛下……しかし……」

「お願いだ、タウルス。僕を女の子を道連れにして死ぬような魔王にさせないでくれ、頼む！」

「御ぎよ意い」



　バトンを振ふり回す。飛び跳ねる。何人ものランバルト兵が吹ふき飛ぶ。

　しかし、進めない。田中さんの姿はほんのすぐそこに見えるのに、これ以上、進めない。

「へいかっ、へいかぁ」

　リアは返り血で真まっ赤かになりながら泣きわめいていた。

「連れてって、リアも連れてって！」

　田中さんが両手でメガホンをつくるのがわかった。リアは注意を向けた。

「来るなっ、リア、来ちゃだめだっ」

「へいか……いくっ、リアもいくのっ！」

　田中さんは絨じゆう毯たんの上に立ちつくしていたが、やがて、声をかぎりに叫さけんだ。

「嫌きらいだった、嫌いだったんだぁぁぁ！　リア、おまえなんか大嫌いだぁぁ！　近寄るなぁ、この魔物めぇぇぇ！　ずっとずっと、嫌いだったんだぁ！」



    

  
    
      「へいか……」リアは立ちつくした。

　隙すきあり、とみて迫せまったランバルト兵が背後から蹴け散ちらされる。タウルスであった。タウルスは呆ぼう然ぜんとしているリアをたくましい腕うでで抱かかえ上げ、本営に向けて全速で逃とう走そうをはじめる。

「え、なに、なに、どうして、いやぁっ」

「陛下の勅ちよく命めいです、リア殿どの」

「いや、いや、へいかぁっ」

　リアは泣きながら手をさしのべた。

　田中さんの声が遠くかすかに聞こえた。

「リア、小野寺君の言うことをよくきくんだぞ……」

　その直後、田中さんの姿はランバルト兵に取り囲まれ、視し界かいから消えた。



「魔王は、魔王はどうしたっ」

　グラッサーは叫んだ。

「兵が取り囲みましたが、生死はわかりませぬ」ガルスが応じた。

「殺すなよ、よいな、殺すなよ！」

　グラッサーは重ねて命じた。その表情は明るい。魔王を捕とらえてしまえば、前回の戦いくさで傷きずついた名誉も回復できる。いや、新たな名誉も手に入る。ランバルトの完全勝利も間ま近ぢかい。

「これで……」

　彼がなにかを漏もらしかけたその時、左さ翼よく隊たい後方で動きが生じた。

「なにっ」

　グラッサーはそこを睨にらみつけた。

　血の気が引いてゆくのがわかった。

　キケロン将軍の部隊が後方からの攻こう撃げきを受け、大混乱に陥おちいっていた。



　左翼隊後方を迂う回かいした魔王軍の一部は、チェドラル農のう兵へい団だんを一いち撃げきで潰かい滅めつさせた。ゴーレムの迎げい撃げきに戦力を割さかれていたため、まともに抵てい抗こうもできない。

　まずウィングドラゴンが突とつ入にゆうし、炎ほのおを吐はいて兵士たちを追い散らす。即そく座ざにその背から兵士（人狼ヴエアウルフ）が飛び降り、追撃をおこなって戦果を拡大した。

　包ほう囲い網もうに穴あなが開いたのである。

「くぅっ、味な真ま似ねをしおって」

　キケロンはフランケンフェイスをしかめて罵ののり、怒ど号ごうした。

「逃げるなぁ、戦え！　穴を塞ふさぐのだ！　儂わしに続けぇ！」

　部下の応ずる言葉も待たずに駆かけだしたキケロンは、しかしそれが無理であることに気づいていた。ベレー帽ぼうを被かぶった女兵士たちをまたがらせたケルベロスの群れが雪な崩だれ込んできたことに気づいたのだった。

「畜ちく生しようめっ」

　キケロンはわめいた。三つの頭をそろって自分に向けた巨きよ大だいな犬が自分の喉のど笛ぶえを噛かみちぎるその瞬しゆん間かんまでわめき続けていた。



　ハモった犬の鳴き声がきこえ、すぐに数を増ました。

「ケルベロス？」左目を包帯で縛しばったクォルンは顔をあげた。

「いや、まさか、そんな……」

　地じ獄ごくの番犬たちの声はますます大きくなってくる。

「よ、おっさん」

　ずたずたになったローブをひきずってジョス・グレナムがあらわれた。

「どうやら、全ぜん滅めつせずに済すみそうだぜ」

「陛下の手配りか」クォルンはつぶやいた。

「そうは思えないな」ジョスはこたえた。

「こう言っちゃ悪いが、あの陛下、戦争は苦にが手てだったもん。かといって、アーシュラちゃんとも思えないよ。親しん衛えい突とつ撃げき戦せん隊たいを敵の側面に突つっ走らせるなんて、あの娘むすめの策さくにしては大だい胆たんすぎるぜ」

「ならば……あっ」クォルンの顔に笑えみが浮うかんだ。

「だといいな」ジョスはにやりとした。

「少しは戦争の得意な奴やつが親おや玉だまになってくれるなら、この先が楽しみだぜ」

　クォルンはジョスの背中をばん、と叩たたき、部隊に命令した。

「全軍集結！　友軍と合流し、包囲網より脱だつ出しゆつする！　全員を救助！　戦友を見捨てるな！」



　完全勝利は一いつ瞬しゆんにして水すい泡ほうに帰した。ケルベロスとウィングドラゴンは包囲網に開けた突とつ破ぱ口こうをがっちりと押おさえ込み、ゴブリンとトロルの群れはその穴から続々と脱出を始めていた。脱出するなり態勢を整ととのえ、手て近ぢかなランバルト兵に反はん撃げきを加えている連中までいる。

「くそぉっっ」カディウスが全身をぶるぶると震ふるわせた。

「なんということを。信じられん。魔王を餌えさにしてすべての戦力を引きずり出し、そこをゴーレムで混乱させ、一いつ挙きよに予備を投入して包囲を破ったというのかっ」

　しかし、それは事実だった。剛士の作戦であった。彼は、魔王軍の殲せん滅めつというランバルト軍の目的を邪魔するためだけにそのような手段をとったのである。

「信じられん」

　カディウスは繰くり返した。

「大将軍」

　フェラールがおっとりとした声でたずねた。

「はっ、陛下、まことに……」

「いいのです」

　フェラールは慰なぐさめた。

「このまま戦い続けて、意味があるだろうか。我わが方の損害もかなりのものになっているようだ」

　カディウスはぐっと喉のどを詰つまらせた。

　フェラールの言うとおりだった。もともと楽な戦いではなかったのに、逆ぎやく襲しゆうのおかげで、キケロンの左さ翼よく隊たいが壊かい滅めつ状じよう態たいに陥おちいっている。一方的な勝利であったはずのものが、敵とほぼ同じ……あるいは、敵よりも大きな損害を被こうむる展てん開かいになっていた。

「はっ、残念ながら……」

　カディウスはうなずいた。

「敵を率ひきいているのは、だれだろうね」

　気楽な声でフェラールは言った。実際、重荷を下ろした気分だった。シレイラに後でなにを言われるかわからなかったが、ともかく今はこれ以上戦わずに済むからだ。

「はっ、おそらくは……」

　カディウスはもごもごとその名をつぶやいた。

「魔ま光こうとともにあらわれた男、オノデラ・ゴウシか……」

　フェラールは自分でも繰り返すと、全軍に退たい却きやく命令を発した。



　ゴブリンとトロルは脱出に成功した。本営からもそれは良く見えた。

「成功です……成功です、閣下！」

　アーシュラが叫さけんだ。

「すっごーい」セシエがうるうるした目で剛士を見つめた。

「後こう退たいしたケンタウロスとゴーレムを少し前進させて」剛士は命じた。

「みんな、疲つかれている。援えん護ごしてあげなきゃ、辛つらいはずだ」

「はいっ」アーシュラが張り切った声で応じた。

　ラッパの音が響ひびいた。

「退却ラッパですね」スフィアが教えた。

「おめでとうございます、剛士様」

「おめでとう？」

　剛士はスフィアをまじまじと見つめた。

「一体何が？」

「敵を破られました」

「勝たせなかっただけだよ」剛士はひどく不ふ機き嫌げんな声で言った。

「ただ、それだけじゃないか」

　傷きずだらけのケンタウロスが駆かけてきた。剛士のそばで止まった。タウルスである。

「総帥閣下、魔王陛下の勅命を受け、リア殿をお連れして帰き還かんいたしました」

「あ、ああ、ご苦労様。休んでくれ」

　剛士は何度も大きく頷うなずきながらこたえた。

　リアがちょこん、と降り立つ。

　剛士を睨にらみつけた。

「リア、良かった」

「おにいちゃん」リアの声は険けわしかった。「ボクを囮おとりに使ったね？」

「ああ」剛士は素直に頷いた。

「田中さんも、囮にした。それが田中さんの望みだった」

「大だい嫌きらい！」リアは罵ののしった。「おにいちゃんなんか大嫌い！　大嫌い！　大嫌い！」

　剛士は胸を抉えぐるようなその一言一言にいちいち同意した。

「へいかも、おにいちゃんも、ボクを仲間はずれにして」とうとうリアは泣き出した。

「ごめん、リア。本当にごめん」剛士も涙なみだを浮うかべた。

「嫌い嫌い嫌い」リアは剛士の胸を掴つかんだ。

　やがて、しっかりと抱だきつくと、わあわあと大声をあげて泣き出した。



「撤てつ退たい！　撤退だとぉ」

　グラッサーはわめいた。

「くそっ、ここまで来て、くそっ」

「団長」ガルスがなだめる。

「奴やつだ。奴なのだ！」グラッサーはなおも叫さけんだ。

「フッ、奴とは」マークスがたずねた。

「わからんのか！」グラッサーは目を血走らせていた。

「奴だ！　奴なのだ！　オノデラ・ゴウシだ！　奴め、こともあろうに魔王を囮に用いおったのだ！　自分の主君を！　なんたる男だっ。勝つためには手段を選ばぬとは」

「団長、撤てつ退たいしましょう。このままでは無用の損害を被こうむります」ガルスが強く進言した。実際、状じよう況きようは切せつ迫ぱくしていた。包囲網から脱出した敵は一丸となって後退しつつあり、その進路を阻はばむものすべてを吹ふき飛ばしながら突とつ進しんしている。トゥラーン近この衛え重じゆう騎き兵へいの一部もそれに巻まき込こまれ、少なからぬ損害を受けていた。

「わかっておる！　全軍を集結させろっ」

　怒り狂ったグラッサーとその騎兵たちを殿しんがりに、ランバルト軍は後退を開始した。第二次セントール会かい戦せんの終わりであった。
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　戦いは終わった。勝敗はつかなかった。田中魔王陛下を失ったという点からいえば明らかに魔王軍の敗北、いや、大敗北だったが、戦いそのものには負けなかった。最終段階では、優勢ですらあったと言えるだろう。

「我わが方の損害は各種族合計で約２０００名です」アーシュラが言った。

　ランバルト軍の撤退から二時間あまり。周囲では、移動の準備が進められている。魔王軍は、一部の部隊を残していち早くワルキュラに戻もどり、戦力を回復せねばならないのだ。

「負傷者もふくめてなの」

　剛士はたずねた。どこかしらけた様子である。すでに、普ふ段だんの、自信なさげな態度に戻もどりつつある。

「負傷者はその倍です」

　死者約２０００、負傷者約４０００。

　この戦いに投じられた兵力の、一〇人に一人が死に、五人に一人が傷ついたことになる。

「敵に与あたえた損害はどうかな」剛士はさらにたずねた。

「これは推定なんだけどぉ」セシエが答えた。

「ほとんどこっちと同じぐらい、最後になってひっくり返したから、向こうのほうがもうちょっと多いかも」

　剛士は小さくうなずいた。腹に手を当て続けている。

　嫌いやになっていた。なにもかも嫌になっていた。敵に与えた損害を知れば気分が変わるか、と思ったのだが、ますます嫌になっただけだった。

「ドラクール軍ぐん事じ顧こ問もん」

「はっ」

「ワルキュラへの帰還、死者の埋まい葬そうなどについては任まかせるよ」

「はっ、閣かつ下か」

　剛士は本営を離れた。

　ぶらぶらと歩く。

　剛士の姿に気づいた兵士たちが声をあげる。

「閣下じゃ！」

「総そう帥すい閣下！」

　剛士は彼らにちょっとだけ手をあげて応じた。本当はもっときちんとした挨あい拶さつを返してあげたかったが、疲つかれ切り、なにもかもが面めん倒どうになっており、手をあげるだけでも一苦労だった。

　とうとう、足下がふらついた。

　ちりん、と鈴すずの音ねが響ひびき、腰こしにほっそりとした腕うでが回され、腰を支えた。

「兵の前で気弱な態度をみせてはなりません、剛士様。皆みな、あなたのおかげで救われたことを知っているのです」

　スフィアの声は優しく、甘あまく、厳きびしかった。

「田中さんを犠ぎ牲せいにして」剛士はつぶやいた。

「ですが、そのことで多くの命を救われました。知っているのです、彼らは。そして感謝しているのです。誰が自分を助けてくれたのか、彼らは絶対に忘れません」

　剛士は反はん論ろんする気力もない。ただスフィアに支ささえられながら立ち続けていた。

　そんな彼らに近づく者があった。

　野戦病院でいささかましな手当を受けたクォルンである。

「クォルン」剛士は申し訳わけなさそうに言った。

「事情は、知っているよね」

「ええ、アーシュラ殿どのから」クォルンは右目だけで剛士を見た。

「お辛つらかったでしょう」

「うん、と言いたいけれど、みんなも大変だったから」

　クォルンは一いつ瞬しゆんだけ瞼まぶたを閉とじた。再ふたたび剛士を見た時は普段の態度に戻もどっていた。

「どうやら、負けずに済すみましたな」

「田中さんの消息は」剛士はもっとも気がかりなことをたずねた。

「わかりません。魔ま導どう士しに探さぐらせているのですが……」

「ちょっと難むずかしい感じ」いつのまにかあらわれたジョスが口を挟はさんだ。おもいっきりなげやりなノリでにやけているが、顔は疲ひ労ろうの色も露あらわだ。戦いの間、片かたっ端ぱしから魔法を使い続けていたからである。にやけている主な原因は、腕にしっかりとあのハーピィの娘むすめさんを抱かかえ込んでいるからであった。

「困ったなぁ」剛士は腕うでを組んだ。

「御ご遺い骸がいがみつからなかった場合は……」と、クォルン。すべては口にしない。

「僕は、魔王にはならない」剛士は答えた。

　また拗すねるつもりか、とクォルンたちが顔色を変えたのに気づき、彼は慌あわててつけくわえた。

「総帥の仕事はする。するよ。それは覚かく悟ごしている。でも、田中さんが正式に退たい位いするまで、魔王にはならない。王位って、そういうものだと思う」

「そうお望みとあらば、否いや応おうはございません」

　クォルンは深く頭を下げた。

　おおっ、と声がわきあがる。

　剛士は驚おどろいて周囲をみまわした。

　いつのまにか、無数の兵士たちが剛士を取り巻いていた。ゴブリン、人ひと族ぞく、ゴーレム、ウィングドラゴン……種族の別はない。たったったっと駆け寄ってきたケルベロスがぺろぺろぺろと頬ほおを嘗なめた。

　みんな、彼を見て喜んでいる。

　剛士は戸と惑まどった。

　こんなに大勢から、好意を寄せられたことなど、生まれてはじめてだった。

　なにをしてよいかわからなくなり、結局、ケルベロスの頭を順番に撫なでた。

　ケルベロスがハモった鳴き声をあげる。

　爆ばく笑しようが拡がる。

　ぐっと背筋を伸のばしたクォルンが大声で言った。

「なにをだらけておる！　総員、総帥閣下に、敬けい礼れいッ」

　ザッ、と踵かかとが鳴り、様さま々ざまな種族が、彼らなりの方法で剛士に敬礼した。

　小野寺剛士はなおも戸惑っていたが、ややあってこくりと喉のどを鳴らし、背筋をしっかりと伸のばしつつ、見よう見まねの敬礼を返した。

　スフィアの腕うでが離はなれるのがわかる。

　残念だったが仕方がなかった。



　どれほど情けない男でも、一人で立たねばならぬ時があるのだ。



　剛士は精せい一いつ杯ぱい努力して大きな笑えみを浮うかべた。

　兵士たちはわっと喚かん声せいをあげ、剛士を担かつぎ上げた。彼を空に向けて何度も放りあげた。万ばん歳ざいが唱となえられ、剛士はもみくちゃにされた。

　誰だれも、彼を称たたえることにためらいを抱いだかなかった。



　いまや小野寺剛士は、魔王領に生きるあらゆる者たちの総帥であるからだった。



    

  
    
      でもって、ランバルト王城。二日後。



    

  
    
      　王国の花、その美しさとたおやかさで知られるシレイラ王女の部へ屋やから侍じ女じよたちが退たい出しゆつを命じられた。第二次セントール会戦より数日後のうららかな昼下がりのことである。

　侍女たちは口々に王女の優しさを口にした。

　兄あに王おうの苦く戦せんを知らされたシレイラは、しばらく一人にしてください、と言ったのである。

　王女様はきっと一人でお泣きになるのですわ……そう噂うわさしあう侍女たちの中には涙なみだぐんでいる者も少なくなかった。

　数分後、シレイラ王女の居室とその周囲からは人ひと気けが絶たえた。

　突とつ然ぜん、なにかが粉ふん砕さいされる異い音おんが轟とどろいた。



　めりぽきぱきぐしゃどがしゃーん。



「くそったれぇ、あのホモ兄あに貴きめぇ！」



　室内を手当たり次し第だいに破は壊かいしながらシレイラは叫さけんだ。

「肝かん心じんなところでドジりやがってぇ！　あたしが、あたしが率ひきいていればぁぁぁぁ！」

　どすどすどすと歩いた途と端たん、ハイヒールの踵かかとが吹ふき飛び、床ゆかにびたん、と叩たたきつけられる。尖とがった鼻を打ち付け、鼻血がどぱっ、と噴ふき出した。

　が、シレイラはその場でばたばだと手足を暴あばれさせ、叫び続けた。

「あー、悔くやしい悔しいくやしいぃぃぃ！　邪じや魔まをしたのはオノデラ・ゴウシですって？　さいってぇー！」

　視し線せんがフェラール兄にいちゃんに貰もらった手紙にとまった。二つに引きちぎったあと、くしゃくしゃにして握にぎりしめていたのだ。

「ふん。でも……魔王をアレしたのはホモ兄貴にしては上出来よね……よぉーし、こうなったら」

　床に倒たおれ、鼻血をたらたらとしたたらせたまま、美少女王女はふふふふふふふっと薄うす気き味み悪わるい声で笑い始めた。

「たった一度、負けなかったぐらいでいい気になんないでよ、オノデラ・ゴウシ……まだまだいっぱい手はあるんだから……ははは、あは、あははははははははっ」



　戦争大好きっ娘こ王女様は、またなにやら別の計画を思いついたようであった。



    

  
    
      
　あとがき（２００１年度β版）






　皆さんはじめまして、豪ごう屋やです。

　異い世せ界かいブラントラントで繰くり広げられるちょっとアレな高校生、小お野の寺でら剛ごう士しの物語、いかがでしたでしょうか。いやもう二〇代前半、編プロ勤務経験二年あり、という人間が初めて書いた小説ですんで、色々と不安です。ちょっとコワイ考えになったりして、剛士のように丸くなってしまいたくなります、あはは。

　とは言いつつも、あれこれと書いてみたかった要素をブチ込むよう努力はしました。

　もともとが歴史系の人間なんで、お話の基本線はもうあれ、黄金のパターンです。

　危き機きの迫せまった国。

　迫り来る圧あつ倒とう的な国。

　忽こつ然ぜんと出現する英雄。

　そして始まる大戦争！

　おおお、燃える。明あ日すはどっちだ昨日きのうはこっちだ、わははは、ならばやるしかないではないか、というやつです。先日のアメリカ同時テロみたいな現実の戦争はイヤでたまらないですけれど、小説であれば別。あっちで爆ばく発はつこっちで全ぜん滅めつ、気合いの入った兄ちゃん姉ちゃんおじさんおばさんが徒党を組んでうぉぉぉぉ、という展開。

　いやもうたまりません。好きです。好きなんです。そーいうの。

　もともとが歴史小説を読みあさったりしていた歴史系の人間で、その勢いのまま歴史ネタの本を出していた編プロに勤めていたほどですから、編プロ勤めの縁えんでおつきあいをいただいたＳ沼編集長から、

「そんなに好きなら、それノリで書いてみたら」

　と言われた瞬しゆん間かんに舞まい上がりました。そんなこんなで、前半は巻き込まれ型歴史英雄物語ノリの展開、後半は大決戦てな感じでまとめられたと思うんですが、どうでしょう。

　もちろん、目つきも口も悪いＳ沼編集長からは、

「キャラにも気をつけてもらわないと」

　と、ぶっすりとクギを刺さされましたので、わたしなりに努力しました。

　とはいえ、ワンマンアーミー野郎やキレた最強ねーちゃんつーのもどうかと思いましたんで、主人公、剛士はいくらか等身大のキャラとして物語に登場させています（いえ、この先とんでもなく迷めい惑わくな人になるんですが）。ちんちくりんで、ヒネてて、学校では目立たない。苛いじめられっ子筆ひつ頭とう候こう補ほ。でも実は……絶対、敵に回してはいけないだけの（本人も気づいていない）根性の持ち主。どうですか？　やりすぎでしょうか？　でも、周囲を見回すと、けっこうそういう人いませんか？　目立たないけれど、絶対バカにしてはいけない人。ちょっと困ったところもあるけれど、友人として一人は欲しい人。わたしの中での剛士はそんな人です。

　ともかくですね、アレだけどやるときゃやります、な主人公を中心に、ナニな魔ま王おう様、謎なぞの美少女、ロリ娘むすめ、キツイ吸血ねーちゃん、イカレたお姫ひめ様、ヤ○イな王様（ちなみに、わたしはそっちの人ではありません）、気合いの入った兄ちゃん、姉ちゃん、オッサンたちが入り乱れてどつきあうノリにもっていけたんでないかと思います。

　あ、それに、一応はテーマなんてものも考えてます（これはＳ沼編集長にツッコまれる前に考えました）。

　この小説は、歴史英雄物の基本である成長物語に入ると思います。なにもわかっていなかった奴やつが、様さま々ざまな事件や出会いを通じて、様々な事こと柄がらを理解してゆくというやつです。

　で、剛士にとってその出来事が苛めっ子や異世界大戦争、になるわけですが……

　彼は別に、争いが好きなわけではありません。根はノンキな、静かに暮らせたらいいや、というタイプです。しかし周囲がそれを許さない。だから、決してやりたくはないけれど……戦わざるをえなくなります。

　そして、なにかに気づくことを強制されていきます。

　剛士がムリヤリ気づかされてゆくその『なにか』こそがこの小説のテーマです。彼がＡ君（17）のままでいられなくなった時、なにを見つけることになるのか。そんなことも頑がん張ばって書きました。これからも書き続けたいと思っています。

　なーんて、思わずカタイことも書いてしまいましたが、新人なんで勘かん弁べんしてください。うまれて初めてあとがきなんて書いてるもので、ちょっと舞い上がってるんです。

　ともかく、豪屋の（男だけど）処しよ女じよ作、『Ａ君（17）の戦争』、をお読みいただきありがとうございました！

　これからも、よろしくお願いいたします。



豪屋　大介



…つけたし。



80年代オタクネタを教えてくれたのも、Ｓ沼編集長です。なんだかなぁ。



    

  
    
      
　新装版あとがき






　初めての方は初めまして、の豪ごう屋やです。なんやかやで玲れ衣いさん渾こん身しんのイラストによって新しん装そう開店とあいなりましたＡ君第１巻かんをお届とどけします。ていうか玲衣さんが一番の売りです。よろしくお願いいたします。ていうか玲衣さんあとは任まかせた。

　……では作者としてあまりにも無む責せき任にんなので、リニューアル版は巻末に付録をつけることになりました。製せい本ほん、すなわち印いん刷さつした紙をノリで貼はり付ける作業に必要な経けい費ひの都合で（国家や軍隊と同じく出版社という組そ織しきも予算に縛しばられて活動しています）、巻ごとに追加できるページに差がありますので増ふえる分量は一定しませんが、どぱっとページが稼かせげる巻の場合は新しん規き短たん編ぺんなんかを追加しろといわれてます。ていうわけで今回はこのリニューアル版あとがき追加なだけなのはそういうわけです。ごめんなさい。ところで追加分の原げん稿こう料りようは別計算なんでしょうか印税にふくまれるのでしょうかはたまた原稿料アンド印税なんでしょうか。どちらにしろお金ほしいです。



　……で、いつものあとがきですとここで大げさなネタを振ふってみたりするわけですが、さすがに今回はそれではまずそうです。なので、知りたくない人は知りたくない豪屋の日にち常じようについてアバウトに書いてみます。

　朝　寝ねてます。

　昼　寝てます（会社はやめました）。

　夕　起きます。

　夜　週末だとオールナイト観みにいきます。でなければ誰だれか心の広い女の人に土ど下げ座ざするかヒマな野や郎ろうと遊ぶか本読むか仕事します。

──えー、これだけです。他になにもありません。あらためて考えてみるとなんか物もの凄すごく殺さつ伐ばつとした毎日のような気がして悲しくなってきました。仕事が最下位に置かれてるのはまあいいとして（←本気）、ことに異い性せいよりも映えい画がが先になってるところがアレです。幼よう少しよう期き、心に深い傷きずでも負ってしまったのでしょうか。もちろん夜のイベントでもっとも少数派はなのは異性です。ビッグバンと呼よんでいます。ちなみに自分は定常宇う宙ちゆう論ろんの世界に住んでいるのではないかと常つね々づね疑うたがっているところです。なんかイヤになってきたのでもうやめます。

　……じゃあ次は本を書くときの流れでも。

　第１段だん階かい

　理由はよくわかりませんがＳ沼編集長が仕事をくれます。もちろん明日にでも完成するようなことをいって即そく座ざに引き受けます。

　第２段階

　Ｓ沼編集長と打ち合わせします。居い酒ざか屋やで二人の座すわったテーブルには二合徳利が14本ぐらい並ならんでいたり、みんなカラになっていてそのあとでさらにバーへ乗りこみスコッチのボトルを１本半空けてＳ沼編集長はすべて経費で落とそうとしたら有り金が足りずに豪屋から２万円という微び妙みような金きん額がくを借りたりしたような気がしますがたぶん気のせいです。

　第３段階

　アイデアのメモをとろうとします。ところが、なぜか頭が痛いたかったり打ち合わせの内ない容ようを全然覚えていなかったりするのでＳ沼編集長の携けい帯たいに電話して教えてもらおうとします。するとどうしてだか会社を休んでいた編集長が地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような声で全然覚えていないというので、また打ち合わせをおこなうことにします。

　第４段階

　この間は熱あつ燗かんがいけなかったという結けつ論ろんに達したので沖おき縄なわ料理屋で古酒クースにします。飲み過すぎてはいけないので一カメが空になったところでやめ、バーでもスコッチ１本でやめます。

　第５段階

　メモにはタイトルと名前があるだけです。不思議なことに頭ず痛つうがします。打ち合わせの内容も覚えていません。仕方がないのでＳ沼編集長に電話すると地獄の底から響いてくるような声で覚えていないといわれるので、また打ち合わせの約束をします。

　第６段階

　この間は古酒がいけなかったという結論に達したのでイタリア料理屋でワインにします。ボトル３本ばかり空けたあと、葡ぶ萄どうジュースで呑のんだなんていえるかとわめき散らしながらバーにいってスコッチ２本を飲み尽つくします。

　第７段階

　第２～第６段階が３サイクルぐらい繰くり返されます。

　第８段階

　最近めっきり経けい理りの目が冷たくなったと領りよう収しゆう書しよの束を手にしたＳ沼編集長にいわれたので泣きながら書き始めます。

　第９段階

　うまく書けないので泣きます。

　第10段階

　自分がこの世で一番バカだという確かく信しんを抱いだくに至いたったのでまだ泣いています。

　第11段階

　泣くのにも飽あきたのであきらめて仕事します。

　第12段階

　完成です。すべてを忘わすれるために中ちゆう華か料理屋で紹しよう興こう酒しゆを呑のみます。楽しんでくださった読者の実じつ在ざいが確かく認にんされた場合、第１段階に戻もどります。確認されない場合、引き出しにいれてある履り歴れき書しよを取りだしてしみじみとながめます。シャレになってません。



　……と、ここまで書いたことは全部ウソで本当です。小説と同じで、現げん実じつと同じです。ある問題についてこうだと割わり切っている場合、小説でも現実でもまず間ま違ちがいなくウソだからです。すなわちそれが、小お野の寺でら剛ごう士しの知るべきこと、身につけるべきことなのかもしれません。
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